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No 種   別 層  位 長 X幅 × 厚 (Hm) 重量 (g) 石 材 使 用 痕 備 考

ユ 礫石器 堆積土 180× 101X56 凹―両面、磨―両面

2 礫石器 堆積上 102× 82× 58 凹―片面、磨 ―片面、片側面

3 礫石器 堆積上 94× 89× 53 606 0 凹―片面、敲 ―片側面、磨 ―両面

第588図 247号土壊
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第587図  246号土墳出土石器 (2)
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NQ 地   区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

M-20 第 4層上面 円 形 57× 55

Ne 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

M-20 第 4層上面 円 形 75× 68 底面北側が一段低 くなっている。
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(L-17a)土層註記表

層位 層No 上 色 上  性 傭 考

1

1 掲   10YR4/4 ンル ト 炭化物、 ローム粒微量 に含 む

2 褐   7 5YR4/3 シル ト ローム粒多量、炭化 V/」少量含む

2

3 暗 褐 7 5YR3/3 炭化物少量含む

褐   10YR4/4

5 暗 褐 7 5YR3/4

6 褐   10YR4/4 シル ト ローム粒多量に含む

253号上損 (K― 17a)土層註記表

層No 上 色 土  性 FRI 考

l 暗 褐 7 5YR3/3 炭化物少量含む

2 黄 褐 25Y5/4 炭化物少量含む

257号土墳 (K-17e)土層註記表

層陥 土 色 土  性 備 考

1 暗 褐 10YR3/4 シル ト 炭化物を含む

2 掲   10YR4/4 ングレト

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

L-17 第 4層上面 精円形 230X145 寄を1,1野
と・遺難』椒 角監β肇号勇澪λ名(ポ箸;ツ

K-17 第 4層上面 楕円形基調 170 X l17 4掘立柱建物跡に切られ、257土壊を切る。

K・ L-17・ 18 第 4層上面 楕円形基調 (83)X57 15 249、 253土壌、 5個の ビッ トに切 られる。

♂

３羽
No 層   位 需   形 外 面 内     面 分  類 考備

1 堆積土 深  鉢 R撚糸文 磨キ (斜 )

2 堆積土 深  鉢 隆線文・ 沈線文 磨 キ (横 )

3 堆積土 深 鉢 隆線文・ 沈線文 磨 キ (横 )

第591図 249号土壊出上土器
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No 種   別 層  位 長 × 幅 X厚 (mm) 重量 (g) 石  材 使 用 痕 備    考

t スクレイノ`一 堆積土 (2110)X(3330)X955 8 55 買  岩

第592図 249号土娘出土石器
一 ′

ユ

川
日
旧
日
日
］
３

廻)〕
5

NO 層   位 器   形 外 面 内     面 分  類 傭 考

1 堆積土 深  鉢 隆線文・刺突文 磨キ (横 ) X orXI

2 堆積土 深  鉢 隆線文 マメツ XOrxI
3 堆積土 深  鉢 隆線文・ LR縄文 磨 キ (横 )

堆積土 深  鉢 隆線文

5 lE横土 土製円盤

253号土損出土上器・土製円盤

B55帥

第595図 251号土墳

251号土壊 (L-18a)土 層註記表

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

L-17 第 4層上面 不整形 H3× (85) ぐ斜協 習 昇 安
外 へ 建 ひ る。底 薗 甲央・ 北・ 西側 々

ピ ッ

層No 土 色 土   性 備 考

1 暗 褐 10YR3/4 シル ト 炭化物を多く含む

2 褐   10YR4/4 ンル ト 炭化物を若千含む

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

L-18 袴円形 2、 16濤 に切 られる。
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No 層   位 器   形 外 面 内 面 分  頬 備 考

1 堆積土 深  鉢 隆線文・沈線文・ LR縄文 隆線文・磨キ (横 ) X5b

2 堆積土 深  鉢 RL縄文 ナデ (斜 )・ 磨キ (横 )

3 堆積土 深  鉢 沈線文・ R撚糸文 磨キ (横 ,

堆積上 深  鉢 LR縄文・磨 キ 磨キ (横・縦 )

5 堆積土 深 鉢 LR縄文 磨キ (横・縦 )

∝報ぬ1蜘
∵恥羽

第597図 251号上娠出土石器

げ
5550m

0             5            10cm

配 種   別 層  位 長 X幅 × 厚 (mm) 重量 (g) 石  材 使 用 痕 備 考

1 石 鏃B 1・ 2層 (2185)× 1715× 735 1 75 チャー ト

252号 土損 (L-3b)上層註記表

層位 層No 土 色 土   性 備 考

1

! 褐   10YR4/4

2 褐   10YR4/4 黄色のローム粒をわずかに含む

3 褐   10YR4/4 粘土質ンル ト

2
4 暗 褐 10YR3/3

'レ
ト 黄色のロームの粒 とまじり合 う

5 暗 褐 10YR3/3 わずかに黄色土粒子 を含む

3

6 黒 褐 10YR3/2 粘土質シル ト わずかに黄色土粒子 を含む

黄 褐 10YR5/6 褐色土 とまじり合 う

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規   模 壁  高 備 考

L-18 第 4層上面 楕円形基調 165× (160)
2、 16濤 、 ビッ ト41回 に47」 られる。lS回 円4Ftlは 一段憾
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磨キ (横 )

第599図 252号土填出土土器

0            5            10Cm

第600図 252号土娠出上石器

第601図  254号土墳

B 己

No 種   別 層  位 長 × 幅 × 厚 (血 ) 重量 (g) 石  材 使 用 痕 備 考

際石器 堆積土 114× 82× 51 凹―両面

士
と-lm十

18-2耐

5560m

照 ¢ 254号土壊 (K・ 17a)土層註記表
件T可~「下4~「す十~…幸m

常
A

層位 層No 土 色 土   性 備 考

1 1 暗 褐 7 5YR3/4 炭化粒微量、スコリア微量に含む

2

2 贈 褐 10YR3/3 炭化粒微量、円礫微量、スコリア微量に含む

3 暗 褐 7 5YR3/3 ル ト スコリア微量に含む

4 里
〔

褐 10YR2/3 ングレト 入コリア微量、炭化粒少量含む

3
5 掲   7 5YR5/6 炭化物微量 に含む

6 褐   7 5YR4/4 シル ト ローム少量含む

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

L-17 窮 4層上面 橋円形基調 (120,X■ 0 西側の調査区外へ延びる。
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No 地 区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

K-17 第 4層上面 楕円形 80× (48) 27 256上 壌 を切 る。

K-17 第 4層上面 惰円形基調 58× (35) 255土 壊に切 られる。

第603図

258.260.261号 土娠

A＼,

5540n

農 5540m

258母

皇

258号上壊 (L-9a)土層註記表

層 位 層No 土 色 土  性 備 考

1

褐   10YR4/封 黄色ローム粒 をブロック状 に多 く含む

2 暗 褐 10YR3/4 ル ト 炭化物 を含む

2
3 暗 褐 10YR3/3 シル ト 黄色ローム粒 を若干含む

4 褐   10YR4/4 黄色 ローム粒が まじり合 う

3 5 黄 褐 10YR5/8 粘土質シル ト 黄色ローム多量に含む

260号上IIB(と -19d)土層註記表

層No 土 色 土   性 備 考

1 褐   10YR4/4

2 黒 掲 10YR2/2 炭化物多量に含む

3 褐   10YR4/4 ローム粒多量に含む

26号土壊 (L-19e)上 層註記表

層 位 層No 土 色 土  性 傭 考

1

1 偶   10YR4/4

2 暗 褐 10YR3/4 シル ト 黄色ロームをブロック状 に含む

2 3 黄 褐 10YR5/8 粘土質シル ト

No 地 区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

L-19 第 4層上面 不整橋円形 145× 95

L・ 19 第 4層上面 不整円形基調 H5× (80)

L・ M-19 第 4層上面 不整楕円形基調 (120)× (110)
Zうも、Z6υ 土頻・ ビット3+日 に切 られる。底画甲央に
33× an× ,Rの ドット右_

ｔ

３

・″
Ｏ

‐

No 層   位 器   形 外 面 内 面 分  類 備 考

堆積土 深  鉢 沈線文・ L撚糸文・穿穴 ナデ・ 磨キ (横・ 斜 | X

2 堆積土 深  鉢 沈線文 磨 キ (横 ) X

3 堆積土 深  鉢 隆線文・ 洗線文 磨キ (横 ) X

4 堆積土 深  鉢 隆線文・ 沈線文 磨キ (横 ) X()rXI

第604図 258号上壊出土土器
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第606図 26号土損出上土器・土製円盤
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第605図 260号 上損出土土器
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Ocn

2m
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７

Ｉ ∞ D

随 層   位 器   形 外 面 内 面 ,) 類 備 考

I 堆積土 深  鉢 陸線文・ 沈線文・ RL縄文 磨キ (横 ) ヽ

No 層   位 器   形 外 面 内 面 分  類 倍 考

1 2 層 深  鉢 沈線文・ LR縄文 磨キ (横 ) ヽ

2 堆積■ 土製円盤

259号 土帳 (L-19b)土層註記表

層位 層No 土 色 上   性 借 考

I 1 暗 掲 10YR3/4 貢色 ローン、土粒、礫を若干含む

2

2 暗 褐 10YR3/3 炭化物 を若千含む

3 暗 褐 10YR3/3 粘上質シル ト 黄色ローム粒 を斑点】大に含む

К) 1米 絲:  忍  hi 1′ 山i fタ Hせ    lⅢ |ヽ 11 を

【́-19 第 1い Fi苗 F li`| 1?5〉 (11)I〕

No 層   位 器   形 外 面 内 面 分  類 備 考

1 堆積土 深  鉢 沈線文・ L撚糸文 ナデ・磨キ (横・ 斜 X

2 堆積上 深  鉢 隆線文・ RL縄文 磨 キ (横 )

3 堆積土 深  鉢 隆線文・ 沈線文・ RL縄文 磨キ (横 )

堆積土 深  鉢 隆線文・沈線文 。L撚糸文 磨 キ (横・ 斜 )

5 堆積土 深  鉢 L撚 糸文 ナデ・ 磨キ (横 )

6 lt積土 土製円盤

第608図 259号土壊出土土器・土製円盤
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Ne 種   別 層  位 長 × 幅 × 厚 (mm) 重量 (g) 石  材 使 用 痕 備  考

l 礫石器 堆積土 144× 73× 60 971 5 凹―両面、敲―片側面、磨 ―全面

第609図 259号 土損出上石器

涅 5550m

痛 l     m

No 地   区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

し-19 第 4層上面 不整円形基調 (95)× 90 と] 16濤 に切 られる。北 talに 32× 35X10の ビッ ト有。

崖 5540n

層 位 層No 土 色 土   性 備 者

1

1 暗 褐 10YR3/4 ンル ト 炭化物含む

2 褐   10YR4/4 炭、焼土粒含 む

2
3 暗 褐 10YR3/4 粘土質 ンル ト 炭、焼上、 ローム粒含む

暗 褐 10YR3/哲 粘土質 シル ト

２６

Ｍ

第611図

第612図  265.267号土壌

No 地    区 確  認  面 平 画 形 規  模 壁  高 騰 考

L-19 第 4層上面 不整楕円形 80× 63 南束部分ピットに切られる。

(L-20e)

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

L-19 第 4層上面 不整円形 115× 100 267土 壌を切 る。底面西側に60× 35× 35の ピッ ト有。

L-19。 20 第 4層上面 円形基調 265上 壌・ 4個のビッ トに切 られる。
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No 層   位 器   形 外 面 内 面 分  類 備 考

1
lt積土 深  鉢 隆線文 ナ デ・磨キ (横 )

2 lE積土 土製円盤

3 堆積土 上製円盤

鵜
・

M(

No 層   位 器   形 外 面 内 面 分  類 備 考

1 唯積上 深  鉢 沈線文 磨キ (横 ) XI

2 堆積土 深  鉢 隆線文・沈線文・ RL縄文 磨 キ (横 ) BI

3 堆積土 深  鉢 沈線文・ LR縄文 暦キ (横 ) 1】 Iヽ

堆積土 深  然 刺突文 磨 キ (横 ) Bヽ

5 唯積土 深  鉢 隆線文・沈線文・ LR縄文 磨キ (横・縦 )

6 堆積土 深  鉢 隆線文・刻 目文 磨キ (横・縦 )

唯積士 深  鉢 沈線文 磨 キ (横 ) Xl

第614図  267号土娘出土上器
ジ

第616図 266号 土壊

⌒

第615図  267号土損出土石器
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No 種 層  位 長 X tt X厚 (mm) 重量 (g) 石  材 使 用 痕 備 考

1 石 匙 堆積土 2290X1730× 550 2 10 頁  岩 加工後焼 けている

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

L-19 第 4層上面 不整長方形 82× 50 底面中央部に25× 25× 34の ビット有。
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5530m

0       1       2m

配 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

L-19・ 20 第 4層上面 不整円形 ピットに切 られ、268土 壌 を切 る。

K・ L-19・ 20 第 4層上面 不整形
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No 層   位 器  形 外 面 内     面 分  類 備 考

1 堆積土 深  鉢 隆線文 。不明縄文 磨 キ (横・斜 )

2 堆積土 深 鉢 沈線文 。沈線文・ LR縄文 磨 キ (横 )

3 堆積土 深  鉢 沈線文 。R撚糸文 磨キ (横 )

堆積土 深  鉢 隆線文・刺突文 磨キ (横 ) X

5 堆積土 深  鉢 隆線文・刺突文 磨キ (横 ) X

6 堆積土 深 鉢 沈線文・ 束」突文 ナデ (横 )

7 堆積土 深  鉢 沈線文 磨キ (横 )

8 堆積土 深  鉢 沈線文・ R縄文 暦 キ (斜 ) X13a

9 堆積土 深 鉢 隆線文・ 沈線文・ RL縄文 ナデ (斜 )・ 磨キ (横 )

堆積土 深 鉢 隆線文・ LR縄文 磨 キ (横 )

第618図  268号土嫉出土土器(1)
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No 層   位 器  形 外 面 内     面 分   類 備 考

1 堆積土 深  鉢 隆線文 磨 キ (横 , BI

2 堆積土 深  鉢 隆線文・ LR縄文 磨 キ (横・縦 ) BI

3 堆積土 土製円盤

4 堆積土 土製円盤

堆積土 土製円盤

▽ 第619図  268号土娠出土土器 (2)。 土製円盤

第620図 268号土境出土石器

No 種   別 層  位 長 X tt X厚 (mm) 重量 (g) 石  材 使 用 痕 備    考

1 石  錐 堆積土 3860× 1655× 940

2 礫石器 堆積土 H4× 91X59 785 5

269.273.274号土壊

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規   模 盤  高 備 考

L-20・ 21 第 4層上面 不整楕円形基調 (157)× 137 15住居跡、273土 墳 を切 っている。

JoM-20 第 4層 上面 不整方形 197× 150

L-20 第 4層上面 不整橋円形 145× 85 筆1急為辱準争鵡筆耳緋 、勤識採離を彗牽群らだ!
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No 層   位 器   形 外 面 内 面 分  類 備 考

ユ 堆積上 深  鉢 磨 キ (横・縦 )

2 堆積土 深  鉢 隆線文 磨 キ (横 )

3 堆積上 深  鉢 隆線文・沈線文・ RL縄文 隆線文・磨 キ (横 ) X

r 堆積土 深  鉢 沈線文・ LR縄文 磨 キ (横 ) X

5 堆積土 深  鉢 隆線文・ RL縄文 磨キ (横 )

6 堆積土 深  鉢 沈線文 磨キ (横 ) X

7 堆積土 深  鉢 隆線文・沈線文・ LR縄文 磨 キ (横 ) X

8 堆積土 深  然 陸線文・ 沈線文・ RL縄文 磨キ (横 ) X

9 堆積土 深  鉢 隆線文・沈線文 磨キ (横 ) X

第622図 269・ 273・ 274号 上娯出土上器 (1)
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第623図 269。 273・ 274号 土填出上土器 (2)・ 上製円盤

Ne 層   位 器   形 外 面 内     面 底  部 分   類 備    考

I 唯積上 深  鉢 隆線文・ 沈線文 ナデ (斜 )

2 堆積土 深  鉢 隆線文・ R撚糸文 磨 キ (横 ) X Orxl

3 堆積土 深  鉢 沈線文 磨キ (横 )

堆積土 深  鉢 隆線文・ RL縄文 磨キ (横 )

5 堆積土 深  鉢 隆線文 ナデ 。磨キ (横 )

6 堆積土 深  鉢 R撚糸文 磨キ け黄)

7 堆積土 深  鉢 L撚糸文・磨キ 磨キ (横 ) 磨 キ

8 堆積土 土製円盤

9 堆積土 土製円盤

10 堆積土 土製円盤

11 堆積土 土製円盤

⌒

聴 種   別 層  位 長 × 幅 × 厚 (mm) 重量 (g) 石  材 使 用 痕 備     考

1 石鏃 A 堆 積 土 (3510)× (1300)× 450 1 50 頁  岩

2 堆 積 土 5805× 2735× 975 10 40 買  岩

3 石  核 堪 積 土 4650× 3950× 2775 42 15 玉  髄

第624図 269。 273・ 274号土墳出土石器
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No 地 区 確  認  面 平 面 形 規  模  璧 高 備 考

K・ L-20 第 4層上面 不整橋円形基調 (190)X(1附 ) 28 271、 281土 鋲に切 られる。

K・ L-20 第 4層上面 不整楕円形 127X(120) 25
害 埒 (砦真

お 1土 辰 を 切 る。底 向 雨 に 25× 23× H¢

272 K・ L-20・ 21 第 4層上面 不整長楕円形 425× 165   25 勲
ヱ

タ

イ

f/Vら rtる 。 底 回 に 51回 の ビ ッ ト有。 山 凹 し

K-20 第 4層上面 不整形 157X133   35 乾舌獅拓躍争孜3ふ命軍孫×鼎段幹ふ拳見ヽ 客Pて
K-20 第 4層上面 不整円形 118× 110  15 271土 IAに切られ、270、 280土 境を切る。

No 層  位 器  形 外 面 内 面 底  部 分  類 備 考

1 堆積土 深 鉢 隆線文・刺突文 磨キ (横・斜 )

2 堆積土 深 鉢 隆線文・沈線文 磨キ (横・縦)

3 堆積土 深 鉢 隆線文・不明縄文 磨キ (横 )

4 堆積土 深 鉢 隆線文 磨キ (横 )

5 堆積土 深 鉢 隆線文・ L撚糸文 ナデ・ 磨キ (横 )

堆積土 深  鉢 R縄文 磨キ (横 )

7 堆積土 深  鉢 沈線文 磨キ (横 )

8 堆積土 ミーユチユア ナ  デ ナ  デ ナ  デ

9 堆積土 土製円盤

第626図 270号土壊出土土器・土製円盤
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種   別 層  位 長 × 幅 X厚 (mm) 重量 (g) 石 材 使 用 痕 備    考

ユ 石  錐 堆積土 3230× 2305× 540

2 石  錐 堆積土 (3345)× 1730× 925 3 35 買 岩

3 スクレイパー 堆積土 (2765)X(3410)X1090 7 65 買 岩

第627図  270号土壊出土石器
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第628図 271号土損出上上器
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No 層   位 器   形 外 面 内    面 底   部 分   類 備    考

1 堆積土 深  鉢 隆線文・沈線文・ RL縄文 ナデ (縦 )

2 lH積土 深  鉢 隆線文 磨キ (横 )

3 堆積土 深 鉢 隆線文・沈繰文

It積土 深  鉢 隆線文・ 沈線文・ R撚糸文 磨キ (横 )

5 堆積土 深  鉢 沈線文・ LR縄 文 ナデ (斜 )。 磨キ(横 )

6 堆積土 浜  鉢 沈線文 磨キ (横 )

7 堆積土 深  鉢 沈線文 ナデ (横 )

8 lt積土 深  鉢 沈線文 ナデ (横 )

9 lE積土 ミニュチュア RL縄文・磨キ 磨キ (横 暦  キ

No 層   位 器   形 外 面 内    面 底   部 分   類 備    考

1 唯積土 深  然 隆線文・沈線文・ LR縄文 磨キ (横・ 斜 ) X

2 IL積土 深  鉢 隆線文・ LR縄文 磨キ (模 ) X

3 堆積土 深  鉢 隆線文・沈線文・ LR縄文 磨キ (縦 ) X

堆積土 深  鉢 隆線文・沈線文・ R撚糸文 ナデ・磨キ (横 )

5 堆積土 深  鉢 隆線支・不明縄文 磨キ (横 )

6 堆積土 深  鉢 沈線文 磨キ (斜 )

堆積土 深  鉢 沈線文 ナデ・ 磨キ (横 )

No 層   位 器   形 外 面 肉    面 底   部 分  類 備     考

8 堆積土 深  鉢 沈線文 ナデ (斜 )。 磨キ(横 )

9 堆積土 深  鉢 隆線文・ L縄文 ナデ 。磨キ (凌 ) BI

堆積土 深  鉢 隆線文 磨キ (横 ) BI

堆積土 深  鉢 沈線文 磨キ (横 ) B VI

堆積土 深  鉢 沈線文 ナデ (横 )

堆積土 深  鉢 隆線文 隆線文・磨キ (横 )

堆積土 土製円盤

堆積土 土製円盤

第629図  272号 土壊出土土器・土製円盤
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No 種    別 層  位 長 × 幅 X厚 (mm) 重量 (g) 石  材 使 用 痕 備 考

1 堆積土 4235× 4210X1705 24 70 買  岩

ビエス・ェスキーュ 堆積土 2620X2430× 510 買 岩

3 ポイント 堆積土 (3200)× (1705)× (665)

4 礫石器 堆積土 89× 80× 57 553 0 敲―片側面

第630図 272号土振出土石器

No 層  位 器   形 外 面 内 面 底   部 分  類 備 考

1 堆積土 深  鉢 櫛歯文 ナデ・磨 キ (横 )

2 堆積上 深  鉢 隆線文・ 沈線文・ L撚 糸 ナデ (斜 )

3 堆積土 土製円盤

第631図 280号 土損出土上器・土製円盤
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275号 上娠 (K-9c)上層註記表

層位 層No 上 色 」i  t 備 考

, 暗 褐 7 5YR3/4 スコリア、炭化物、小際含む

2 褐   7 5YR4/4 スコリア 1層 より多 く含む。小礫含む

2

3 黒 褐 7 5YR2/3 粘土質 シル ト ムコリア、炭化物、小礫含む

4 褐   10YR4/4 シル ト スコリア含む

3

5 暗 褐 10YR3/4 粘土質ンル ト ローム粒多量に含む

6 褐   7 5YR4/3 スコリア、炭化物、小礫含む

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規   模 壁  高 備 考

K-19 第 4層上面 不整 I膏 円形 界卿ぞ覇言戸1;角弓氏携|ナギ澪;イ斧暴怯哲
耳組力わる。

月
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No 層   位 器   形 外 面 内     面 分   類 備 考

1 堆積土 深  鉢 隆線文・ LR縄文 ナデ (縦 )・ 磨キ (横 ) X

2 堆積土 深  鉢 隆線文・ LR縄支 磨キ (斜 )

3 堆積圭 深  鉢 沈線文 。LR縄文 磨キ (横 ) X

4 堆積土 深  鉢 隆線文・刺突文 磨キ (横 )

5 堆積土 深  鉢 隆線文・ 不明縄文 ナデ・磨キ (横 ) BI

6 1層 深  鉢 隆線文 隆線文・マメツ BI

7 1層 深  鉢 隆線文・ 不明縄文 磨キ (横 )

堆積上 深  鉢 隆線文・刺突文・不明縄文 磨キ (横 )

9 1層 深  鉢 隆線文・刺突文 磨キ (横 )

堆積土 深  鉢 隆線文・ 刺突文 磨キ (横 )

ll 1層 深  鉢 沈線文・ RL縄文 ナデ・磨キ (横 )

1 層 深  鉢 磨  キ 磨キ (横・ 斜 )

第633図 275号土損出土上器
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第634図 275号 土帳出土土製品

第635図 275号土坂出土石器
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276号 上娠 (K― 19d)上層誰記表

277号土壊 (K-19b)上層註記表

No 層 位 種 No 層 位 種

| lt積 土 土製円盤 2 1層 不明土製品

No 種 層  位 長 × 幅 × 厚 (mm) 重量 (g) 石  材 使 用 痕 備 考

1 堆積土 5535× 2225X1455 12 55

2 礫石器 堆積土 52× 37× 23 45 0 敲―一端

層位 層No 上 色 土  性 備 考

1

1 暗 褐 7 5YR3/3 ル ト スコリア、炭化物 を若千含む

2 暗 褐 10YR3/4 スコリア、焼土粒若千含む

3 暗 褐 10YR3/3 スコリア 2層 より多く含む。焼土粒、炭化物着干含む

2
暗 褐 7 5YR3/3 スコリア、院土粒少量含 む

5 掲 7 5YR4/4 シルト スコリア着千含む

3
6 暗 褐  5 YR3/2 粘土質シル ト 多量の焼上、砂粒 を含む

7 暗 褐 10YR3/3 粘土質ンル ト 炭化物、焼土多量に含む

層 位 層No 土 色 土   性 備 考

1

1 褐   10YR4/6 ンルト スコリア、微量の炭化物含む

2 褐   10YR4/4 ン,レ ト 少量のスコリア含む

2

3 黄 褐 10YR5/6 ル ト ローム粒含む

4 明 褐 7 5YR5/6 ンルト ローム粒含む

3 5 明黄褐 10YR6/6 粘土質シル ト ロームプロック含む
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276号上壊掘 り方埋上言主記表

層位 層No 土 色 上   性 備 考

掘り方 1

1 橙  色 5 YR6/8 粘 」:

2 明赤褐色  5 YR5/8 粘  土 2次床面

3 明赤褐色  5 YR5/8 粘  士 1次床面

暗赤褐色  5 YR3/6 炭化物、焼土粒含む

据り方 2 5 暗 掲 色 10YR3/4 ル ト 炭化ll、 焼土粒多量に含も

掘り方 3

6 黄 褐 色 10YR5/6 粘  土 褐色土含む

7 暗 禍 色 10YR3/3 炭化物、焼上、黄色土粒含む

8 明黄褐色 10YR6/6 佑 土 褐色土含む

No 地 区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 者

K-19 第 4層上面 不整楕円形 158× 134

277、 278土 壌 を切 る。土端底面に粘土 を貼 り付け、床
面を形成 している。床面 は 2枚あ り、壁面 とともに焼
けしまっている。

277 K-19 第 4層上面 長楕円形基調 (163)× 110
275、 276土 頚 に t/」 られ て い る。 は 回 は本 きな山 凹 が 多

K-19 第 4層上面 不整長方形基調 t15X80 10

∞皮ⅧⅧ

0            5            10Cm

NO 層   位 器   形 面 内 面 底   部 分   類 備 考

1 第 2次床 深  鉢 隆線文・沈線文 ナデ・磨キ (横 ) X

2 第 1次床 深  鉢 隆線文・ LR縄文 ナデ・磨キ (横 )

3 掘 り方埋土 深  鉢 隆線文・ LR縄文 磨 キ (横 )

堆積土 深  鉢 隆線文・刺突文 磨キ (横 )

5 堆積土 深  鉢 沈線文 磨 キ (横 )

6 堆積土 深  鉢 隆線文 磨 キ (横 )

7 堆積土 深  鉢 沈線文

第638図  276号土壌出土土器(1)
4ユ 0



276号 土損出土土器 (2)・ 土製円盤
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No 層   位 器   形 外 面 内    面 分   類 備 考

ユ 2次床 深  鉢 LR縄文・磨 キ 暦キ (横・縦 )・ ケズ リ

2 堆積土 土製円盤

3 堆積土 上製円盤

No 種   別 層  位 長 X幅 × 厚 (mm) 重量 (g) 石  材 使 用 痕 備 考

1 スクレイパー 堆積土 (4785)× (1800)× (1090) 買  岩

2 礫石器 堆積土 86× 75X49 凹―両面

礫石器 1層 74× 34× 26 敲 一両端

第640図  276号 上壊出土石器
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第642図 277号 土帳出土石器

No 層   位 器   形 外 面 内    面 分  類 備 考

1 堆積土 深  鉢 隆線文 。R撚糸 磨 キ (横 ) K6or7

2 1層 土製円盤

◇

◇

No 種   別 層  位 長 × 幅 × 厚 (mm) 重量 (g) 石  材 使 用 痕 傭     考

1 石  匙 l層 4540× 1070× 675

2 石  錐 1層 3725× 1585× 1165 頁  岩

3 スクレイパー 1層 4110X3620× 880 頁  岩

No 層   位 器   形 外 面 内     面 分  類 備 考

ユ 堆積上 深  鉢 隆線文・沈線文 磨 キ (横 ) XI

第643図 278号 土壊出土上器

第644図  279号土帳
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279号土頼 (K-19a)上 層註記表

層位 層No 土 色 土  性 備 考

1 1 極暗褐 7 5YR2/3 ンル ト スコリア少量含む

2

2 褐   7 5YR4/6 ローム粒含む

3 褐   7 5YR4/4 粘土質ンル ト ローム粒含む

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

J・ K-19 第 4層上面 長楕円形
,L四部 ビツ トに17Jら れ る。 胚 国 内損J、 甲共 部 に」わX3∪

×15 55× 45XlRの ビ ット 聞 み有 ^
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第645図 279号 土損出土土器
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No 層   位 器   形 外 面 内 面 分   類 備 考

堆積土 深  鉢 沈線文・ 刺突文 暦キ (横 )

2 堆積土 深  鉢 隆線文 。刺突文 磨キ (横 )

3 堆積土 深  鉢 沈線文 ナデ・磨キ (横 ) BI

/.

(‐ 9
洋ヽ絲

)'

r l

重量 (g)

112× 96× 53

層位 層No 土 色 土  性 備 考

1

1 黒 褐 10YR2/3 シル ト スコリア、炭化物少量含む

2 褐   10YR4/4 粘土質シル ト ローム粒多量 に含 む

3 褐   10YR4/6 スコリア、炭化物、焼土粒含む

2 黄 褐 10YR5/6 粘土質シル ト スコリア、炭化物、焼土粒含む

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

K-20 第 4層上面 円  形 92× 90

No 種   別 層  位 長 × 幅 × 厚 (mm) 重量 (g) 石 材 使 用 痕 傭 考

ユ 石  皿 1層 (59)X(56)× (8) 磨 ―片面

第648図 282号上坂出土石器
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No 層   位 器   形 外 面 内     面 底   部 分  類 備     考
1 唯積土 深  鉢 隆線文・沈線文・ RL縄文 磨 キ (横 )

2 1層 深  鉢 隆線文・貼付文 ナデ・ 磨キ (横 ) K
3 1層 深  鉢 隆線文・刺突文 磨キ (横 ) X

堆積土 深 鉢 LR縄文

282 土

第650図  283号土娠
K―ト
18-2m

性 下 下 可 司 げ 工 す す 巧 __ギ
m

283号 土壊 (」 -7a)上 層誰記表

層位 層No 土 色 土   性 備 考

1 暗 掲 10YR3/4 シル ト 風化礫微量、炭化物少量、ローム粒少量、風化礫f7k量 に含む

2 黒 褐 10YR2/2 炭化粒多量に含む

2 3 明赤褐 2 5YR5/8 粘  土 ローム粒含む

3

褐   10YR4/4 ル ト 風化礫多量、炭化物少量含む

5 晴 褐 10YR3/3 ル
| まんべんな く炭化物多量に含む

6 にぶい黄褐 10YR4/3 炭化物少量、風化礫粒少量含む

第 4層上面 底面西部に70× 62X28の 凹み有。

No 層   位 器   形 外 面 内    面 分   類 備 考

, 堆積土 深  鉢 刺突文 磨 キ (横 )

2 堆積土 深  鉢 隆線文 磨キ (斜 )

3 堆積土 土製円盤

4 堆積土 土製円盤

第651図 283号土壊出上土器・土製円盤
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第652図 283号 土娘出土石器

和中
覧「

5590m

2mユ

No 種    別 層  位 長 × 幅 × 厚 (mm) 重量 (g) 石  材 使 用 猿 購 考

スクレイパー 堆積土 (3990)× (2085)X(680) 4 75 買  岩

2 礫石器 堆積土 105× 85× 28 300 5 凹―両面

3 礫石器 堆積土 112× 86× 55 598 0 凹一両面

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

L-17 第 4層上面 長楕円形基調 (105)× 63 西側の調査区外へ延びる。

辞Γ鷲⑨:
285号土堰 中-7c)上層註記表

崖 5600n

層位 層No 土 色 土   牲 備 考

1 1 褐    10YR4/6 シル ト コーム粒、炭化物含む

2

2 黄 褐 10YR5/6 砂質 シル ト ローム粒、炭化物、焼上粒含む

3 褐    10YR4/4 粘土質 シル ト ローム粒、焼土粒含む

4 にぶい黄褐 10YR4/3 粘土質ンル ト 若子の焼土粒含む

3
5 にぶい黄褐 10YR5/4 ンル ト ローム粒、炭化物含む

6 にぶい黄褐 7 5YR5/4 ル ト ローム粒、炭化物含む

7 褐    7 5YR4/6 結土質シル ト ローム粒、炭化物、焼土粒含む

8 黄 褐  10YR5/8 ンル ト質粘土 ローム粒多 く含む

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

L-17 第 4層 上面 楕円形 89× 64 底面南側が一段高 くなっている。



第655図 286.287.288.292号 土嬢
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286号 上填 (I-7b)上層註記表

第657図  290.291号土壊

B 54 4(),,

ユ 5550m名

rn

層位 層No 土 色 土  ′
隆 備 考

1

I 褐   7 5YR4/6 ローム粒、炭化物含む

2 掘   7 5YR4/4 砂質 シル ト ローム粒、炭化物、焼土粒含む

2 3 褐   10YR4/6 ル ト ローム粒含む

3
4 掲   10YR4/4 シル ト ローム粒、炭化物含む

5 黄 褐 10YR5/6 粘土質 シル ト ローム粒、炭化物含む

287号上坂 (1-17a)上 層註記表

層No 土 色 土   性 備 考

〕 褐   7 5YR4/4 スコリア、炭化物含む

2 暗 褐 7 5YR3/4 砂質 シル ト 炭化物、砂粒少量含む

3 褐   10YR4/6 砂質 シル ト ローム粒含む

NO 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

I-17 第 4層上面 不整円形基調 57× (50) 287土 壊に切 られ、288土壌を切 る。

I-17 第 4層上面 不整円形 286、 288土塔 を切 る。

I-17 第 4層上面 不整楕円形基調 (105)× 95
省 扶 ご |ヽ＼ 審

Z主頻 に 切 ら れ る 。 底 画 甲 果 に 38× 30×

I-17 第 4層上面 楕円形 102× 60 288土 躾を切る。底面西側が一段高 くなっている。

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

I-18 第 5層 (16濤壁面 ) 不整方形基調 90× (70) 上部、西半部を16濤 に切 られる。

291号土壊 (|-18a)土 層註記表

層位 層Ne 土 色 土   性 備 考

I I 褐   7 5YR4/4 焼土、炭化物含 む

2

2 褐   loYR4/4 粘土質 ンル ト

3 暗 褐 7 5YR3/4 粘上質シル ト 炭化物 を含む

3
4 褐   10YR4/6 粘  土

5 褐   loYR4/6 粘  土

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

I-18 第 5層 (16溝底面 ) 不整橋円形 100× 85 41 16濤 に切 られ、291土 墳 を切 る。

I-18 第 4層上面 円形基調 136× 134
,Xゝわ 役 1古私掃キ ↑穐 :る

。 心「
I甲 米 司うに Zも XZ3Xlう 、
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No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

H・ I-17 第 4層上面 不整円形 77× 68 20濤 に切 られる。

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

H-18 第 4層上面 円形基調 83X(70) 16濤 に切 られる

295号土嫉第660図
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農 5550m
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295号土壊 (」 -19d)上層註記表

第661図       4
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層位 層NQ 土 色 土   性 備 考

l

1 褐   7 5YR4/6 スコリア、炭化物微量に含む

2 褐   10YR4/6 シル ト スコリア含む

2 黄 褐 10YR5/6 粘土質 シル ト スコリア含む

NQ 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁 高 脩 者

295 J-19 第 4層上面 不整円形 110× 110

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

J-19 第 4層上面 長楕円形 [73× 84 279土 装を切る。底面中央に68× 53× 22の 凹み有。

J-19 第 4層上面 不整円形 (155)× 145 積贅浮
・
ミ蛍;殷

ウ
邊送官号需烏昌撃

°

J-19 第 4層上面 不整楕円形基調 (175)X150 13 297、 299土 壌に切られる。底面に 5個 のビッ ト有。

J-19 第 4層上面 不整隅丸長方形 150× 72
ビッ トにV」 られ、Z98上妖 を7Jる 。暦四甲米 にOυ Xうυ



297号 上娠 (」 ―19b)土層註記表

層 位 層No 上 色 土  性 備 考

1

1 暗 褐 10YR3/4 粘上質 シル ト スコリア少量含む

2 暗 褐 10YR3/3 粘土質 ンル ト スコリア、炭化物含む

2 3 掲   loYR4/6 粘上質 シル ト ローム粒含む

298号土損 (」 -19a)上層註記表

層位 層No 土 色 土   性 備 考

! ユ 栂    10YR4/6 スコリア少量含む

2
2 暗 褐 10YR3/4 粘土質 ンル ト ローム粒 を多 く含む

3 暗 褐 7 5YR3/4 粘土質 シル ト スコリア若干含む

299号 土壊 (」 -19a')上層誰記表

層No 土 色 上   性 備 考

1 暗 褐 10YR3/4 ンル ト スコリア少量含む

2 褐   10YR4/6 粘上質シル ト

∝m

∩

日

Ｕ

No 層     位

】 堆積土

第662図 296号土娠出土土製円盤

第663図 296号 土填出土石器

伽

No 種   別 層  位 長 X幅 × 厚 (ma) 重量 (g) 石  務 使 用 痕 備     考

1 二次加工ある劉片 堆積土 (2490)X3615× 910 6 40 買  岩

No 層  位 器  形 外 面 閥     面 底  部 分   類 備     考

1 堆積土 深  鉢 隠又 °況 線 又 ・ LItL縄又 ・
磨キ (横 ) ナ  デ

愈申Al
配 種   別 層  位 長 X幅 × 厚 (mm) 重量 (g) 石  材 使 用 痕 備    考

! 石鏃A 堆積土 (2130)X(1250)X355

第665図  297号土墳出土石器 (1)



300号土城

酌 種   別 層  位 長 × 幅 × 厚 (mm) 重量 (g) 石  材 庚 用 痕 備 考

1 礫石器 堆横土 84× 69× 65 敲―片面 、磨 一片面

第666図  297号土城出土石器 (2)

0            5           10cm

… …

下 相

No 種   別 層  位 長 × 幅 × 厚 (m魔 ) 重量 (g) 石  材 使 用 痕 備 考

1 スクレイパー 唯積土 (4915)X(2835)× 705 7 25 頁 岩

2 礫石器 堆積土 71× 62× 58 敲―一端

ゴ咽
　
／

細
∵

第667図 298号土壊出土石器

て
5550m

300号土坂 (」
-20a) 上層註記表

氏AJ+lmす
層位 層No 土 色 土  性 考

1

1 暗褐色 10YR3/4 炭化物、スコ リア含む

2 暗褐色 10YR3/3 シル ト 炭化物、スコリア層Nolよ り多く含む

2

3 褐 色 10YR4/4 牲土質シル ト 炭化物、スコリア層NQ2よ り多く含む

4 黄褐色 10YR5/6 ンル ト質粘土 ローム粒多量に含む

配 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

J-20 第 4層上面 不整円形 120X125 303土 壊を切る。底面北部に25X17× 10の ピット有。



No 層   位 終   形 外 面 内     面 底   部 分  類 備     考

1 堆積土 深  鉢 沈緑文・ LR縄文・ 磨キ

2 ∫冒No 2 深 鉢 撚糸文 L・ 磨キ 磨キ (縦・ 横 ) 網代痕

第669図  300号土壊出土土器(1)
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No 層   位 器   形 外 面 内 面 分  類 備 考

1 2層 深  鉢 磨 キ
磨 キ (横 )

2 堆積土 深  鉢 磨  キ 磨 キ (横 ) XI

3 堆積土 隆線文・ ミガキ 磨キ (積 ) X

4 2 層 深  鉢 隆線文・刺突文・ LR縄文 磨キ (横・縦 )

5 層No 2 土製円盤

第670図  300号土墳出土土器 (2)・ 土製円盤

No 種   別 層  位 民 X幅 × 厚 (mm) 重量 (g) 石  材 使 用 痕 備 考

1 スクレイパー 2 層 4010× 3700× 1160 12 70 買 岩

2 ピェス・ エスキーユ 2 層 3460× 3250× 1125 頁 岩

第671図  300号土壊出土石器(1)



0                           5 cm

D

0           5          10cm

陥 種   別 層  位 長 × 幅 × 厚 (mm) 重量 (g) 石 材 使 用 痕 備     考

1 石 核 堆積土 2680× 3870× 2130 鉄石英

2 礫石器 2 層 134× 58× 57 凹―片面

3 礫石器 2 層 219X100× 79 2600 5 凹―両面、敲―両端

第672図  300号土壊出土石器 (2)



No 種   別 層  位 長 X tt X厚 (硼 ) 重量 (g) 石  材 使 用 痕 備 考

1 礫石器 2 層 97× 83× 45 539 5

第674図  301号土壊
第673図  300号土嫉出土石器 (3)

蜘 m m

W
K十
21-lm

オーB 301号土壊 (」 -20b)

層位 層血 土 色 土  性 備 考

1 1 褐 10YR4/4 シル ト スコリア含む

2
2 褐 10YR4/6 粘土質 ンル ト ローム粒多量に含む

3 褐 10YR5/6 粘土質ンル ト ローム粒多量に含む

No 地   区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

J-20 第 4層上面 不整円形 110× 110

聰爾マ
0           5           10Cm

―

|―

騨L5550m

rD 55 50m

醜 層   位 器  形 外 面 肉 面 分  類 備 考

1 堆積土 深  鉢 隆線文・ ミガキ 隆線文 ミガキ (横 )

302.303号土嫉

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

」-20 第 4層上面 不整形 270X168 303止壊 をVJつ てい る。 四側 に40× 30× 1391ビ ッ ト有。
康面 J「 丙 Ig l麿 一勢 言 でを ぅイ ぃ る _

」-19 第 4層上面 楕円形基調 (45)X48
3υり、 30Z主顔 に V」 られ る。 胚 回 は ヨL4Flが

~段
lbく な つ

423



302号 上娘 (」 -20c)上層註記表

層位 層No 土 色 上   性 臓 考

1

暗 褐 10YR4/3 スコリア少量含む

2 暗 褐 7 5YR3/3 スコリア、炭化物少量含む

3 黄 褐 10YR5/8 粘土質 ンル ト ローム粒含む

2

4 暗 褐  10YR3/4 粘上質ンル ト ローム粒多 く含む

5 美 褐 10YR5/6 ンル ト質粘土

6 黄 褐 7 5YR5/8 粘  土

3
7 褐   10YR4/4 ンル ト質粘土 ローム粒含む

明黄褐 10YR6/8 粘  土

303号 土帳 (」 -20d)上層註記表

層位 層No 土 色 土   性 備 考

1 ユ 暗褐色 10YR3/3 スコリア少量含む

2

2 褐 色 10YR4/4 粘土質ンル ト ローム粒、砂粒含む

3 黄褐色 10YR5/6 粘上質シル ト ローム粒、砂粒含む

周
‐―
勧

団
６
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7

0            5           10cm

No 層   位 器   形 外 面 内    面 底   部 分   類 備     考

1 堆積土 深  鉢 隆線文・ 沈線文 磨キ (斜 )

2 堆積土 深  鉢 沈線文・ L縄文 磨キ (横 )

3 堆積土 深  鉢 隆線文・ LR縄文 ナデ・磨 キ (横 ) X

堆積土 深  鎌 隆線文・ 沈線文・ L縄文 磨 キ (横・縦 )

5 堆積上 深  鉢 隆線文 。刺突文・ LR縄文 ナデ・磨 キ (横 )

6 堆積土 磨  キ 磨キ (横 ) 磨  キ

7 堆積土 上製円盤

第677図 302号土壊出土土器・上製円盤

0            5           10Cm

No 層   位 器  形 外 面 肉     面 分  類 備 考

1 唯積土 深  鉢 沈線文・条線文 ナデ・ 磨キ (横 )

第678図 303号上壊出土上器



NIo 種    別 層  位 長 × 幅 × 厚 (mm) 重量 (g) 石  材 使 用 痕 備     考

ポイント 堆積土 4380× 2710× 860 7 45

第
:i:暮土墳慧斗掟12m

も
ぐ

第679図 303号 土損出土石器

名      IB 55 30m

No 地   区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

304 J-19 第 4層上面 不整形 88× 75 疑只詣害塾に30× 25× 13の ビット有。雨側に60× 43×

305.311号土嫉
鳥          ド≧う550m

∈け甲江
Ｐ

３

No 地   区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

I-18・ 19 第 4層上面 楕円形 311土 壊 を切 る。

L-18・ 19 第 4層上面 不整円形基調 305土 壊、 ピッ トに切 られる。

No 層  位 器  形 外      面 内    面 分   類 備       考

1 lL積土 深  鉢 隆線文・沈線文・ RL縄文 磨キ (横 ) X6or7

2 堆積土 深  鉢 隆線文・ 沈線支 磨キ (横 ) X

3 堆積土 深  鉢 隆線文・ 不明縄文 磨キ (横 ) X

堆積土 土製円盤

第682図 305号上壊出土土器・土製円盤
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No 種   別 層  位 長 × 幅 × 厚 (mm) 重量 (g) 石 材 使 用 痕 備    考

1 礫石器 堆積土 128× 77× 47 凹―両面、磨―片面

第685図 306号土壌リW罐
幹

第686図  307号土損

ム
@μ
j2m+

20

第683Eコ 305号土壊出上石器

,

ウ
2

輸

τ
5530m

第684図 3H号上壊出土土器

_5530m

No 層   位 器   形 外 面 内    面 底 部 分 類 備   考

1 塩債土 深 鉢 隆線文 。LR縄文 磨キ (横 )

2 堆積土 深  鉢 沈線文・ マメツ

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

I-19 第 4層上面 不整楕円形 93× 75 底面南側が一段高 くなっている

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 考備

I-19,20 第 4層上面 不整楕円形 77× 65



308号土境 W

第688図  310号土壌

ど当      鼻 5■ 40m

げ

m

NQ 地   区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁 高 備 考

I-19 第 4層上面 不整形 117× 69 11 底面東側に22× 20× 12の ピッ ト有。

No 地   区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

I-19 第 4層上面 不整形 185X55 底面南端 に28× 25X13の ビッ ト有。

P5530m

313号土壊 (」 -20d)上層註記表

層位 層No 土 色 土  性 備 考

1

1 褐   7 5YR4/6 シルト ローム粒若干含む

2 褐   10YR4/6 ンル ト スコリア、炭化物含む

2
3 褐   10YR4/4 シル ト ローム粒含む

暗 褐 10YR3/4 ンル ト ローム粒、炭化物含む

5 黄 褐 loYR5/6 シル ト ロームプロック含む

NQ 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

I・ J-20・ 21 第 4層上面 不整円形 113X108 313土 壊 に切 られ る。

I・ J-20 第 4層上面 不整円形 145X125
サ ;鼠腎鷲Д筈 窯デぜ饗

四 側 、 甲 災 封
'に

3Z X 37 X lZ、 45



第690図  314.315号土娠
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第691図 315号 土損出土土器

名         μ 5520n

316号 土壊 印-20e)土層註記表

げ
5550m

318号 土帳 (I-20a)土 層註記表

0            5            10cm

―

略 _「ヰ¬_下丁¬~千
m

34号土娠 (十 -20d)上層註記表

層No 土 色 土  性 備 考

1 暗 褐 10YR3/4 シル ト 黄色上粒子を若干含む

1-2m+

315号土娠 (I-20g)上層註記表

層No 土 色 土   性 備 考

ユ 暗 褐 10YR3/3 ンル ト 炭化物、黄褐色土粒子 を含む

2 褐   10YR4/4 ンルト 炭化物 を多 く含 む、黄色 ロームをプロツクに含む

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

I-20 第 4層上面 楕円形基調 (70)× 70 315土壌 に切 られる。

【-20 第 4層上面 円 形 110× 105 13
314主顔 を j/Jる 。ほ 回舅ヒ泉 、 同 にとイXツυ XlZ、 Zう XZ∪
×11の ドッ ト右 ^

No 層   位 器   形 外 面 内 面 分  類 臆 考

| 堆積土 深  鉢 沈線文・ R撚糸文 磨 キ (横 ) XorXI

第692図  316.317号土境

F

層No 土 色 上   性 備 考

] 賠 褐 10YR3/4 炭化物、焼上、黒色土粒子含む

2 褐   10YR4/4 ローム土 と混合

I十 二m十ぺB
21

317号土壊 0-20f)上層註記表

層血 土 色 土   性 備 考

暗 褐 10YR3/4 炭化物、焼土粒若干含む

2 偶   10YR4/4 ローム土 と混合

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

I-20・ 21 第 4層上面 不整円形基調 105× (90) 317土嬢 に切 られる。

I-20・ 21 第 4層上面 円 形 95× 90 316土壊 を切 る。

ダツ
第693図

318号土墳

層位 層No 土 色 土   性 備 考

1

I 黄 褐 10YR5/8 ンル ト質粘土 ローム粒含む

2 褐   10YR4/4 粘土質シル ト ローム粒含む

3 褐   10YR4/6 粘土質シル ト ローム粒含む

2 4 明黄褐 10YR6/8 ンル ト質粘土 ローム粒含む

3

5 暗 褐 10YR3/4 粘土質シル ト ローム粒、皮化物 を含む

6 暗 褐 10YR3/3 粘土質 シル ト 炭化物 を含む

NId 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

I-20 第 4層上面 円 形 95× 95

428



第694図

319号土娠 B土
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性T百~FT4~「下市~げ髯
m

第696図  320号土娠

嬰7性単剖m

第695図 319号 土坂出土上器

ガ         げ
5530m

I十
21-lm

層No 土     色 土  性 備 考

1 黄 褐 10YR5/6 粘  土 10YR4/4の褐色 ンル トが まじる

2 暗 褐 10YR3/4 炭化物、焼上 を多 く含む

3 黄 褐 10YR5/6 粘  土 ЮYR4/4の 褐色粘上質シル トが まじる

No 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

H-19 第 4層上面 不整円形 160× 135 南束隅に35× 30× 34の ビッ ト有。

No 層   位 器  形 外 面 内    面 分  類 備 考

I 堆積土 深  鉢 沈線文 ナデ・磨キ (横 )

320号 上帳 (H-20a)土層註記表

層位 層 配 上    色 土  性 備     考

1

1 褐   loYR4/4 ンル ト ローム粒若干含む

2 明 褐 7 5YR5/6 ンアレト ローム粒、若干の焼土粒含む

2
3 褐   7 5YR4/4 粘土質シル ト 炭化物若干含む

4 黄 褐 10YR5/8 粘土質ンル ト ロームプロック含む

No 地   区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

第 4層上面 不整形 北端、南西部に43× 35X15、 40× 33× 9の ピッ ト有。

杵 T¬ ~下
可

Jと
下 ¬

~下
下 当 卜

m

No 層   位 需  形 外 両 内     面 分  類 備 考

1 堆積土 深  鉢 隆線文・沈線文・ LR縄文 ナデ (斜 )・ 磨キ (横 )

第697図 320号土娠出上土器

下 幕 裏 房 琴 導 影 fttm 性 す す 辞 可 T下

321号土壊 (H-20b)

層陥 土    色 土   性 備     考

1 褐   7 5YR4/4 ン,レ ト 炭化物、焼土粒、小礫含む

2 責 褐 10YR5/8 粘土質シル ト 小礫、砂粒少量含む

配 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

H-20 第 4層上面 僑円形 175Xl10 15 熙騒書
ツに Zう XZけ Xう の ビツ ト侑 。コし傾」の后 回 ば山



第699図 322号土墳
名       1堅 5510m)◎

くⅢ近
mr7
2号上帳 (H-20c)上 層註記表

層No 土    色 土   性 備     考

1 暗 褐 10YR3/4 粘土質シル ト 礫を多 く含む

2 褐   10YR4/4 粘土質シル ト 明黄褐色の小礫、礫 を含む

NO 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

H-20 第 4層上面 円  形

日
＝
Ｈ
＝
留

３

■
1甘・ 。

支r〆

‐ 0

No 層   位 器   形 外 面 内     面 分  類 備 考

1 堆積土 深  鉢 隆線文 。LR縄文 磨キ (斜 ) X

2 堆積土 深  鉢 隆線文 。RL縄文 ナデ (斜 )・ 磨キ (横 ) X

3 堆積土 深  鉢 条線文 磨キ (縦 )

第700図 322号上嫉出土土器

ダ        て
5580m

性す_4すす コ

328号 土壊 (M-18a)上層註記表

層位 層No 土     色 土   性 傭 考

1

1 暗 褐 10YR3/4 炭化物、焼上、ローム粒 を着千含む

2 褐   7 5YR4/4 炭化物、暁上を微量、ローム粒 を多 く含む

3 暗 褐 10YR3/4 シル ト 炭化物、焼上、ローム粒 を微量に含む

2

4 褐   7 5YR4/4 ンル ト ローム粒 を含む

5 褐   7 5YR4/4 粘土質ンル ト ローム粒 を微量に含 む

No 地   区 確  認  面 平 両 形 規  模 壁  高 備 考

M-18 第 4層上面
4澄隅凡長万形

(■ 0)× 95 2濤 に切 られる。

が

２
鐵

0            5           10cm
|

No 層   位 器  形 外 面 内     面 分  類 備 考

1 堆積土 深  鉢 磨キ (縦 ) X

2 堆積土 深  鉢 隆線文 。LR縄文

3 堆積土 深  鉢 隆線文・ 沈線文 。RL縄文 磨キ (横 )

It積土 深  鉢 条線文 磨キ (横 )

第702図  328号土墳出土土器(1)
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No 層   位 器   形 外 面 肉    面 分  類 備 考

I 堆積土 深  鉢 RLR縄文・磨 キ

2 2 層 土製円盤

3 2 層 土製円盤

第703図  328号土墳出土土器 (2)・ 土製円盤

No 種   別 層  位 長 × 幅 X厚 (m) 重量 (g) 石 材 使 用 痕 備 考

1 石  錐 2層 2830× 1685× 625 買 岩

2 スクレイパー 2層 (3040)X(3330)× 1115 11 70 頁 岩

3 石  核 1層 1470X2730× 1065 焼けている

第704図  328号土娠出土石器(1)



⌒ ♀下下すド洋―T__�
m

第705図  328号土墳出上石器(2)

No 種    別 層  位 長 × 幅 × 厚 (mm) 重量 (g) 石 材 使 用 痕 備    考

1 石  核 1 層 7095× 4820X3520 106 65 接合資料

2 礫石器 堆積上 71× 38× 12 磨―両側面

329号土墳 醜 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 考

K-21 第 4層上面 遺構の記録不明。

浮

２

5

驚

No 層   位 器   形 外 面 内     面 分  類 備 考

] 堆積土 深  鉢 隆線文・ 沈線文・ RL縄文 ナデ (横・斜 )・磨キ (横 ) X6or7

2 堆積土 深  鉢 隆線文・ L撚糸文 磨キ (横 )

第706図  329号土壊出土土器(1)
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No 層   位 器  形 外 面 内     面 分  類 備 考

] 堆積土 深  鉢 隆線文 ナデ・磨キ (横 )

2 堆積土 深  鉢 沈線文 磨キ (横 )

3 lt積土 深  鉢 沈線文・ RL縄文 磨 キ (横 )

堆積土 深  鉢 LR縄文 磨キ (横 )

5 1層 深  鉢 縄文LR。 磨キ 磨キ (縦・横 ) BⅥ

6 堆積土 土製円盤

第707図  329号土墳出土土器 (2)。 土製円盤

No 種   別 層  位 長 × 幅 X厚 (mol) 重量 (g) 石 材 使 用 痕 備    考

1 石鏃B 堆積土 2750X1940× 745

2 二次加工ある剣片 堆積土 (2260)× (1890)× (675) 頁  岩

3 二次方回工ある剣片 堆積土 2460× 3225× 1010 5 55 頁  岩

第708図  329号土壊出土石器(1)



No 種   別 層 位 長 X幅 × 厚 (mn) 重量 (g) 石 材 使 用 痕 備    考

ユ 礫石器 堆積土 98× 81× 60 677 5 磨―全面

第710図

L■
19+lm

330号土墳

綸

ず蜘m監

キ 判
330号土娠 (L― 19p― l)上層註記表

層位 層聴 土    色 土  性 備    考

1

1 暗 褐 10YR3/4 シル ト 炭化物少量含む

2 褐   10YR4/4 シル ト

3 褐   10YR4/6 粘土質シル ト 炭化物、ローム粒含む

暗 褐 10YR3/3 炭化物、ローム粒含む

NO 地   区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 傭 考

K・ L-19 第 4層上面 不整楕円形 88× 64

鰯覇v

第712図  332号土帳

No 層  位 器  形 外 面 内     面 分  類 備 考

I 堆積土 深 鉢 磨 キ 暦キ (横 )

2 堆積土 深 鉢 隆線文 磨キ (横 )

第711図 330号上壊出土土器

名     ユ5470m

NO 地    区 確  認  面 平 面 形 規  模 壁  高 備 者

K-24 第 4層上面 不整楕円形 69× 58 21 12住居跡炉を切 るδ底面 に19× 16× 19の ピッ ト有。

434



遺構の確認

重   複

平 面 形

規   模

3.1号竪穴遺構 (T-31竪穴遺構)

調査区西隅S～ V-29～ 31に 位置し、第 4層上面で確認された。

遺構南西部及び北西部の 2ケ所で風倒木痕に切られており、本遺構の方が古い。

南北に長い長楕円形を基調とした平面形であると推定される。

風倒木痕に切 られているため正確な規模は不明であるが、最大長は12.30m、 最大

幅8.Omで ある。

堆 積 土 :9層に大別される。層 No 3及び層 No.5は粘土である。

壁  :第 4層、第 5層からなり、残存高は20～50cmである。底面から緩やかな角度で立ち

上がっているが急角度で立ち上がる部分もみられる。

底   面 :第 5層 を底面としている。底面の北半部はほぼ平坦であるが、小さい凸凹が多数

みられる。北端部及び南半部には比較的大規模な凹みがみられる。特に中央部のやや南寄 りの

部分には、凹みが重なり合うように掘 り込まれている。

遺物出土】犬況 :堆積上上部からの出土量が多いが、その出土状況に規則性はみられなかった。

また、復元資料は、大別 2層から出上しているものが多い。堆積土出土としたものは各層位毎

に取り上げられておらず、各層に分けられないものを一括した。

44表  1号竪穴遣構出土土器破片集計表       45表  1号竪穴遺構出土石器集計表

出上位置

分 類

堆
積

土

1

層

２

　

層
合計

二次 力Π王 の あ る策‖片 1 1

微細 剣 離痕 あ る禁U片 R 2 5

ピエス・エスキーユ

繁‖片 (チ ッブ 7 3

4

磨 製 石 斧

層 魯

ftt     イ【     本 1

礫 8 1

妹 礫 15
'7

47

Jヽ       言十 40 5

0

ポ 頂
堆
積
土

1層 2層 底 面 合計

口
　
縁
　
部

A

lll

1 l

� 7 2 1

B

3

2 7

Ⅶ 16 1 1

C 15 2 1

′
Jヽ ∩

体

A

2 5

1

Ⅷ 2

� 3

� 2 10

R 1

512 1

底

部

「
3

IV 7

V 9 2 3

18 3 3 0

計 1
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第713図 第 1号竪穴遺構



第 1号堅穴遺構 (T-31遺 構)上層註記表

者

褐     7 5YR4/3 若 干 の 炭 化 物 を 含 む

橙

褐  7 5YR3/3

褐    7 5YR4/
にボ tゝ 褐  7 5YR5/4

風倒木痕 (南側) 土層註記表

風倒木痕 (北側) 土層註記表

0          5          10cm
トー

色 上    十生

浅 黄 橙  7 5YR3/6

暗

明  偶  7 5YR5/6

褐  7 5YR5/6 暗 褐 色 上 を 若 千 含 む

0 7 5YR4/6

考

褐     7 5YR4/4

偶  7 5YR5/6

褐  7 5YR3/3

考

IE桜土 み  然 隆 線 文 ・ 沈 線 文 ・ LR縄 文

第714図  1号竪穴遺構出土土器 (1)
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第715図  1号竪穴遺構出土土器 (2)
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第719図  1号竪穴遺構出土石器
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4.埋設土器

調査区内に単独で埋設されている土器が 5基検出されている。

1号・ 2号埋設土器 (R-17a、 b埋設土器)

調査区西側 R-17に位置し、第 3層上面で確認された。しかし、調査時の不備によりR-17

内の正確な位置と方向は明確にできなかった。 1号、 2号の埋設土器は、他の埋設土器と異な

り土器の全周は確認されなかったが、土器に沿って円形に上色の違いが認められたため、埋設

土器として取扱った。 1号埋設土器は、径約28cmの深鉢形土器の体部であり、およそ1/2残存

している。口縁部及び底部を欠いている。掘 り方は径約30cm、 深さ35cmであり、掘 り方上部

に土器を設置している。 2号埋設土器は、径約31cmの深鉢形土器の体部であり、およそ3/4残

存して掘 り方上部に上器を設置している。 2号埋設土器では、破損した体部片が上面にかぶっ

ているという状態であった。 1号、 2号埋設土器 ともに焼土や焼面はみられず、内部にも遺構

の性格を表すような特徴的なものはみられなかった。しかし、 2個の土器は極めて近接してお

り、同時期に機能したものであると思われる。

1・ 2号埋設土器

鼻 5560Ю

0                  1m

r

AB

れ

第1号埋設土器 土層註記表
層 位

碍    iOYR4/4

に ぶ い 斎 褐  iOYR4/3

褐  iOYR2/2

第 2号埋設土器 土層註記表

層 位 層 No 土   性

少 羞 の ス コ リ ア 、 炭 化 物 含 む

少 量 の ス コ リ ア 、 炭 化 物 含 む

裡尋   夕 5YR4/3 粘 土 質 ン ル ト

442

第720図  1・ 2号埋設土器



層   位 考

磨 キ (横 )

流 線 文 ・ LR縄 文

第721図  1・ 2号埋設土器

3号埋設上器 (M-17埋設上器)

調査区西端M-17に 位置し、東西区境に残した畦にかかっており、東半部のみが検出された。

確認面は第 4層上面である。土器は深鉢形で底部から体部にかけての部分であり、正立の状態

で埋設されている。上端径約27cm、 下端 (底部内面)径約17cmと 推定され、内面の深さ14cm

で埋設土器、構築方法については、埋戻し保存のため断ち割 り精査、土器の取 り上げを行って

おらず不明である。上面で掘 り方プランは確認されていない。



第722図  3号埋設土器
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第3号 埋設土器 土層誰記表

層 No

粘 上 質 ン ル 若 千 の ロ ー ム 粒 含 む

4号埋設土器 (I-19埋設土器)

調査区南西部 I-19に位置し、第 4層上面で確認された。309号土墳を切っており、本遺構の

方が新しい。また、後世のピットに切られている。上器は鉢形土器の底部から体部にかけての

部分であり、正立の状態で埋設されている。上端径約25cm、 下端 (底部内面)径約14cm、 内面

の深さ10cmで ある。掘 り方の規模は長軸56cm、 短軸40～50cmの楕円形である。構築方法につ

いては、掘 り方を断ち割 り、土器を取 り上げた際の記録が確認できず、掘 り方の断面、堆積土

の状況等の詳細は不明である。

」―

即

件
ｐ
‐―

層   位 内     面 底   部 分   類 考備

R撚糸文

RL縄文

第723図 第 4号埋設土器



5号埋設土器 (J-24埋設土器)

東区南東部 J-24・ 25に 位置し、第 4層上面で確認された。土器は深鉢形で口縁部を下にし

て倒立の状態で埋設されている。上端径約28cm、 下端 (口縁)径 24cm、 深さ24cmで ある。構

築方法は、径約34cm、 深さ23cmの ほぼ円形の掘り方を掘 り、土器を倒立位に設置し、掘 り方

内部に上を詰めるという方法で構築している。埋設土器内部には、上部に少量の炭化物、焼土

粒が含まれており、下部には、炭化物、砂粒が含まれている。

5号埋設土器

名       農 ro3 50m

A′

K lm十
25

第5号 埋設土器 土層註記表
膚 No 土  性

偶  色  10YR4/6 少 量 の 炭 化 物 、 焼 土 を 含 む

鶴 色  7 5YR4/6 着 干 の 炭 化 物 、 砂 粒 含 む

斎褐色  10YR5/6

層   位 分   類 備 考

第724図  5号埋設土器



5。 遺物包含層

調査区内で 2ケ所の遺物包含層が確認された。調査区西狽1のやや北寄 りに分布するものと、

調査区北側の谷部に分布するものである。

東区西側遺物包含層

位置 。範囲 :東区西側包含層は、調査区西側やや北寄りのP～ U-17～ 22の第 2層 を中心とし

て形成されている。この包含層は、西側の調査区外へ広がっていると考えられ、全体の規模は

不明である。

堆積状況 :こ の地区の上層の堆積状況は、 1層 (表土)=基本層第 1層、 2a層 (遺物包合

層)=基本層第 2層上部、 2b層 (遺物包含層)=基本層第 2層下部、 3層 (遺物包含層)=
基本層第 3層、 4層 (地山、ローム漸移層)=基本層第 4層、 5層 (地山、ローム層)=基本

層第 5層である。 2a層のみがP-20・ 21か らT・ U-17に かけて分布する層であり、他の層

は調査区北半部には基本的に分布している層である。他地区の第 2層、第 3層 と明確に区別す

ることができなかったが、遺物が多量にまとまって出上し、しかも土器には復元可能なものや

大破片が多いことなど、他の地区にはない出土状況が認められたことから遺物包含層として取

り扱った。

遺物の出土】犬況 :遺物が特に集中して出上しているのは、R～T-18か らP～ R-21に またが

る範囲である。この範囲から外れた部分では、離れるに従って徐々に遺物の出土量は少なくなっ

ている。遺物の出土量は2b層が最も多 く、 2a層、 3層の出土量は少なくなっている。特に

3層では層の上部に多く、下部では少ないという傾向がある。多 くの遺物は各層中から不規則

に出上しているが、中には、 2b層、 3層の層理面に貼 り付いている状況ものも認められた。

遺物は、縄文中期後葉から後期中葉のものが出上している。各時期の遺物は層位的に明確に分

離して出土する状況はみられず、混在するという状況であった。包含層上部では縄文後期前葉

から中期末葉の遺物が混在し、下部では中期後葉から未葉の遺物が混在しているという部分も

みられるが、全体的傾向がどうかは不明である。

調査時、5mグ リッド設定以前に20mの グリッドを設定して調査していたため、遺物包含層

についても、20mグ リッドで層位的には2a層、2b層 を分けずに 2層 あるいは黒色土として

一括して取 り上げられたものが大部分であり、整理時に明確に5mグ リッド、あるいは2a層、

2b層の出土遺物に分離することができなかった。
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第725図 東区西側遺物包含層
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第726図  P-19区 出土土器
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第727図  P-20区 出土土器 (1)
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第728図  P-20区 出土土器 (2)
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第729図  P-20区 出土土器 (3)
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第732図  P-21区  出土土器 (2)
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第733図  P-22区 出土土器



7
4

1

鞠
Ｖ

６
η

‐ ｏ

Ч

９

＝

‐ ４

―

‐３

Ｖ

‐ ２

Ⅷ轡

Ｆ

ヽ

れ ,5

酢
ittr癖岳屋

'

解

P
17

0             5            10Cm

璽募露7
8

分   類 備 考

Q-18・ 2層

Q-18・ 2層 深  鉢 隆 線 文・ 沈 線 菜 ・ RL縄 文 磨 キ (榛 )

隆 線 菜・ 沈 線 文 ・ RL縄 文 磨 キ (榛 )

Q-18・ 2a層

Q-18・ 2a層 隆 線 文 ・ L撚 糸 文

Q-18・ 2a層

Cl-18・ 2a層 深  鉢 隆 線 来・ LR縄 文 磨 キ (榛 )

Q-18・ 2a層 磨 キ (榛 )

Q-18・ 2a層 磨 キ (横 )

Q-18・ 2a層 深  鉢 と燃 糸 文

Q-18・ 2a層 R撚糸 文

Q-18・ 夕層 ナ デ (縦 )

Q-18・ 2層

Cl-18・ 2層 深  鉢 隆 線 文・ RL縄 文

Q-18・ 2a層 沈 線 文・ をR縄文

Q-18・ 2a層 磨 キ (横 )

第734図  Q-18区  出土土器 (1)
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第737図  Q-19区 出土土器 (2)
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第740図 Q-20区 出土土器 (2)
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第761図  E-14区 出土土器 (7)
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第763図  E-14区 出土土器 (9)
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第795図  E-15区 出土土器 (3)
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東区北側谷部遺物包含層

位置 。範囲 :谷部遺物包含層は、調査区の北側中央部Vew_22付近から北東方向へ傾斜する

浅い谷状の微地形の斜面に形成されている。この谷は北側の調査区外へ延びているが、遺物包

含層は、その範囲の大部分が調査区内のU-23～ 26、 V-22～ 27、 W-22～ 28、 X-23～ 27の

範囲内で把えられ、調査区外へ大きく広がるという可能性は少ないと思われる。

堆積状況 :谷の堆積土は4層 に分けられる。 1層及び 2層 は遺物包含層である。 3層及び 4層

は谷部堆積上である。 1層及び 2層の層厚は最も厚いW-24、 25付近でそれぞれ約30cmで あ

り、 1層 はU-24・ 25、 V-23～ 27、 W-24・ 25、 X-24・ 25の範囲にのみ分布する。

遺物の出上状況 :遺物の出土状況をみると、特に集中して出土する部分は、U～W-23～ 26に

またがる範囲である。この範囲から外れた部分では、遺物の出土量は少なくなっている。出土

遺物は、 1層から2層上面までは、縄文時代中期初頭、末葉から後期前葉の遺物に混じって上

師器が出土している。 2層中からは、中期初頭の遺物が集中して出上している。 3層からは、

わずかに中期初頭の遺物が出土するが、ほとんど無遺物層に近い状況である。

調査時遺物の取 り上げの際に、層位を基本層に対応させ、谷部堆積± 1層を基本層第 2層上

部、 2層を基本層第 2下部とした。しかし、実際には一括して 2層、あるいは、谷部包含層 と

してまとめて取 り上げられており、整理時に明確に包含層 1層及び 2層の遺物を分離すること

はできなかった。

１０



E-23=U～ W-22～ 24

E-24=U～ W-25～ 28

E-27=X～ Y-22～ 24

E-28=X-25～ 28

5&60m鳥

m東区北側谷部遺物包含層土層註記表
層 位 層 亜 備

暗  褐  7 5YR3/3

極 暗 褐  7 5YR2/3

褐    7 5YR4/4 楷 上 質 ン ル ト

褐    7 5YR4/6

第822図 東区北側谷部遺物包含層
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降 線 支・沈 篠 文・粛!共 文・ ナ デ・ ケ ズ リ ナデ (僚・ 縦 )

深  鉢 隆 線 文・ 束」突 文

隆 線 文・ 沈 線 支 ・ 束u突 文 ・ 亥」目 文 (横 )

W-24区 出土土器 (2)
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地 区・ 層 位

深  鉢 隆 線 文 ・ 沈 線 文 ・ 磨 キ (横 )

降 線 文・ 沈 線 又 ・ 亥J目 文

隆 線 文・ 流 線 文・ 亥」目 烹

W-24・ 2層 深  鉢

W-24・ 2層

W-24・ 2層 磨 キ (審斎)

第830図 W-24区 出土土器
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性 下 ¬ ~「 下 耳 上 下 下 ~FTttCm

分  類 備

隆 線 菜・ 亥J目 文・ 繊 絡 文・ RL縄 文 ナ デ (襟 )

沈 線 文・ 刺 突 文 磨 キ (僚 )

沈 線 文・ 刺 突 文

条 線 文・ 亥1目 文

第831図 W-23～ 24区 出土土器
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地 区 ・ 層 位 内   面 分  類

隆 線 文・沈 線 文・亥」目 文・ 綾 絡 文・ LR縄 文 磨 キ (横 )

幾

螺

第832図  X-24区  出土土器

Cm

地 区・ 層 位 考備

E-23・ 2膚 隆 繰 文 ・ 沈 線 文 ・ 亥1目 文 磨 キ (絞 )

E-23・ 2層 隆 線 支 ・ 沈 線 烹 ・ 亥J目 文・ 綾 絡 文 磨 キ (僚 )

第833図  E-23区  出土土器 (1)
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降 線 烹・ 沈 線 文・力」突 文・刻 目 文・綾 絡 文・,=縄 文

第334図  E-23区 出土土器 (2)
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1 杵       響
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tt区・ 層 位

出土土器

地 区・ 層 位

第336図  U-26区 出土土器
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地 区・ 層 位 内 分   類 考備

V-25。 2'露 隆 線 文 ・ 流 線 文 ・ 亥J目 文・ 綾 絡 文 磨 キ (僚〉

V-25。 2層 深 at. 沈 線 文・ 声」突 文

沈 線 文 磨 キ (横・ 斜 〉

隆 線 文・ 沈 練 文・ LR縄 文 磨 キ (僚 )

第337図 V-25区 出土土器
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層 位 底   部

V-25・ 3′霞 隆 線 文 ・ 沈 線 文 (横 )

沈 線 文 ・ 賠 付 文 磨 キ (僚 )

ナ デ・ 磨 キ (横・ 斜 )

隆 線 文・沈 線 文・ LR縄 文・ 磨 キ 磨 キ (練 )

深 a4 網 代 痕

第838図 V-25区  出土土器 (2)



地 区・ 層 位 考

陸 線 文 。刺 突 文・ 亥J目 文・ 綾 絡 文・ RL縄 文 磨 キ (横 ) 結 束 第 2糠
V-26・ 2潤 隆 線 文・ 沈 線 文・ 刺 突 文

隆 線 文 ・ 沈 線 文 ・ LR縄 支

第839図  V-26区  出土土器
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内     面 考

V-27・ 2層 隆 線 文 ・ 沈 繰 文 ・ 刺 突 文 磨 キ (横 )

第840図  V-27区 出土土器
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隆 線 文・ 流 線 文・ 奈J突 文・ 磨 キ

隆 繰 文・ 秦」架 菜・ 亥J目 菜

沈 線 文・ 芳」共 文

W-25・ 2層 深  鉢 隆線文・亥〕目文 (襟 )

隆 線 文 ・ 磨 キ (横 )

隆 線 文 ・ 沈 線 文 ・ 刺 突 浄 亥J目 文

Vヽ-25・ 2層 隆 線 文 ・ 沈 線 文・ 亥J目 文

Vヽ-25。 2庸 深  鉢 隆 線 文 ・ 沈 線 文 ・ 刻 目 文

第842図 W-25区  出土土器 (2)
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地 区・ 層 位 外

W-25・ 2層 隆 線 文・ 沈 線 文・ 貼 付 支・ 亥」目 文・ 弟」突 文

隆 線 文・ 沈 線 文・ 力」突 文 磨 キ (横〉

W-25・ 2膚 隆 線 文 ・ 沈 繰 文 ・ 刻 目 文 ナ デ・ 磨 キ (構 )

隆 線 文・ 流 線 文 ・ 刻 目 文 磨 キ (篠 )

深  鉢 隆 繰 文・ HrF付 支 ・ 綾 絡 文

隆 線 文・ 流 線 文 ・ 刻 目 文

隆 線 文・ 沈 線 文 ・ 賠 付 文 ・ 刻 目 文 磨 キ (様 )
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第844図 W-25区 出土土器 (4)
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地 区 ・ 層 位

隆 線 烹 ・ 刺 突 文 ・ 亥」目 文 磨 キ (横〉

隆 線 文 ・ 流 線 文・ 束」突 文・ 亥」目 文 磨 キ (篠 )

深  鉢 隆 線 文 ・ 流 線 文・ 策」突 文・ 刻 目 文 隆 線 文 ・ 磨 キ (横 )

W-25・  2'習 深  鉢

沈 線 文 降 線 文・ ナ デ・ 磨 キ (練 )

隆 線 文 (横 )

沈 線 文 磨 キ (様

隆 線 文 ・ 流 線 文・ 麹 目文・ 絞 絡 文 磨 キ (横・ 斜 )

深  鉢

降 線 菜 ・ 流 線 文

隆 線 烹・ 沈 線 文 磨 キ (横

磨 キ (横 )

隆 線 文 ・ 沈 線 文 ・ 賠 付 文 ・ 亥」目 女

第845図 W-25区 出土土器 (5)
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地 区・ 層 位 器   形 外 内 分   類 備

W-26・ 2層 深  鉢 陸 線 支・ 流 線 文・ 束」突 文

沈 線 文・ 力」突 文

W-26・  2'爾 沈 線 文・ 市」突 文 磨 キ (横 )

深  鉢 隆 線 文・ 流 線 文・ 策」突 支 。亥」目 文

第846図 W-26区 出土土器
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外 内 備

隆 線 文・ 沈 線 文・ 刻 目 支 (横 )

第847図 W-27区 出土土器

0          5         10cm

地 区 ・ 層 位 外 内 備 考

LR絆目文 (審鷺)

第848図 W-28区 出土土器

翰
1

地 区・ 層 位 内 分  類

X-25。 2'臀 隆 線 文 。沈 線 文・ 刺 突 文

第849図  X… 25区 出土土器
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地 区・ 層 位

隆 線 文・沈 線 文・ 束」条 文・ 亥」目 文・ 絞 絡 文・ LR縄 文

磨 キ (僚 )

E-24・ 2周 隆 線 文・ 沈 篠 文 ・ 亥」目 文 磨 キ (横 )

E-24・ 2層

第850図  E-24区  出土土器

内 底   部

第851図 東区北側谷部遺物包含層出土土製品 (1)
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第852図 東区北側谷部遺物包含層出土土製品 (2)
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第854図  東区北側谷部遺物包合層出土石器 (1)
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第855図 東区北側谷部遇物包含層出土石器 (2)
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第856図 東区北側谷部遺物包合層出土石器 (3)
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第857図 東区北側谷部遺物包含層出土石器 (4)
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第858図 東区北側谷部遺物包合層出土石器 (5)
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第859図  東区耳ヒ側谷部 壼物包含層出土石器 (6)
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種      房」 地 区 ・ 硬 位 考

石 製 円 盤 W-25。 2腹

第860図 東区北TRll谷部遺物包含層出土石器 (7)

6。 遺溝外出上遺物

今回の調査で検出された縄文時代の遺構 (住居跡 。上墳 。竪穴遺構 。埋設土器)及び古代以

降の遺構 (住居跡・土墳 。濤跡 。墓墳)以外の第 1層から第 5層上面 (ロ ーム上面)ま での基

本層より出土した縄文時代の遺物を取り上げる。第 2層についてはE-14・ 15区を中心とした

部分を「東区西側遺物包含層出土遺物」として前項で取 り上げているため、ここではそれらを

除いた地区の出土遺物を取 り上げることにする。また、基本層については表土 (第 1層)直下

に第 4層、第 5層が検出される地区も多く、第 2層及び第 2層上面として取 り上げた遺物の中

にも第 4層 。第 4層上面、第 5層 。第 5層上面の出土とするべきものが混じっている可能性も

ある。

その他に、攪乱 として取 り,扱った風倒木痕の堆積土やピットなどから出上した遺物について

も一括して取 り上げた。
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隆 線 文・ 流 線 文・ 亥」目 文 ・ 刺 宍 文

E-22・ 2層

磨 キ (榛 )

隆 線 文・ ナ デ (斜 )

隆 線 文・ 沈 線 文

E-22・ 2層

沈 線 菜 ・ LR縄 文

隆 線 文 磨 キ (襟 )

深  鉢

隆 線 文・ 沈 線 文 ・ LR縄 文

陸 線 文・ 磨 キ (僚 )

第861図 遺橋外出土土器 (1)
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地 区・ 瘤 位 鰭

隆 線 文 ・ 沈 線 文 ・ LRV.E支

隆 線 支 ‐LR縄 文

深  鉢 隆 線 菜 ・ RL縄 菜 隆 線 文 ・ ナ デ (斜 )

深  鉢

第862図 遺構外出土土器 (2)
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隆 線 文・ とR縄文

M-20・ 2層 降 線 文

隆 線 烹 ・ 流 線 烹 ・ RL縄 文

隆線菜・ 沈線文・ LRLI.E文・磨■ ナデ (僚 )

M-20・ 2層

沈 線 文 ・ RL縄 文

隆線文・ 廉」突文 磨 キ (榛

第863図 遺構外出土土器 (3)
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M-20・ 2'膏 隆 線 文・ 沈 線 文 ・ 刻 目 文 ・ R燃糸 文

隆 線 文 ・ 不 明 縄 文

沈 線 文 ・ LR縄 文

隆 線 文 ・ 沈 線 菜 ・ RL縄 文 磨 キ (榛

第864図 遺構外出土土器 (4)
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O-19・ 2瘤

深  鉢

テー22・ 風 倒 木

隆 線 文 ・ 沈 線 文 ・ 力」共 支・ LR縄 文

K-22・ 2層

沈 線 菜 ・ RL縄 文 磨 キ (榛 )

第865図 遺構外出土土器 (5)
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磨 キ (僚 )

深  鉢 隆 線 菜 ・ 流 線 文・ RL縄 文

J-22・ 風 倒 木 隆 線 文 ・ L終糸 烹

隆 線 文・ 茄J突文・ RL縄 文

」-22・ 風 を1木

陸 線 文・ 流 線 文 ・ LR縄 文 磨 キ (横 )

隆 線 文 ・ 沈 線 文・ LR縄 文 (横 )

陸 線 文・ 亥1目 文・ 不 明 縄 支

E-16・ 2層 深  鉢 隆 線 文 ・ 弟」‐‐ 文 (横 )

深  鉢 隆 線 文 ・ 沈 線 文 ・ 刺 突 文 磨 キ (僚 )

隆 線 文・ 沈 線 支 磨 キ (僚 )

隆 線 文・ 沈 線 烹 磨 キ (帝驚)

J-22・ 風 倒 本 流 線 文 隆 線 文 ・ 磨 キ (横〉
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第866図 遺構外出土土器 (6)
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隆 線 文・ 束」突 文・ RL縄 文

陸 線 文・ 沈 線 文 ・ 束J会 文 ・ 磨 キ

rt線 菜 ・ LR縄 文

降 線 文・流 線 文・亥J目 文・ 力」条 文・良L縄文

第867図 遺構外出土土器 (7)
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降 線 文・ 奈J炎 文 ・ LR縄 支 磨 キ (横 )

降線文・索」突文

E― 10・ 2層上 面 隆 ttt文・ 刺 尖 文・ LR縄 文

深  鉢 磨 キ (横 )

沈 線 文 ・ LR縄 文

L-21・ 2層

隆 線 文・ 沈 線 文 ・ RL縄 文

隆 線 文・ 流 線 文 ・ LR縄 文

深  鉢

深 rlN 隆 線 文 ・ 刺 突 文

沈 線 文・ RL縄 文

沈 線 文・ RL縄 文

第868図 遺構外出土土器 (8)
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深  鉢 流 線 文・ RL縄 文 磨 キ (榛・ 斜 )

深  鉢 流 線 文・ 条 線 文 磨 キ ∝鷺〉

沈 線 文 ・ 条 線 文 ・ 磨 キ

磨 キ (様

隆 r.R文・ 流 線 文 ,RL縄 文 磨 キ (糠 )

深  鉢 L燃 糸 文 磨 キ (僚

第869図 遺構外出土土器 (9)
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J-22・ 風御本

深  鉢
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第870図 遺構外出土土器 (10)
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第885図 遺構外出土石器 (10)
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第887図 遺構外出土石器 (12)
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7.表採遺物

調査中に出土した遺物のうち記録の不備等で出上位置が明らかでなかったもの、その他表面

採集及び排土中より採取された縄文時代の遺物を表採遺物 として取 り扱う。またこの中に昭和

59年度の調査に際し、昭和55年度の埋め戻し土中より出上した遺物についても同様に表採遺物

として取り扱った。
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第898図 表採石器 (5)
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8。 西区確認遺構と出土遺物

西区については、東区の調査終了後に遺構精査を行なうという調査の工程上、東区の調査の

進捗状況を見ながら表土排除作業を行なった。その後、西区の遺構精査開始以前に遺跡保存に

向けての動きが出たため、表土排除作業は南半部のみを行ない、北半部については調査の手を

入れずに現状での保存を図ることとした。そのため表上を排除した部分は、遺構確認作業及び

その時点での遺物採取作業を行ない、確認面での遺構平面図を作成して遺構の分布状況、位置

関係を記録し、作業を終了した。また、遺構番号は東区から通し番号とした。

ここでは、確認遺構の上面観察状況及び上面出上の縄文時代の遺物について、遺構の種類毎

に取り扱うことにする。

住居跡

住居跡は16軒確認されている。

27号住居跡 (K-14住居跡)

J・ K-13・ 14グ リッドに位置している。3.8m× 4.Omの 円形を呈する。

28号住居跡 (Q-12住居跡)

Q-11・ 12グ リッドに位置している。炉のみが検出されており、住居跡の平面形 。規模は不

明である。炉は最大長200cm、 最大幅90cmで ある。炉長軸方向はN-2°一Wである。石組が 3

つに区切られており、土器が埋設されている可能性がある。

29号住居跡 (F-11住居跡)

E・ F-11グ リッドに位置している。 7m× 7.5mの ほぼ円形を呈する。調査・確認した住居

跡では最大のものであると思われる。

30号住居跡 (K-10住居跡)

J・ K-10グ リッドに位置している。炉のみが検出されており、住居跡の平面形・規模は不

明である。炉は最大長160cm、 最大幅110cmで ある。炉長軸方向はN-60°一Wである。石組の

みが確認されている。

31号住居跡 (I-10住居跡)

H・ I-9・ 10グ リッドに位置している。23号濤 と重複関係にあり、濤に切られている。5.8

m× およそ65mの 円形を基調とした平面形を呈する。

32号住居跡 (E-10炉跡 )

E-10グ リッドに位置している。炉のみが検出されており、住居跡の平面形・規模は不明で

ある。炉は最大長110cm、 最大幅45cmである。埋設土器及び石組部からなる複式炉である。炉

長軸方向はS-40° 一Wである。



33号住居跡 (E-10住居後 )

E-10グ リッドに位置している。南側の調査区外へ広がっており、平面形・規模は不明であ

る。

34号住居跡 (F-9住居跡)

E・ F-8・ 9グ リッドに位置している。35号住居跡と重複関係にあり、35号住居跡に切ら

れている。径5.3m程のほぼ円形である。

35号住居跡 (G-8住居跡)

F・ G-8グ リッドに位置している。24号濤 。34号住居跡と重複関係にあり、24号濤に切ら

れ、34号住居跡を切っている。3.5m× 4mの楕円形を呈する。

36号住居跡 (H-9住居跡)

G・ H-8・ 9グ リッドに位置している。上墳 2基 (361土墳、364土墳)と 重複関係にあり、

土墳 2基を切っている。5.2m× 5。4mの ほぼ円形を呈する。検出面において住居跡南西部に炉と

思われる石組が確認されている。105cm× 100cmの 隅丸の方形を呈している。

37号住居跡 (I-8住居跡 )

H・ I-7・ 8グ リッドに位置している。径約 4mの円形を呈する。東側に脹らみがみられ

る。

38号住居跡 (H-7住居跡)

H-7グ リッドに位置している。40号住居跡と重複関係にあり、40号住居跡に切られている。

4.5m× 5。3mの楕円形を呈している。

39号住居跡 (I-6住居跡)

H・ I-6グ リッドに位置している。40号住居跡と重複関係にあり、40号住居跡を切ってい

る。3.2m× 3.3mの ほぼ円形を呈する。

40号住居跡 (H-6住居跡)

H-6グ リッドに位置している。38号、39号住居跡と重複関係にあり、39号住居跡に切られ、

38号住居跡を切っている。径約 4mの円形を呈する。

41号住居跡 (F-7住居跡)

F-6・ 7グ リッドに位置している。南側の調査区外に広がっており、住居跡り半面形 。規

模は不明であるが、およそ45m× 5.5m程の楕円形を呈すると推定される。

42号住居跡 (H-5住居跡)

H-5グ リッドに位置している。炉のみが検出されており、住居跡の平面形・規模は不明で

ある。位置的に372号土墳 との重複関係も考えられる。炉は最大長105cm、 最大幅65cmで ある。

炉長軸方向はN-0° 一Wである。石組は 2つの部分に分かれており、焼けた石もみられる。
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第904図 西区住居跡出土石器

土境・埋設土器

土墳は22基、埋設上器は 3基確認されている。それぞれを一覧表で示す。埋設土器について

は、位置のみが明らかであるがその他、規模・掘 り方等の詳細は不明である。

第46表 西 区 確 認 土 塘 一 覧 表

第47表 埋 設 表路
見器土

NO グ〕
) ド 平面形 規 模fn) 備 考

L 2 楕円形 215× 275
I 2 円 形 0 85)〈 0 85

F 2 不正円形 115× 125
F・ G―■・12 不正円形 18× 18
G-10・ 11 惰 円形 115× 145
G-1011 格 円形 15× 195 確認面で土師器、須恵器がみ られる。

357 GH-10 円形 1 0× 09 南・耳ヒ両楔1に 石がみられる

K・ L-10 楕円形 155× 20
P,Q-12 円 形 1.1× 11

360 J-8 膳 田 杉 9 11× (10 23号溝に切られる。

J-8 惰円形 ? (085)× 115 23号濤 に切 られる。

362 H-9 円形 ? (09)× 12 36丹住居跡 に切 られる。

E-9 円 形 09× 09
G・ H-8 方形 ? (06)× 15 36号住居跡 に切 られる。

365 G・ H-7・ 8 惰円形 19× 22
G-6 長 方 形 08× 1 5

867 GH-5 倍 円形 14× 24
I-6・ 6 円形 065× 07
」-5 脩円形 0 7)(0 95

H I-4・ 5 指 円形 145× 18
G-4・ 5 不 下 円形 215× 22
H・ I-3 楕円形 0_8× 1 3 42号住居跡 と重複関係があると思われる。

陥 グリ ント 規模 掘 り方 備 考

6 G-8 不 明 不 明

7 G-7 不 明 不 明

8 G-9 不 明 不 明 3丹遺物合層上面で検出
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西区西側遺物包含層

西区の中央部から西側にかけての部分、K～T-3～ 11グ リッドに位置する。西区北半部及

び西側の調査区へ延びているため、正確な範囲 。規模は不明である。試掘調査の際にも確認さ

れているが、ローム面までの深さは不明である。

確認面での状況は、M～ R-4～ 10グ リッドにかけての部分で特に遺物が集中してみられる。

位置的には、28号住居炉跡と近接しており、重複関係も考えられるが、住居跡、遺物包含層

ともに掘り込み精査を行っておらず、詳細は不明である。

溝跡

濤跡は3条確認されている。

23号溝跡

K-3グ リッド～ J―■グリッドにかけてはほば一直線に延びている。西側の調査区外へ延

びているため、全容は不明である。31号住居跡、360号、361号土境と重複関係にあり、全ての

遺構を切っている。上端幅は、30cm～80cmで ある。方向は、ほぼW-10° 一Nである。その

他の詳細は不明である。

24号溝跡

G-8グ リッド～ F-10グ リッドにかけてほぼ一直線に延びている。35号住居跡と重複関係

にあり、35号住居跡を切っている。確認されている全長は、13.3mであり、上端幅は、30cm

～90cmで ある。方向は、ほぼW-12° 一Nである。その他の詳細は不明である。

25号溝跡

G-11グ リッド～H―■グリッドにかけてほぼ一直線に延びている。確認されている全長は

8.9mあ り、上端幅派、25cm～60cmで ある。方向は、ほばN-5° 一Eであるが、北側では西

方向へゆるやかに弯曲している。その他の詳細は不明である。
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第908図 西区遺物包合層出土土器 (4)
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第910図 西区遺物包含層出土土器 (6)
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第913図 西区遺物包含層出土土器 (9)
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かでなかったもの、西区内での表面採集及び,F土中より採取された縄文時代の遺物を表採遺物

として取り扱った。

種      別 兵 X IIS X ,享 (mm) 石  材

能状 石 謡

鰺 伏 石 器 0-7・ 包 含 層
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第917図 西区遺物包含層出土石器 (2)



拘

――

‐Ｉ

Ч

ゝ
卜ヽ

「
与

鞠
辮

黎
財
鸞
И一

藍

！

穏

、

フ
〃
比

翻
弐
刈

引
〆
蛤0             5            10cm

内     面 分  類

磨 キ (襟 )

沈 線 文 ・ LR縄 文

磨 キ (僚 )

降 線 文 ・ 連 続 束」突 文 ・ ナ デ

磨 キ (檬 )

磨 キ (棟

隆 線 文・ 沈 線 文・ 束」突 文・ Lミ縄 文

第918図 西区遺構外出土土器 (1)



的癬江

鰯
９

・撚鳴『硼囲引犠

ｉ
無

ヌ

牌

部

戸

∬
騨
♂

ｒ

付

ヽ

ゝ

キー

＝

〃

0             5            10cm
ト

ー ー
地 区・ 層 位 内   面 底  部

1,習 磨 キ (練 )

Iナ南巨

隆 線 文・沈線 文・刺 尖文・亥」目文・RL縄烹

沈 線 文 ・ 不 明 縄 文

条 線 文 磨 キ (僚 )

ナ デ (僚 )

深  鉢

条 線 文 ・ LR縄 烹 沈 線 文・ 磨 キ (縦 )

条 線 文・ R撚糸 文・ 磨 キ・ 着」り ク ズ リ (縦 )

」-3 磨 キ (横〉

第919図 西区遺構外出土土器 (2)
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9.縄文時代の遺構と遺物について

今回の調査で検出された遺構 と遺物についてまとめる。なお、早期の土器群については、本

頂で一括して記載する。

土器の分類基準

今回の山田上ノ台遺跡の調査で出上した縄文土器の分類に際しては、文様や胎上の特徴から

時期区分の判別が可能なものをA群 とし、地文のみが施文されているものをB群、摩滅箸によ

り詳細の不明なものをC群 として取 り扱った。A群土器に関しては、さらに時期区分 としての

「群」を第 I～第 XIV群まで設定した。これらの各群は、器形、文様等から細分した。また、

B群土器は、日縁部資料について、口縁部の区画線の有無及びその種類によって分類した。

第 I群土器

早期前葉に位置付けられる押型文土器である。

第 H群上器

早期中葉に位置付けられる貝殻・沈線文系土器群である。さらに文様の種類により次のよう

に細分化される。

第 1類 :貝殻刺突文、沈線文、「く」字状連続刺突文のもの。

第 2類 :沈線文、「く」字状連続刺突文のもの。

第 3類 :只殻刺突文、沈線文のもの。

第 III群土器

早期後葉に位置付けられる条痕文系土器群である。胎土に少量の植物繊維が含まれている。

外面の文様の種類により次のように細分される。

第 1類 :刺突文をもつもの。  第 2類 :隆線文をもつもの。

第 3類 :沈線文をもつもの。  第 4類 :条痕文のみのもの。

第lV群土器

早期末葉に位置付けられる縄文・条痕文系土器群である。胎土に多量の植物繊維が含まれて

いる。内外面の文様から次のように細分される。

第 1類 :外面縄文、内面条文のもの。  第 2類 :外面縄文、内面無文のもの。

第 V群土器

前期中葉から末葉に位置付けられる土器群である。半載竹管状の施文具による平行沈線文 と

鋸歯文を特徴とする。

第Ⅵ群土器

前葉末葉に位置付けられる土器群である。細い隆線文が施文され、その上に半我竹管による

細かな刻目文が施されているものもみられる。



第ⅥI群土器

中期前葉に位置付けられる土器群である。器形より次のように細分される。

A類 :体吉【に膨らみがみられるもの。

B類 :体部に直線的で膨らみがみられないもの。

A-1類 :体部が球形に膨らみ、頸部で「く」字状に屈曲し、口縁部が外傾するもの。

A-2類 :体部に緩やかな膨 らみがみられるもの。頸部が「 く」字状に屈曲し、口縁部が外

傾するものと、頸部の屈曲が緩やかで、口縁部が直立気味のものがある。

A-3類 :口 縁部のみが残存 し、頸部の屈曲か ら体部が膨 らむ器形になると考えられるもの。

B-1類 :体部に膨 らみがなく、直立の円筒形を呈 している。頸部で「 く」字状に屈曲し、

口縁部が内弯気味に外傾するもの、頸部で屈曲せず、回縁部が直立するものがある。

B-2類 :体部が直線的に外傾 し、頸部でゆるく「 く」字状に屈曲し、口縁部が内弯気味に

外傾するもの。

これらはさらに口縁部の文様によって細分される。

(省略 )

第Ⅵ‖群上器

中期中葉に位置付けられる土器群である。ギャリパー形の器形を呈 し、隆沈文による渦巻文

を特徴 とする。

第IX群土器

中期後葉に位置付けられる土器群である。隆線文あるいは沈線支による「∩」文あるいは楕

円文を特徴とする。

第 X群土器

中期末葉に位置付けられる土器群である。深鉢、浅鉢及び壼形土器がある。文様の種類によっ

て細分される。

深鉢

第 1類 :「 J」 字状文のもの。さらに体部中央部の文様の有無、種類によって細分される。

la類 「 J」 字状文のみのもの。

lb類 「 J」 字状文及び体部中央部に横位の区画線をもつもの。

lC類 「 J」 字状文及び体部中央部の曲線文をものもの。

第 2類

第 3類

第 4類

第 5類

横位楕円文のもの。

「C」 字状文のもの。

「∽」字状文 (横位「S」 字状文)

「 S」 字状文のもの。「S」 字状文の連結の種類によって細分される。



5a類 横流れの「 S」 字状文の先端、末端の連結したもの。

5b類 連結「 S」 字状文のもの。

5C類 変形「 S」 字状文のもの。

第 6類 :「 ∫」状文のもの。

第 7類 :「 コ」字状文のもの。

第 8類 :縦位楕円文のもの。さらに文様の形態によって細分される。

8a類 縦位楕円文が沈線文による区画内部に施文されるもの。

8b類 縦位楕円文が「U」 字状文に変化したもの。

第 9類 :「 0」 字状文のもの。口縁部から頸部の隆線文に沿って連続刺突文が施されている。

第10類 :方形区画文のものσ

浅鉢

体部中央部に横位の隆線文が施文され、上位に楕円文が施文されている。

壺形土器

「 J」 字状文のもの、精円文のもの、「U」 字状文のものがある。

第�群土器

後期初頭から前葉に位置付けられる土器群である。深鉢、浅鉢及び注目土器、壺形土器があ

る。文様の種類によって細分される。

第 1類 :方形区画文のもの。さらに方形区画内部の文様の種類によって細分される。

la類 平行沈線文による文様が施文されるもの。

lb類 隆線文による縦位の連続「 S」 字状文とそれを挟む縦位の平行隆線文によるもの。

第 2類 :頸部の横位沈線文と刺突文 (盲孔)、 円形貼付文部分から弧状文、蕨手文が下垂するも

の。

第 3類 :縦位の連続「 S」 字状文のもの。さらに連続「 S」 字状文以外の文様によって細分さ

れる。

3a類 縦位の連続「 S」 字状 (ジグザグ)文のみのもの。

3b類 縦位の連続「 S」 字状文を挟む形で弧状沈線文が下垂するもの。

第 4類 :口 縁部の隆線文による下垂文が施文されるもの。

第 5類 :口 縁部から頸部に縦位の橋状把手がつ くもの。

第 6類 :多条化した沈線文が下垂するもの。

第 7類 :粘上を一方に盛 り上げる刺突文による連続刺突文のもの。

浅鉢

1点のみが確認されている。縦位の隆線文による区画内に沈線文による文様が施文される。



注口土器

深鉢形のものと壷形のものがある。深鉢形のものは頸部より上位に無文帯となっている。壷

形のものは沈線文によって横位に続連した渦巻文が施文されている。

壷形上器

頸部に橋状把手が付されているものである。体部文様は多条沈線文による渦巻文とそれらを

連結する文様のものである。

第�I群土器

後期中葉に位置付けられる土器群である。細かい刻目文が施された隆線文を特徴 とする。

第 XIII群上器

後期後葉に位置付けられる土器群である。平行沈線文とその間に貼 り瘤が付けられている。

第 XⅣ 群土器

所属時期が明確にできなかった土器群である。

B群土器

地文のみが施文されている土器群である。破片資料中にはA群土器の一部である破片が含ま

れている可能性もあるが、明確でないものは全てこの中に含めた。頸部の区画線文の有無 と種

類によって細分される。頸部の区画線の上位は無文帯、下位は地文のみが施文されている。

第 1類 :頸部に隆線文がめぐるもの。中には口縁部から下垂する隆線文が付 くもの、口縁部か

ら下垂した隆線文が頸部をめぐるものもみられる。

第 ‖類 :頸部に隆線文 とそれに沿った沈線文がめぐるもの。

第Ⅲ類 :頸部に隆線文とそれに沿って連続刺突文がめぐるもの。第 1類 と同様に口縁部から隆

線文が下垂するもの、口縁部から下垂する隆線文が頸部をめぐるものとみられ、いずれも連続

刺突文が伴っている。

第IV類 :頸部に隆線文がめぐるもの。口縁部から「ノ」字状の沈線文が下垂するものもある。

第 V類 :頸部に連続刺突文がめぐるもの。

第Ⅵ類 :頸部に区画線文がめぐらず、地文のみが施文されるもの。

第ⅥI類 :頸部に区画線文がめぐらず、無文のもの。

底部資料 :底面の調整により細分される。

第 1類 :底面にミガキが施されるもの。    第 H類 :底面にナデが施されるもの。

第 1,I類 :底面に木葉痕が認められるもの。   第Ⅳ類 :底面に網代痕が認められるもの。

第 V類 :摩滅等により底面の状況の不明なもの。
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地 区 ・ 膚 位

14住居 。 2層 連 続 力」突 文 ・ 員 殺 圧 痕 文 ・ 亥」目 文

16住居 ・ 1層 沈 線 文 ・ 連 続 束」突 文・ 束」突 文

19住居 ・ 1号炉 掘 )方

E-14・ 2'膏 連 続 万」突 文   口 唇 部 :連続 刺 突 文

initlk・ 堆核主 沈 線 支 ・ 連 続 声」突 文   口 唇 部 :連続 求」突 文

W-25・ 3)葺 陸 線 文 ・ 束」突 文・ 連 続 刺 突 支

iO住居 ・ 1層 隆 線 支 ・ 連 続 声」突 文・ 亥」目 文 流 線 烹・ ミガ キ

沈 線 烹・ 連 続 力J突文

Q-19・ 2層

隆 線 文・ 連 続 刺 突 文

隆 線 文・ 刺 朱 文・ 連 続 策」突 文

198土壌・ 堆 棋 上 隆線文・連続束」突烹

沈 線 菜 ・ 連 統 刺 突 文   回 唇 部 :運統 力」突 文

西 区・ 包 含 層 ォ」染 菜・ 連 続 秦」尖 文   回 唇 部 :刻 目 文

T-20・ 2も膊 連 続 束」突 烹

連 統 刺 条 文

15住居・ 層 No 8 流 練 文 ・ 束」朱 文

E-15。 2層 沈 線 文 ・ 員 殻 刺 突 文

」-7・ 1、  2膚

テー 8 産」突 文 ・ 口 唇 部 亥」目 文 繊 維 混 入 (多 )

第923図 第 I群土器 。第■群土器
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K-8・ 包 含 層 上 面

沈 線 菜

員 穀 束J突 文   口 唇 部 :貝殺 茄」突 文

真 殺 束」尖 文   口 唇 部 :員 殺 に よ る 亥」目文

L-21・ 2層 員 殺 菊」突 文   口 唇 部 :員 殺 声V突 文

198土 壌・ 堆 穣 土 員殺束」突文・条痕文 条 痕 文

“

住 居・ lL穣 土 連 続 声」炎 文 ・ 員 殺 庄 痕 文

西 区・ 包 含 膚 条 痕 文

員 殻 声」突 文 ・ 連 続 刺 突 文

232土 嫉 ・ 1、 2層 員 殺 求」条 文・ 連 続 声」突 支

244上 嫉 ・ 堆 積 上 隆 線 文・ 沈 線 文 ・ 員 殻 刺 突 文・ 刺 突 支

300上 嫉・ 堆 Flk上

T-22・ 風笹」本 沈 繰 文 ・ 連 続 刺 炎 文

沈 線 文 ・ 連 続 束」条 文

16住居・ 床 画 rt線 文 ・ 連 続 声J突 文・ 力」美 文

声」尖 文 ・ 連 続 刺 突 文

沈 線 文・ 連 統 束J突 文・ 刺 突 文

194上 城 ・ 堆 積 土

第924図 第Ⅱ群土器
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M-7・ 包 舎 層

沈 線 文 ・ 束」突 文 ・ 連 続 束」条 文

1■ 土嫉・堆 ryt■ 沈 線 烹 ・ 連 続 束」炎 文

14住居 ・ 2層 沈 線 文・ 茶」条 文 ・ 連 続 力J突文

隆 線 文 ・ 沈 線 文・ 貝 殻 刺 突 文・ 連 続 声J炎 文

洗 線 文 ・ 差」尖 菜・ 連 続 刺 突 文

14住 居 ・ 2層 沈 線 文 ・ 刺 条 文・ 連 続 力J突 文

刺 突 文 ・ 連 続 力」突 文

O-18・ 3層

rt線文 ・ 剤 突 菜・ 連 続 求」突 文

194上転 ・ 堆 僚 ■ 沈 線 文・ 刺 条 文・ 連 続 刺 突 文

沈 線 文・ 連 続 束」突 烹・ 条 痕 文

15住居・ 層 No 8

111上嫉 ・ 堆 様 ■ 沈 線 文 ・ 連 続 刺 共 文

101土嫉 ・ 堆 標 土 声」尖 文・ 連 続 束J突 文

25住 居・ 1膚 刺 突 文 ・ 連 続 斎J尖 支

15住居・ 膚Ne 6 員 殻 圧 痕 文・ 条 痕 文

239上 壊・ 唯 薇 土 沈4R文・ 声」突烹

沈 線 文・ 員 殺 刺 突 文

Cl-18・ 2層

第925図 第■群土器
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員 殻 束」突 文

刺 突 烹・ 条 痕 文

貝 殻 刺 突 女 ・ 連 続 牽」突 文

198上颯・ IL僚上

絨 維 混 入

織 経 混 入

198上 嫉・ 准 Tlt上 条 痕 文 繊 維 混 入

絨 緯 混 入

条 痕 文

N-24・ 2層 連続た」突文・条痕文  目唇部 :亥 J目 文 条 痕 東

L-3・ 包 含 層 刺 突 文・ 条 痕 文

束」突文 織 frt混 入

織 t4混入 (少 )

束」共 文・ 条 痕 文 条 痕 文 籐 混 入

Q-19・ 2a′霞 束」突 文・ 条 痕 文 条 痕 文・ ナ デ

ST-21・ 3層 沈 線 支・ 条 痕 支   口 唇 部 :亥」目 文 条 痕 文

198土嫉 ・ 堆 IIt上 沈 線 文 ・ 条 痕 文

西 区・ 包 含 層 条 痕 文   回 唇 都 :亥 J目 文 繊 維 混 入 (少 )

織 It混入

244上擦・ 雑 械 上 条療 文   口唇 部 :亥」目文 繊 維 混 入

第926図 第Ⅱ群土器 。第Ⅲ群土器
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考

条 痕 文   回 唇 部 :亥 1目 文 繊 維 混 入 (少 )

Q-19・ 2層 条 痕 文   口 唇 部 :刻 自 文 繊 維 混 入

N-17・ 1、 2層

25住 居・ 堆積 土

条痕 文

K-8・ 包 含 層 上 面 条痕 文 繊 維 混 入

条 痕 文 条 痕 文 繊 維 混 入

300上 城・ 堆 猿 上

198圭嫉 ・ 堆 被 土

120、 121土 嫉 ・ 堆 様 土 条 痕 文 織 縫 混 入

条 療 東・ 束J突文

Q-18・ 2層

条 痕 東 織 維 混 入

E-14・ 2層 声」共 文 ・ 条 痕 文 条 痕 文 ・ ナ デ 繊 経 混 入

189、 190上 城・ 堆 横 土 力J突 文 ・ 条 痕 文 条 痕 文 繊 維 混 入

272土 嫉・ 堆 穣 ■

隆 線 文 ・ 夕」目 文 ・ 条 痕 文

繊 維 混 入 (少 )

条 痕 支 繊 維 混 入

第927図 第Ⅲ群土器
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地 区 ・ 層 位 外

14住居・ 膚 No 7 隆 線 文・ 声」突 菜・ 条 痕 女

西 区・ 包 含 層 隆 線 烹 ・ 声」突 文・ 条 痕 文

陸 線 文 ・ 声」突 文・ 条 痕 文 条 痕 文 織 維 湧 入

隆 線 文・ 不 明 庄 痕・ 条 痕 文

条 痕 文 繊 維 混 入

条 痕 文 繊 維 混 入 (多 )

L-7・ 2層 繊 維 混 入

8住居 ・ 炉

242上 城 ・ 堆 薇 土 沈 線 文 ・ 力」突 文 ・ 条 痕 文

15住 居・ 2層 繊 維 混 入

方」突 文・ 条 痕 文

211土 城 ・ 堆 機 上 声!突 文 ・ 条 痕 文

Q-19・ 2a層 声」突 文・ 条 痕 文 繊 維 混 入

沈 線 文 ・ 条 痕 文 繊 維 混 入

14住膚 ・ 膚 No 4 条 疲 支 繊 維 混 入

不 明 縄 文

流 篠 文

14住居・ 層 No 2

Cl-19・ 2層 条 痕 文 繊 kt混入

23住居 ・ 堆 積 上 条 痕 文

織 縫 混 入

第928図 第Ⅲ群土器
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14住居 ・ 層 N97

270上 城 ・ 堆 Fyt土 条 痕 文

14住居 ・ 層 No 4

条 痕 文

条 痕 文

177上壊・ lttrrt上 条 痕 文 繊 維 混 入

243上 嫉・ 堆 僚 上 条 痕 文 繊 維 混 入 (少 )

綴 維 混 入 (少 )

条 痕 文 条痕 文 繊 維 混 入

13住居 ・ 堆 僚 J 繊 維 混 入 (少 )
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地 区 ・ 層 位

244土 嫉 ・ lE僚 土 条疾 文 繊 維 混 入 (少 )

条 痕 文 条 痕 文 織 ft混入

条 痕 文 織 維 混 入

条 療 文

P-21・ 2層 条 痕 文

条 痕 支

0-21・ 2層

西 区・ 包 合 層 条 痕 文 織 維 混 入

条 痕 烹 繊 維 混 入

条 痕 又

条 痕 文

166上嫉・ 堆 積 上

10住居・ 1層 条 痕 文

条 凍 文 繊 維 混 入 (少〉

条 痕 文 繊 維 混 入

件 円 向 司 ゴ ≒ げ げ 巾 出

Cm
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条 痕 文 底 面条 痕 文
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L-lo・ 包 含 層 沈 線 文 ・ LR縄 文

L-8・ 包 含 層

Q-20・ 3)雷 LRttB文 繊 維 混 入

L-8・ 包 含 層 織 維 混 入

隆 線 文・ 条 痕 文 ・ とR縄文

14住居・ 層 No 2 隆 線 又・ 楽 痕 文 ・ LR縄 支

繊 維 混 入

E-25・ 2層 繊 維 混 入

4JAFr混 入

LR縄文 繊 維 混 入

H住 居・ 准 機 上 RL縄文 繊 Ft混入

繊 維 混 入 (多 )

第931図 第Ⅲ群土器 。第Ⅳ群土器



謙
戸

声

塁
壽膚

‐―
軌

ガ
Ⅳ
軌

飴

周
脚
牡

霧周

飢鞠ユ鶴
周

留鶴

岬江難虚

鶴 ∬6

鞠r2

鮎疵

癬:庄

鞠 ▼ 4

式轟爵ユ9

Ｆ

２‐

　

Ｆ

２６

班

虚

ＩヽＸ欝

韓

ユ8鰯

0           5           10cm

備 考

N-20。 2層

繊 維 混 入 (多 )

R-20・ 風 倒 木

R-20・ 2b層 LR縄文 条 痕 文

西 区 ・ 包 含 層 LR審目文

242上 欺 ・ 堆 薇 ■ RI´ 縄 文

RL縄 文 繊 維 混 入

繊 維 混 入 (多 )

繊 維 混 入 (多 )

N-21・ 2層 単 節 多 条 文 繊 維 混 入 (多 )

LR縄烹

繊 維 混 入

9イt居・ 堆 積 上 RL縄 文 繊 経 混 入

K-3・ 包 含 層 上 面 条 痕 文 繊 維 混 入

西 区・ 包 台 膚 RL縄 支

織 経 混 入 (多 )

15住居・ 6層 単 節 多 条 烹 繊 維 混 入

条 痕 文 ・ ナ デ

LR縄文 織 経 混 入 (多 )

LR縄文
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第933図 第Ⅳ群土器

第 1群土器 (第923図 1)

早期前葉に位置付けられる土器群である。格子状の押型文が施文されている土器の体部片で

ある。 1点のみの出土であり、その他の詳細は不明である。

第 H群土器 (第923図 2～ 926図 6)

早期中葉に位置付けられる土器群である。只殻刺突文が沈線文及び「く」字状連続刺突文に

沿って展開するもの (第 1類 )、 沈線文及び「く」字状連続刺突文によって文様が展開するもの

(第 2類 )、 貝殻刺突文及び沈線文のもの (第 3類)がある。それぞれ小破片のみであり、底部

破片もみられず、全体の器形を推定できるような大破片もなく、器形は不明である。

第 1類

只殻刺突文が沈線文及び「くJ字状連続刺突文に沿って展開するもので、口縁部及び体部の

破片が認められている。国縁部は波状口縁のものが多いが、中には平縁のものもみられる。口

縁部上端に連続刺突文が施されるものもある。文様の構成は、二条あるいは、三条の沈線文に

よって文様を区画し、その中に貝殻刺突文を斜位あるいは縦位に充填している。

第 2類

沈線文及び「く」字状連続刺突文によって文様が展開するもので、国縁部及び体部の破片が

認められる。日縁部は波状口縁及び平縁のものがある。また、口縁部上端に連続刺突文が施さ

れているものもみられる。文様の構成は、二条あるいは、三条の沈線文、あるいは隆線文、「く」

字状連続刺突文によって文様を区画し、内部に細い沈線文による斜格子状の文様が施文されて

いる。その他に波状口縁の波頂部に対応する位置に、円形の隆線文に連続刺突文が施されてい

るもの、沈線文に沿って刻目文に近い短沈線文が施文されているもの、押し引き連続刺突文に

よる文様が施文されているものなどがある。



以上の第 1群第 1類、第 2類土器については、宮城県蔵王町明神裏遺跡出土土器に類似して

おり、明神裏Ⅲ式に比定されている。

第 3類

口縁部及び体部の破片が認められる。口縁部は平縁のものが多いが、波状口縁のものもみら

れる①波状口縁のものは、波頂部が 2つ に割れている。口縁部直下から体部にかけて、貝殻に

よる縦位の刺突文が、 1段から数段重なって横方向に帯状に施文されている。口唇部に同様の

貝殻刺突文が施文されているものもみられる。また、貝殻刺突文の各段の間に、細い沈線文に

よる山形文がみられるものがある。これらの土器群は宮城県高清水町大寺遺跡、白石市保原平

遺跡等に類例がみられ、大寺 2式に上ヒ定されている。

第 III群土器 (第926図 7～ 931区 6)

早期後半に位置付けられる。いわゆる条痕文系土器である。胎土中に植物繊維を含んでおり、

土器の外面及び内面に、貝殻条痕文が施文されている。この中には、後述する第Iv群土器に属

する土器の一部の破片が含まれていることも考えられるが、早期後葉～末葉の土器の中では、

図示資料が最も多くなっている。国縁部、体部破片及び底部破片が認められる。器形が推定で

きるような大破片はみられず、全体の器形については不明である。外面の文様の種類には、貝

殻及び半我竹菅状の工具による連続刺突文の施されたもの(第 1類 )、 体部の屈曲部に太い隆線

文が施されるもの (第 2類 )、 半載竹菅状の工具による沈線文が施されるもの (第 3類 )、 貝殻

条痕文のみのもの (第 4類)があるが、それぞれが組み合って施文されているものもみられる。

第 1類

口縁部及び体部の破片が認められる。口縁部資料は、平縁のものが多いが、突起が付される

ものもみられる。平縁のものには、口唇部に刻目文が施されるものがあり、刻目が大きくなり、

小波状を呈するものもみられる。また、口縁部に粘土を貼 り付け、二重口縁状を呈しているも

のが 1点みられ、二重回縁の部分に縦位の貝殻刺突文が施文されている。その他のものは、口

縁部から体部にかけて、半我竹菅状の工具による連続刺突文が施文されている。これらの刺突

文は、二列から二列の列状をなしているものが多 く、横位、斜位、縦位及び曲線状態に施文さ

れている。中には「T」 状や横位の「V」 状になっているものもみられる。

第 2類

口縁部及び体部の破片が認められる。国縁部は平縁のものと波状口縁のものがある。口唇部

に刻目文が施されるものもある。沈線文は、半我竹菅状の工具によって、口縁部直下から斜位

に 2条施文されたもの、半載竹菅状の工具による横位の刺突文の下に細い竹菅状の工具によっ

て斜格子状に施文されたものがある。その他に横位、縦位、曲線状に施文されているものがあ



る。また、内面に縄文が施文されたものが認められる。

第 3類

体部の破片のみが認められる。体部に屈曲する部分が認められ、その部分に幅の広い、下端

幅に比べて高さの低い、隆線文が施文されているものである。隆線文上、あるいは隆盛文の下

端部分に刻目状、あるいは指頭状圧痕様の刺突文が施文されているものがある。刻目様の刺突

文はみられるが、隆線のみられないものについてもこの類に含めた。

第 4類

口縁部、体部及び底部の破片が認められる。口縁部は平縁のもののみであり、波状口縁はみ

られない。口唇部に刻目文が施文されたものもある。国縁部直下から底部まで、内、外面 とも

に貝殻条痕文のみが施文されている。本類の口縁部には前述の第 3類の口縁部が混在している

可能性がある。底部資料については、体下部の破片を含めて 6点が認められている。底部形態

は、尖底のもの 1点、平底のもの 2点、尖底あるいは丸底になると考えられる体下部 3点であ

る。尖底のものは、外面只殻条痕文、内面ナデ調整であり、平底のものは底面内、外面ともに

貝殻条痕文である。

また、前述の第 1類から第 4類 までの口縁部及び体部破片の内面の文様、調整については、

貝殻条痕文のみが施文されているもの、縄文が施文されているものがあり、貝殻条痕文をナデ

消しているものもみられる。

これらの上器群は、宮城県柴田町槻木貝塚、小牛田町素山只塚等に類例が見られ、槻木H式

あるいは素山Ha式 とされている。しかし、これらの上器群は、内外面共に貝塚条痕文が施文

されているもののみではなく、外面に縄文が施文される、次項の第Ⅳ群土器 と層位的に分離さ

れなかった。

第Ⅳ群上器 (第931図 7～ 933図 5)

早期末葉に位置付けられる、いわゆる縄文条痕文系土器である。胎土中に多量の植物性繊維

を含んでおり、外面に縄文及び貝殻条痕文、内面に貝殻条痕文が施文されたものと、ナデ調整

が施されて、貝殻条痕文がみられないものがある。口縁部、体部及び底部の破片が認められる。

器形が推定できるような大破片はみられず、器形については不明であるが、各部位の破片を総

合すると、概ね口縁部は外反し、体部の屈曲は小さく、底部は尖底あるいは丸底風になるもの

と思われる。口縁部は平縁のもののみで、波状口縁あるいは突起が付 くものはみられない。日

唇部に、刻目文を施すもの、口唇部から口縁部の内面上端にかけて縄文が施文されるものもみ

られる。また、口縁部直下から斜方向に撚糸圧痕文がみられるもの、数条の沈線紋が施文され

るものがある。体部には、やや幅の広い隆線文が施されるものがあり、その隆線文を境に、上



位に貝殻条痕文、下位に縄文が施文されている。この隆線文については、口縁部文様帯を区画

するもので、上部の貝殻条痕文の部分は、地文以外の文様帯 となっている可能性もある。底部

資料は、体下部の破片を含めて 3点認められている。形態は、尖底のもの 1点、尖底あるいは

丸底風のもの 2点である。外面は縄文が施文されているが、内面には、尖底のものは貝殻条痕

文、他のものは条痕文はみられず、ナデ調整が施されている。

外面の縄文の原体については、単節 LR及びRL、 LR及びRLの単節多条文があるが、そ

の中でもLRの原体が最も多く用いられている。その施文方向は、横位方向のものが最も多い

が、斜位方向のものもみられる。また、羽状縄文については、図示資料中には認められず、図

示資料以外の資料中にもほとんど認めることができなかった。

これらの上器は、外面縄文、内面条痕文のいわゆる縄文条痕文系土器で、出土状況から層位

的関係は不明であるが、型式の上からは、素山Hb式、上川名Ⅱ式、梨木畑式、船入島下層式

が存在している。今回出土した資料は、日縁部の文様帯が明確ではないため、対比することは

難しいが、羽状縄文がほとんど伴っていない点から考えると、素山Hb式が最も近いものと考

えられる。また、内面に貝殻条痕文がみられないものについては、明らかに条痕文が施文され

なかったものであるか、施文後にナデ消されているものであるか、施文後摩滅等によって残存

しなかったものかは明らかではないが、条痕文が施文されていなかったものと考えると、船入

島下層式よりも後出のものである可能性があると考えられる。

第 V群土器 (第 934図 1)

東区西側遺物包含層より1点出上しているのみである。体部破片であるが、大きく内弯し、

球形に膨 らむような器形が考えられる。外面には、半載竹菅状の施文具による平行沈線によっ

て山形文が横位に 2段、その下位に、同じ施文具による横位の平行沈線文が施文されている。

横位の平行沈線の下位には縄文が施文されている。内面には、横位のミガキ調整が施されてい

る。以上のような特徴を有する土器は、宮城県七ヶ浜町大木囲貝塚、涌谷町長根貝塚などの出

土土器中に認められ大木 3～ 6式に比定されている。本資料は 1点のみであり、その他の詳細

は不明であるため、前期中葉から末葉の範囲内の時期のものであると考えておきたい。

第Ⅵ群土器 (第934図 2～ 6)

東区北側谷部遺物包含層及びその周辺を中心に出土している。口縁部及び体部の破片が認め

られる。小破片のみで、全体の器形を推定できるような大破片はみられない。口縁部は、平縁

のものと波状口縁音[の ものがあり、平縁のものには、河ヽ突起が付 くものもみられる。また、口

唇部が肥厚しているものが多 くみられる。形態として、頸部で「 く」状に屈曲して直線的に外



傾するもの、やや丸味をもって外傾するものがある。前者には、細い隆線文によって直線文等

の幾何学文様が施文されており、後者では口縁部直下に回縁部 と平行の沈線文を 1条から数条、

頸部に横位の隆線文や沈線文を施文し、両者の間を縦位の沈線文によってうめているものが多

い。また、波状口縁の波頂部の下部に橋状の把手が付され、横位の沈線文に渦巻文が付されて

いるもの、口縁部の文様帯内部に細い沈線文や、三角形の刺突文が施文されているものもみら

れる。体部には細い隆線文による渦巻文が施文されており、隆線文上には、半載竹菅の施文具

による細かな刻目文が施されているもの、縦位に数条の平行沈線文のみが施文されているもの

などがみられる。

これらの特徴を有する土器は、宮城県涌谷町長根只塚、仙台市北前遺跡、山形県遊佐町吹浦

遺跡等から出土しており、大木 6式に比定されている。

2～ 6 Ⅵ群土器

第934図 第VoⅥ 群土器

第ⅥI群土器

中期初頭に位置付けられる土器群である。破片資料が多 く、全体の器形が判明する資料はな

いが、体部上半以上の大破片が多 く、復元によって、器形の概略を把えることができる。器形

が把えられたものは、全て深鉢形土器であり、鉢形土器あるいは浅鉢土器は認められなかった。

器形及び文様の施文部位、文様の種類等によって分類される。

深鉢

体部の膨らみがみられるもの (A)と 、体部が直線的で膨らみがみられないもの (B)に分

けられる。

(A類)(第935図 1～ 9)

Al類 :体部が球形に膨らみ、頸部で「く」字状に屈曲し、日縁部が外傾するもの、平縁と波

状口縁のものがあり、平縁のものには突起がつくものがある。

口縁部の文様の種類から下記に分けられる。

a.1は肥厚した口縁部及び頸部に刻目文が巡 り、その間を4箇所の縦位の刻目文を施された

隆帯が区画し、横位の平行沈線文及び波状沈線文が施文される。体部は無文である。

b. 2は 口縁部に突起を持ち、口縁部に 1条及び頸部に 2条の刻目文が巡っている。頸部の突
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起に対応する部分に橋状の貼 り付けがみられ、その間に綾絡文が施される。体部は結束縄文が

施される。

C.3は突起部から縦位に 2条、刻目文が施された隆線が垂下して口縁部を区画し、頸部に貼

付文がみられる。その間に平行沈線文、渦巻き文、山形文、刻目文が施文されている。体部は

無文である。

A2類 :体部に緩やかな膨らみをもち、頸部で「く」字状に屈曲し、国縁部が外傾するものと、

頸部の屈曲が緩やかで口縁部が直立気味のものがある。前者には口縁部が内弯気味に外傾し、

突起のつくものもある。

口縁部の文様の種類により下記に分けられる。

a. 4は口縁部に突起をもち、肥厚した口縁部及び頸部の隆線文、それらの中間に横位に刺突

文が巡っている。突起部分には 2個の短い隆帯 と「 C」 字状の隆線文がつけられ、刺突文が施

文されている。

b.5は肥厚した回縁部及び頸部の隆線文上に刻目文が巡っている。その間を 4箇所の刻目文

を施された「へ」字状の隆帯が区画し、その区画内に短い沈線による波状文が施文される。

C.6は 口縁部に 2個の突起をもち、肥厚した口縁部は無文になり、頸部の隆帯まで、横位の

沈線文と細かい 2個 1対の刺突文が施される。

a～ Cの いずれも体部の文様は結束縄文である。

A3類 :7～ 9は 口縁部のみが残存するものであるが、頸部の屈曲から体部が膨 らむ器形にな

ると考えられるものである。口縁部が直線的に外傾するものと、内弯気味に外傾するものがあ

る。

口縁部に方形区画の隆線文が施されるもので、隆盛上には刻目文が施されている。区画内に

縦位の条線文、縦位の連続刺突文、横位の平行沈線文とそれに伴う刺突文が施文されるものが

ある。

(B類)(第 935図 10～ 13)

Bl類 :体部に膨らみがなく、直立の円筒形を呈している。頸部で「 く」字状に屈曲し、口縁

部が内弯気味に外傾するものと、頸部で屈曲せず口縁部が直立するものがある。

口縁部の文様の種類により下記に分けられる。

a。 10は 口縁部に方形区画の隆線文が施されるもので、縦位及び横位の隆線文に刻目文が施さ

れている。口唇部直下に横位沈線文が施され、その内部に縦位の沈線文が施される。体部の文

様は磨滅のため不明である。

b.11は aと 同様、方形区画の隆線文が施されるが刻目文は縦位の隆線文にのみ施される。ま

た、縦位の結束縄文である。





C.12は 口唇部直下の横位の沈線文 と頸部の刻目文の施文された隆線文によって区画されたも

ので、口唇部には 2個 1対の小突起が 4箇所につけられ、突起に対応する部分の「の」字状の

刻目が施された隆線文と、その間に円形及び斜位の沈線文、刺突文が施されている。体部の文

様は、結束のあるRL・ LR縄文である。

B2類 :13は体部が直線的に外傾し、頸部でゆるく「く」字状に屈曲し、口縁部が内弯気味に

外傾するものである。

肥厚した口唇部 と頸部に隆線文が施され、口唇部の 2個 1対の突起を除いた部分 と頸部の隆

線文に刻目文が施され、日縁部を区画している。突起部分から頸部の隆線文まで「し」状の刻

目文を施した隆線文がつけられ、それらの間に格子状の沈線文と横位の沈線文が施文される。

体部の文様は結束のあるLR縄文である。

以上より第Vl土器群はAl・ a～ c、 A2・ a～ c、 A3、 Bl・ a～ C、 B2に 分類され

た。破片資料も同様の特徴を有するものである。

これらの土器の出土状況は、北側谷部遺物包含層 2層から・数量的には比較的まとまって出

上している。しかし、層中での遺物の出土状況には規則性は認められなかった。

第Ⅶ群土器に類似する資料は、宮城県七ヶ宿町小梁川遺跡、涌谷町長根貝塚、迫町糖塚貝塚

等で出土しており、糖塚式あるいは、大木 7a式 とされている。しかし、糖塚式については、

大木 7a式 とは分離して一型式として考えることについて、否定的な見解が多 く、大木 7a式

の中に含めて考えられることが多いようである。また、大木 7a式上器について、長根貝塚出

土土器の検討から2段階に細分され、さらに3段階に細分する可能性についても指摘されてい

る。

第Ⅷ群土器については、第 1段階、第 2段階に該当する土器が認められる。しかし、それら

の上器は、東区北側谷部遺物包含 2層から混在した状態で出土しており、層位的に変遷を裏付

けられる資料は得られていない。これらについては、今後の課題とされている部分であるが良

好な出土状況から、型式内での細部の変遷が裏付けられる資料を積み重ねることによって、結

論が導き出されるものと思われる。

第Ⅵ‖上器 (第 936図 1～ 3)

1号竪穴遺構、東区西側遺物包含層などから出上している。口縁部及び体部の破片が認めら

れる。全体の器形を推定できるような大破片はないが、体部上半部以上の破片を総合すると、

キャリパー形を呈する器形であると考えられる。口縁部は、平縁のものと、ゆるやかな波状口

縁ものがある。口縁部の文様は、隆線文 とそれに沿って施された沈線文 (=隆沈文)があ り、

頸部には、横位の平行沈線文が施文されたものと、隆沈文が施文されたものがあり、その間に



隆沈文による渦巻文が施されている。体部には、頸部の横位の平行沈線文、隆沈文から、隆線

文、隆沈文が下垂するものや、渦巻文が施されているものがあり、棘が付されているものもみ

られる。

これ らの上器群に類似する資料は、宮城県大郷町大松沢貝殻塚貝塚 。南方町青島貝塚、大和

町勝負沢遺跡等から出土してお り、大木 8a式あるいは大木 8b式に比定されている。第ⅥH群

土器についても、大木 8aぁ るいは大木 8b式 に

'ヒ

定 されるものであると考えられる。

第IX群土器 (第936図 4～ 6)

土墳堆積土、東区西側遺物包含層、基本層などか ら出土 しているが出土状態に規則性はみられ

ない。器形が判明するものは47、 48号土墳から出上 した 1点のみであり、体部が底部から直線

的に外傾 し、口縁部がやや内弯する深鉢である。その他のものには、全体の器形が推定できる

ような大破片はみられないが、体部から口縁部 にかけて直線的に外傾するもの、口縁部が内弯

するもの、体上部で「く」字状に屈曲して、口縁部が内傾するもの、などの深鉢あるいは鉢形

土器がある。文様は、沈線文による 4単位の「∩」文 と三角文があり、内部に縄文が充填され

ている。他の口縁部では、前述のものと同様、内部に縄文が充填されている、沈線文による「∩」

文があり、隆線文による同様の「∩」文のもの、楕円文のものがある。また、体部には、隆線

文による「∩」文があるいは、精円文、文様の端部に橋状把手がつくものもみられる。

これらの土器群に類似する資料は、宮城県大衡村上深沢遺跡、南方町青島只塚等から出土し

ており、大木 9式に

'ヒ

定されている。第Ⅸ群土器についても大木 9式に比定されるものである

と考えられる。
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第X群土器

今回の調査で最も多 く出上している土器群であり、竪穴住居跡、土娯、遺物包含層などから

出土している。特に竪穴住居跡、東区西側遺物包含層から出土しているものが多い。それらの

うち復元資料を中心に分類し、検討する。器形は深鉢、浅鉢、壷形土器がある。

深鉢

第 1類「 J」 字状文のもの

「 J」 字状文のものは、竪穴住居跡及び東区西側遺物包含層から主体的に出上している。こ

れらのものは、文様構成の点から、「 J」 字状文のみのもの (la類 )、 体部中央部に横位の区

画線があり、区画線より上位に「 J」 字状文がつけられ、下位は地文のみのもの (lb類 )、 体

部中央部に曲線文がつけせれ、上位に「 J」 字状文がつけられるもの (lC類)がある。

la類 (第937図 1～ 8)

器形には、平縁のもの (1～ 5)と波状口縁のもの (6～ 8)がある。平縁のものは、全て

底部を欠いており、体下部以下については不明である。 1～ 3は、口縁部が緩やかに外傾 し、

体部中央部がやや膨らむものである。文様は沈線文によって「 J」 字状文が施されている。 1、

2は比較的幅広で浅い沈線によって「 J」 字状の無文帯を区画している。 5は、文様の下半部

を欠いているが同様の文様であると思われ、 3、 4の文様は比較的細い沈線によって施文され

ている。 5は、頸部で「く」字状に屈曲して口縁部が内傾し、体部が直線的に外傾しているも

のである。文様は沈線文が伴った隆線文 (隆沈文)に よる「 J」 字状文が施文されている。 6

は、底部を欠いており、体下部以下については不明であるが、国縁部は外反し、体部中央部が

膨らむもので、隆線文による「 J」 字状文が、波状口縁の波頂部に対応する位置に施文されて

いる。 7、 8は、底部から体部にかけて直線的に外傾 し、体上半部から口縁部にかけて大きく

内弯しており、隆線文による渦巻状の「 J」 字状文が、波状口縁の波頂部に対応する位置に施

文されている。 7については、渦巻状の「 J」 字状文の一部が左右に延びており、渦を巻かな

い「 J」 字状文がそれらの間に施文されている。文様単位は、 1が 6単位、 2～ 5、 8が 4単

位、 6、 7が 3単位であり、いずれも地文は充填縄文である。

lb類 (第938図 9～ 10

器形には、平縁のもの (9)、 波状口縁のもの (10)がある。 9は、口縁部が外傾し、体部中

央部がやや膨らむもので、幅広の沈線文によって体部の最も膨 らむ部分に横位の区画線が施文

され、下位は無文帯で、上位に同様の沈線文による「 JJ字状文が施文され、「 J」 字状の一部

が横位に延びている。10は 、底部から体部にかけて、緩やかに外反しながら立ち上がり、体上

部から口縁部にかけて大きく内弯している。体部中央部に波状隆沈文が二条平行して施文され





て区画線 となっている。下位は地文のみで上位は波状口縁の波頂部に対応する位置に「 J」 字

状文、その間に渦巻状の「 J」 字状文が施文されている。 9は単位数は不明であるが、10は 4

単位である。地文は充填縄文である。

lC類 (第938図 11～ 12)

器形には、平縁のもの (H)、 波状口縁のもの (12)が ある。11は 口縁部が外傾し、体部中央

第X群土器 似)



部が膨らむもので、口縁部から体上部にかけて、隆沈文による「 J」 字状文、体部中央部の膨

らんでいる部分に波形あるいは「∩」状の文様が隆沈文によって施文されている。12は体部は

外傾し、波状口縁の波頂部が内弯している、隆沈文によって波状口縁の波頂部から変形の「 J」

字状文が施され、体部に12と 同様の文様が施文されているものと考えられる。文様単位は、11

は8単位と考えられ、12は 4単位であり、地文は充填縄文である。

第 2類 楕円文のもの (第938図 13～ 14)

器形には、平縁のもの (13)、 波状口縁のもの (14)がある。13は 、体部上部で「く」字状に

屈曲し、口縁部は内傾する。隆線文によって橋円文が施され、楕円文の間の隆線文はカマボコ

形に盛 り上がっている。14は 、底部から直線的に外傾し、体上部で屈曲して口縁部にかけてさ

らに開く、体部に横位の隆線文による区画線があり、上位に文様が施され、下位は地文のみで

ある。隆沈文による楕円文と偏平な渦巻文が 2個連結した文様がある。13と 同様に楕円文の間

は盛 り上がっている。文様単位は、13が 7単位、14が 6単位である。地文は充填縄文である。

第939図 第�群土器



第 3類「 C」 字状文 (第938図 15～ 939図 16)

器形は、口縁は平縁であり、小突起が付 くものもみられる。日縁部は緩やかに外傾し、体部は

やや膨 らんでいる。15は 、体部中央部に隆沈文による横位の区画線を施し、上位に隆沈文によ

る「C」 字状文を施文している。16は 沈線文によって文様が区画されており、「く」字状文の間

の部分の、体部の横位区画線文による玉抱文が付けられ、内部に刺突文が施文されている。「C」

字状文 と口縁部の突起の位置は対応しない。磨消縄文である。

第 4類「∽」字状文のもの (第939図 17)

17は 、口縁は平縁で、ほぼ直立しており、体部はやや膨らみ底部から直線的に外傾している。

体部中央よりやや下位,こ 、波状に幅広の沈線文が横位にめぐり、以下は地文のみで、上位に同

様の沈線文による「∽」字状文が施文されている。「∽」字状文の区画内部に縄文内部に縄文が

充填されている。文様単位は 4単位である。

第 5類「 S」 字状文のもの

「 S」 字状文のものには、横に流れた「 S」 字状文の先端 と末端が連結したもの (5a類 )、

連結「 S」 字状のもの (5b類 )、 変形「 S」 字状文のもの (5c類)がある。

5a類 (第940図 18～ 20)

器形は、口縁部は全て平縁である。18は 、体部は直線的に外傾し、頸部で屈曲し、口縁部は直

線的に外傾するものである。体部から屈曲する頸部にかけて、隆沈文と隆線文による横長の「 S」

字状文が施文されている。屈曲した頸部より上位は無文帯になっている。体部の傾き具合から、

鉢あるいは浅鉢形のものである可能性もあるものである。19は 、口縁部が外傾し、体部中央部

はやや丸味を持ち下部はすばまっている。隆線文 と沈線文による横に流れる「 S」 字状文が施

されている。特に「 S」 字状文の頂部付近では沈線文が途切れている。また、普通地文が施さ

れる「 S」 字状文に挟まれた部分には、縦位のやや網目の沈線文が施文されている。20は、底

部から口縁部にかけて直線的に外傾しており、口唇部内側が肥厚している。隆線文と隆沈文に

よって「 S」 状文に近い「 S」 字状文が施文されている。文様が「 S」 字状にならず波状を呈

し、「 S」字状文が重複しているように見える部分もある。これらの文様単位は、18及び20が 4

単位、19は 6単位である。

5b類 (第940図 21～ 24)

器形は、日縁部は、全て平縁である。21は 、口縁部が外傾し、体部が膨 らむものである。隆

沈文による「 S」 字状文が施文され、各部分で連結しているものである。22は 、底部から口縁

部にかけて、緩やかに内弯しながら外傾する。沈線文による「 S」 字状文が施文され、21と 同

様各部で連結している。地文は磨消縄文である。23は体部中央部がやや膨らみをもち、日縁部

はほぼ直立している。細い沈線文による「 S」 字状文が施文され、先端部を末端部で連結して



いる。文様の施文部位は、国縁部より若干下がった部分であり、口縁部は無文帯になっている。

24は 、頸部で大 きく弯曲し、国縁部は内傾 している。隆沈文による「 S」 字状文が施文されて

お り、先端部は連結 している。日縁部の形状から注口が付いていたものであることも考えられ

る。文様帯位は21のみが明 らかであり、 7単位であるが、「 S」字状文になっていない単位 もみ

られる。
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5C類 (第 941図 25～ 26)

器形は、平縁で小突起が付 く。25は体部から口縁部にかけてやや内弯気味になっている。隆線

文によって玉抱き状の変形「S」 字状文が施されており、「 S」 字状文の上半部には、内部に弧

状の隆線文が施文されている。26は隆線文と隆沈文によって24と 同様玉抱きの変形「 S」 字状

文が施文され、隆沈文の一部が盛 り上がって鰭状になっている。玉抱き部には円形の刺突文が

施文されている。文様単位は、25、 26と もに4単位である。

第 6類「∫」状文のもの (第941図 27～ 942図 32)

器形には、平縁のものと波状口縁のものがある。27は体部から口縁部にかけて緩やかに内弯し

ている。隆線文及び隆沈文によって「∫」状文が施文されている。文様単位は 5単位であり、

口縁部に補修孔がみられる。28～30は、波状口縁のもので、口縁部は外傾し、体部下半部が若

干膨らみを持つ。沈線文によって文様が施文されている。29の みが 6単位の文様で 4単位の波

状口縁と文様の位置が対応しない。31は 口縁部を欠 くが体部が膨らみをもっている。隆線文及
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び隆沈文で文様が施文されてお り、文様単位は 8単位である。32は底部から体部にかけて緩や

かに外反しながら立ち上が り、体部がやや膨 らみ口縁部は短 く外イ頃している。国縁部の内側は

やや肥厚 している。隆線文によって「
「

」状文が施文されているが、体部中央部の無文帯部分

は半分に区切 られている。また、体下部に横位の隆線文がめぐり、体部の地文部分 と底部の無

文部分を区画 している。これらの土器の地文は、充填縄文のもの、磨消縄文のものの両者がみ

られる。

第 7類「コ」字状文のもの (第942図 33～ 943図 39)

器形には、平縁のものと波状国縁のものがある。33～ 36は 、平縁もので、口縁部が外傾 し体

部中央部にやや膨 らみをもつものである。33、 34は、隆沈文によって「コ」字状文が施文され

ている。33は「コ」字状文の一部が波状になってお り、34は 「コ」字状文が連結 し、体郡中央

部の運結部に区画線がなく、体部中央部に波形の無文帯が形成されている。また、35・ 36は沈

線文によって文様が施文され、36で は、「コ」字状文の連結部で玉抱文が付 き、内部 に束」突文が

充填されている。35に ついては、口縁部の連結部に区画線がなく、口縁部は無文になっている。

37は沈線文による逆「コ」字状文が施文されている。国縁部の連結部には区画線がな く、無文

帯になっている。体部中央部の連結部では鰭状の隆線文によって区画され、下部に刺突文が充

填されている玉抱文が付いている。 また、口縁部の下部にも鰭 1犬の隆線文が施文され、「コJ字

よりも「ノ」字状文 とも考えられる。 6単位の文様であるが、精円形を呈する単位 もある。38
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は波状口縁のもので、体部中央部が膨らみ、体部上部で大きく屈曲し、国縁部はやや内弯しな

がら外傾する。口縁部下部に隆線文がめぐり、国縁部は無文帯となっている。波状口縁に対応

する位置に隆沈文による逆「コ」字状文が施文されているが、各部の角がなく、楕円形を呈 し

ており、それぞれが連結している。文様の流れからこの類に含めた。文様の先端の無文部の中

に、隆線文が施文されている。39は 、隆線文 と隆沈文によって施文されているが、国縁部がか

けており、「
「

」状文あるいは「ヨ」字状文のいずれかのものであると思われる。

第 8類 :縦位楕円文のもの

縦位楕円文のものは、玉抱文として「 s」 字状文や「 S」 状文、「コ」字状文に付随する形の

ものが多いが、文様の主体となっているものをこの類 とした。縦位楕円文内部に刺突文が充填

されているもの (8a類 )と 、楕円文が「U」 字状に表わされたもの (8b類)がある。

8a類 (第944図 40～ 42)

器形は、国縁は平縁で小突起が付 くものと波状口縁のものがあり、回縁部は外傾し、体部が

膨らむもの (40、 41)も ある。40は突起部の下位に刺突文の充填された縦位楕円文が施文され、

さらに下位に、横位に沈線文による区画線文がめぐっており、上位は無文帯になっている。下

位は地文のみである。41、 42は鰭状の隆線文 と沈線文によって縦位楕円文が施文されており、

下位には鰭状隆線文が下垂している①42の ものには刻目状の刺突文がみられる。41は、日縁部

及び体部に横位に沈線文がめぐって無文帯を形成して楕円文を連結している。42は 、沈線文に

よつて口縁部 と楕円文の外傾に無文帯を形成し、さらに体部に沈線文をめぐらせて楕円文を連

結している。楕円文の外側の無文帯は、「U」 字状になっている。
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8b類 (第 944図 43～ 945図 45)

器形は平縁のもので、小突起が付 くものがある。43は、口縁部はほぼ直立し、体部上部が若干

くびれている。口縁部及び体部に横位の沈線文がめぐり、その間の口縁部の突起の下部に沈線

文によって「U」 字状の文様が施文される。「U」 字状の区画の内側には刺突文が充填されてい

る。44は、体中央部がやや膨らみ、口縁部にかけて内弯気味になるもので、口縁部に沈線文に

よる横位の区画線をめぐらし、その下位に「U」 字文を施文し、その間をまた沈線文による無

文帯で連結している。45は、小形のもので、底部から体部にかけてやや丸味をもって立ち上が

り、日縁部は直立するもので、口縁部は平縁である。ひっかき傷のような細い沈線によつて文

様が施文されている。口縁部の下部に横位の区画線をめぐらし、その下位に「U」 字状文とそ

の間に「∩」文が施文されている。地文は施文されていない。

第 9類 (第945図 46)

45は、 4単位の大波状 とその間の小波状の突起をもつ口縁部で、大波状部に注口が付いてい

るもので、体部は直線的に外傾し、頸部で「く」字状に屈曲し、口縁部は内傾している。小波

状部の波頂部から下垂した隆線文が、屈曲した頸部をめぐっており、それに沿って連続刺突文

が施文されている。体部には隆沈文によって「0」 状文が施文され、注口に対応する部分に鰭

状の隆線文が施されている。

第10類 :方形区画文のもの (第 946図 47～ 50)

器形には、平縁のものと波状口縁のものがあり、平縁のものは体部中央部が膨らみ、口縁部に

かけて内傾するもの (47)と 、体部上部で「く」字状に屈曲し、口縁部は直立気味で体部中央

部が膨らむもの (48・ 49)、 体上部が膨らみ、底部にかけてすばまり、口縁部を欠いているが、

上き[に かけて内傾しているもの (50)が ある。47は、口縁部から下垂した隆線文が頸部をめぐ

ド(
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り、口縁部の無文帯を形成 している。体部には、沈線文による方形区画文が施文され、連結部

分に鰭状の隆線文が施文されてお り、方形の区画が途切れる部分 もある。文様単位は 6単位で

ある。48の 口縁部は、小波状の突起が連なる形の部分 と、円筒形の小突起の部分がある。体部

には、隆線文による方形区画文が施文されている。方形区画文の一部が隆線文によって区画さ

れ、区画された部分では、中央に隆線文が施文されている。49は 、 4個の大波状部 とその間の

小波状部による波状口縁で、大波状部には山形の貼付文を施 し、穿孔 している。大・小の波状

部から下垂する隆線文が頸部をめぐり、日縁部の無文帯を区画している。体部には沈線文によ

る方形区画文が施されている。50は 、隆線文による方形区画文が施文されている。
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浅鉢 (第946図 51～ 52)

浅鉢は出土点数が少なく分類は行なわない。51は頸部で「く」字状に屈曲し、口縁部は内傾し

ている。体部中央部に横位の隆沈文がめぐり、上位の文様帯を区画し、隆線文と隆沈文で二重

に区画した横位の楕円文が施文されている。52は体部中央部で「 く」字状に屈曲し、口縁部に

かけて内傾する「そろばん玉」状の器形になると思われる。体部の屈曲部分に隆線文をめぐら

し、口縁部から「ノ」字状に下垂する隆線文と曲線状の隆線文による文様が施文されている。

壼形上器 (第947図 53～ 55)

壷形土器についても浅鉢同様分類は行なわない。53は体部下半が球形に膨らみ、上部は円筒

状を呈する。隆線文及びそれに連続する橋状把手による楕円文が施文され、体下部と上部で橋

状把手によって連結している。54は小形のもので、国縁部は小さく内傾している。口縁部 と体

部に 2対の橋状把手が付き、上下の把手の間に縦位の楕円形の文様が施文され、隆沈文によって

連結されている。器面に丹塗 りの痕跡がみられる。55は 、口縁部の下部に隆線文がめぐり、穿

孔されている。体部には、隆沈文によって「 J」 字状の文様 と、楕円文、体下部に波形の隆沈

文が施文されている。

以上のように第X群土器については、深鉢が10類に分類され、浅鉢、壷形土器も出土してい

る。しかし、土器の出土状況をみると、竪穴住居跡出上のものについては、床面あるいは床面

下の住居内施設から出土しているものは少なく、堆積土から不規則な状況で出上しているもの

が大部分であり、一定のまとまりをもった出土状況を示すものは少ない。東区西側遺物包含

層から出上しているものと、15号住居跡から出土しているものが比較的まとまりをもって出土

しているものである。それらについても以下の状況であり、共伴関係として把えることは難し

い。

東区西側遺物包含層では、第 la類、第 lb類、第 2類、第 4類、第 5a類、第 5b類、第

9類が出上している。この遺物包含層はa.bの 2層 に分離できた部分があり、 a層が上層、

b層が下層である。そのデータから、確実に下層から出土しているのは第 la類であり、上層
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から出上しているのは第 9類である。もの他のものは出土状況から層位的に分離することはで

きず、混在した状況である。このことから、第 9類 と第 la類の前後関係が判明するのみであ

るが、その他の各類については、遺物包含層中に混在するという状況しか把えられず、またこ

の遺物包含層には後期の上器 も混在しており。 a・ b各層に分離できなかったものについては、

共伴関係を把えるのは困難である。

15号住居跡では、第 5b類、第 5C類、第 6類、第 7類、第 8a類、第 8b類、第10類が出

土している。しかし、出土状況をみると、復元された土器については、堆積土各層から破片が

出土しており、床面から出土しているものはほとんどないという状況であり、完形品に近いも

のは、堆積土上層段階で検出されて、堆積土各層を掘り下げても、層 No.7あ るいは9ま で残っ

ているというものもあり、住居跡が埋まり始めた段階で入 り込んだ土器が、堆積土各層が堆積

する中で、それぞれの層に破片を供給していったものと考えられ、概ね層 No.7あ るいは 9出土

のものとして把えられるものと思われる。

以上のことから、編年的な位置付けを考えると、第X群土器については大木10式に属するも

のであるが、現在、各地の資料の比較、分析から第 I段階から第Ⅳ段階までの変遷が考えられ

ている。10類に分類された深鉢については、第 1類から第 3類のものは、「 J」字状文、楕円文、

「C」 字状文などの特徴から、福島県二本松市塩沢上原遺跡、宮城県七ヶ宿町小梁東遺跡等の

出土土器に類似しており、第 I段階に位置付けられる。

第 4類のものは、「∽」状文を特徴としており、塩沢上原遺跡等から出上しており、第H段階

に位置付けられると思われる。

第 5類から第 8類のものは、「 S」 字状文、「∫」状文、「コ」字状文、縦位楕円文を特徴 とし

ており、宮城県白石市菅生田遺跡、鳴瀬町梨木囲只塚等の出土土器に類似しており、第H段階

に位置付けられる。この第■段階の上器は菅生田遺跡出土土器の分析からA・ Bグループに 2

分され、A→ Bと いう変遷が考えられている。今回出上した第 4類土器については、その特徴

から第H段階でも菅生田遺跡Aグループ土器群よりさらに古い、第 I段階に近い様相を示すも

のと思われる。また、第 5類については菅生田遺跡Aグループ段階のものと考えられ、第 7類、

第 8類については、菅生田遺跡Bグループ段階のものと把えられるが、これらについては、体

下部をめぐる隆線文の存在など、第Ⅲ段階に近い、あるいは平行するという可能性についても

今後検討していかなくてはならない問題であると思われる。

第 9類については、頸部の連続刺突文を伴なう隆線文及び、体部文様の特徴から、宮城県松

島町西ノ浜貝塚出土土器に類似 しており、第二II段階に位置付けられる。

第10類については、方形区画文という特徴から、宮城県仙台市六反田遺跡、蔵王町二屋敷遺

跡等出土土器に類似しており、最終段階である第Ⅳ段階に位置付けられるが、第Ⅳ段階につい



ては、その存在は指摘されているが、層位的に良好な出土状況を示す資料が不足 しているのが

現状であり、第10類土器についても、出土状況からは、第 I段階、第 H段階の上器 と混在 して

おり、土器群の存在を示す という資料にとどまっている。

浅鉢については、横位楕円文のものについては、第 I段階に位置付けられ、そろばん玉状の

器形のものは、第 H段階に位置付けられるものと思われる。

重形土器については、「 J」 字状文、楕円文のものは第 I段階に、「 U」 字状文のものは第 H

段階のものと考えられる。

第 XI群土器

東区西側遺物包含層及び土墳等から出上 している。器形には深鉢、浅鉢。注口土器、壷形土

器がある。

深鉢

第 1類

方形区画文のもので、方形区画内部の文様によって細分される。

la類 (第 948図 1)

1は、体部上半部に文様が施文され、縦位の鎖状隆線文 と沈線文によって区画された方形区

画内に平行沈線文による磨消文が施文される。鎖状隆線文、磨消文の端部には円形貼文が施文

されている。

lb類 (第948図 2)

2は、体下部の横位隆線文 と縦位隆線文による方形区画内に、縦位の連続「 S」 字状文 と
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それを挟む縦位の隆線文によって文様が施文される。

第 2類 :頸部の横位沈線文から弧状文、蕨手文が下垂するもの (第948図 3)

3は、波状口縁の波頂部に対応する部分で頸部をめぐる沈線文が途切れ、刺突文が施文され、

弧状沈線文が下垂する。蕨手文、VA状文に挟まれた蕨手文が下垂するものもある。

第 3類

連続「 S」 字状文 (ジ グザグ文)の もので、文様の種類によって細分される。

3a類 (第949図 4)

4は、頸部に横位にめぐる沈線文から、連続「 S」 字状文 (ジグザグ文)が下垂している。

3b類 (第949図 5)

5は、頸部を横位にめぐる沈線文から連続「 S」 字状文が下垂し、

下垂している。連続「 S」 字状文は単線のものと複数のものがある。

第 4類 :口縁部から頸部に縦位の橋状把手が付 くもの (第949図 6

6、 7は、波状口縁の筒形突起部分に橋状把手が付けられ、 6は、

それを挟む弧状沈線文が

～ 7)

把手の間に隆線文が施文
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され、 7は隆沈文が施文されている。また 6は把手に斜の刻目文が施された隆線文が貼付けら

れている。 6・ 7と もに頸部以下は地文のみである。

第 5類 :口縁部に隆沈線文による下垂文が施文されるもの (第949図 8・ 9)

8、 9は 口縁部の小波状部から隆沈文が頸部の隆線に下垂している。それぞれ逆「ノ」字状

三角形を呈し、端部に円形の小孔 (盲孔)が付けられている。

第 6類 :多条化した沈線文が下垂するもの (第949図 10～ 11)

10は頸部をめぐる隆線文から多条化した沈線文が下垂するもので、11は 口縁部に横位の多条

沈線文がめぐり、択状の多条の沈線文とその間の連続刺突文が下垂している。

第 7類 :粘土を一方に盛 り上げる連続刺突文のもの (第950図 12～ 13)

粘土を一方に盛 り上げる刺突文を12は隆線文の間に、13は ほぼ器面の全面に施文している。

浅鉢 (第950図 14)

14は小形のもので、縦位の隆線文による区画内部に、多条沈線文によって文様を施文している。

注目土器 (第 950図 15～ 17)

深鉢あるいは浅鉢形のもの (15、 16)と 、壷形のもの (16)が ある①15は 、頸部に隆線文が

めぐり、口縁部は無文帯になっている。口縁部から隆線文が下垂しており、両端部に刺突文が

施文される。16は 、頸部で「く」字状に屈曲し、15と 同様に頸部に隆線文がめぐり、国縁部は

無文帯になっている。体部に粘土を一方に盛 り上げる刺突文による、連続刺突文が横位に数段

めぐっている。17は 、多条沈線文によって横位に連続した渦巻文が施されている。

壺形土器 (第950図 18)

頸部に橋状の把手が付き、把手下部に刻目文をもつ隆線文がめぐる。体部には多条沈線文に

よる渦巻文とそれらを連結する文様のものである。

以上の第XI群土器は、土壊及び遺物包含層等から出土しているが、一定のまとまりをもった

ぐ轟曇,
12

⊆〉0
13

豫
″
/b

7
第950図 第�群土器



出土状況を示す資料は、13号及び141号土墳出土土器であるが、それぞれ第 2類及び第 3b類の

単独出土に近い状況であり、その他のものは他の土器群 と混在する状況であり、共伴関係が把

えられる状況のものはみられない。

以上のような土器群に類似 した資料は、これまで南境式 として一括されてきた後期前葉の上

器群の中に全て包括されてしまう。南境式については、地域性や層位的出土状況の検討から、

細分、編年が試みられている。第 XI群 については、第 1類の方形区画文をもつ土器群 について

は、二屋敷遺跡、鳴瀬町袖窪貝塚等の出土土器に類似 しており、南境式の中で も古い様相を示

す土器群 とされている。第 3類及び第 5類については、第 1類土器より後出のものであ り、壷

形土器、及び壺形の注口土器についてもこれらと同時期 と考えられる。しかし、今回の調査に

おける第 XI群 土器については資料的なまとまりに欠 くものであり上器群の中での変遷 を十分

に追 うことはできなかった。

第 XH群土器 (第 951図 1～ 2)

図示したものは、15号住居跡堆積土、東区西側遺物包合層から出上 している。 体部の河ヽ破片

であり、全体の器形は不明である。突起部分に穿孔が施 され、突起下部に連続刺突文が施文さ

れるものと、細かい刺突文が施された、曲線状の隆線文が施文されているものである。

これらの特徴を有する土器は、宮城県気仙沼市田柄貝塚等から出上 してお り、宝ケ峰式に比

定されている。

第 XⅢ 群土器 (第 951図 3～ 5)

図示 したものは、 1号竪穴遺構から出上 した 3点のみである。体部の小破片のみであ り、全体

の器形は不明である。横位の平行沈線文を施文 し、その内部に貼 り瘤が付けられているもので

ある。

これらの特徴を有する土器は、宮城県名取市金剛寺貝塚、田柄貝塚等から出上 してお り、金

剛寺式に比定されている。
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B群土器

B群土器は口縁部の区画線文の有無 と種類によって第 I類～第Ⅶ類まで分類した。 これ らに

ついては、その出土状況 とA群土器 との関係から、概ね第X群土器～第 XI群土器に伴 うもので

あると考えられる。その他の体部資料については、特徴的な地文、胎土等から第ⅥI群土器に伴



うものであると考えられる資料を除いては、国縁部同様のことが考えられる。

上製品

土製品には蓋、土偶、耳飾、腕輪形土製品、三角躊形土製品、土製円盤、その他の上製品が

ある。

第48表 土 製 品 出 土 数 量

範や 住  居  II・ 土 残 遺 物 包 含 層 そ の 他 の 遺 構 そ の 他 の 地 区 計

蓋 0 2 2 1 3 8

土 偶 2 2 1 2 8

耳 節 0 2 1 4 7

そ  の  他 1 6

土 製 円 盤 1 056

上偶

土偶は 8点出上している。図示したものは頭部 1点、 (980図 1)、 胴部 2点、 (187図 6、 914

図12)、 脚部 3点 (797図 1、 920図 4、 572図 7)である。頭部は、2号濤層 No.1か ら出上 した

ものである。顔がやや上向きになっている。また頸部は平板状になっており、平板状の胴部に

接合するものであると思われる。所謂ハー ト形土偶であり、顔面はやや凹んでいる。日および

回は円形の刺突文で表され、鼻が高く眉につながっている。日からあごにかけては欠けている。

頭部は把手状になっており、頂部に円形の刺突がみられる。顔 と頸部の境に把手状の耳がつく。

頸部の前面には沈線による文様が描かれ背面にも細描きの沈線による具象的な文様が描かれて

いる。187図 6は、19号住居跡から出上したものである。頭部、両腕、胴下部を欠いている。胴

部が偏平であり、前面には乳房が表現されているが、他に文様は認められない。914図 12は 西区

出上のもので頭部、片腕、胴下部を欠いている。無文である。797図 1は 東区西側遺物包含層出

上のものである。胴上部及び片足を欠いている。胴下部は平板状になっている。無文である。

920図 4は西区出上のものである。片脚のみであるが、前面に櫛目文状の文様がみられる。

572図 7は 242号土墳出上のもので足先の部分である。その他に図示してはないが、月同下部の

破片があり、竹管状の刺突がつけられている。

耳飾

耳飾は、滑車状耳飾 4点 (500区 10、 782図 6～ 8)、 臼状耳飾 3点 e16図 13、 872図 9、 10)

の 7点出上している。782図 6は、貫通孔がなく、上面に円形の刺突と隆線がみられる。500図

10は 199号土境から出土しており、長円形の刺突がみられる。他の 2点 には上面に円形の束J突が

みられる。臼状のものは、断面が「く」の字状であり、141号土壊出上の 416図 13に丹塗 りが

認められる。



腕輪形上製品

腕輪形土製品は 3点 (798図 3、 4、 914Xll)出土している。798図 3、 4の 2点は東区西側包

包含層から出上しており、 3は厚 く、器高が低 くなっている。 4条の平行沈線及び刺突が施 さ

れている。4は、やや薄 く残存部分では 4条の平行沈線文が施文されている。914図 11は 、西区

出上のもので、最も大型のものと考えられる。 5条の平行沈線及び刺突が施されている。

蓋

蓋は 8点出上している。585図 1と 446図 11は それぞれ246号及び177号土竣から出土してお り、

246号土壊出上のものは、円盤形で橋状の把手がつくものと思われる。177号土墳のものは天丼

部が皿状である。798図 1、 2は東区西側遺物包合層から出土しており、 2は天丼部が皿状に

なっており、1は 円盤形である。718図 12は 1号竪穴遺構出土のもので、中央部に円形のつまみ

がつ く。914図 13は 西区出土のもので、天丼部が皿状になっており、872図 12は沈線による文様

が施されている。

三角躊形土製品

東区西側遺物包含層によ1点出上している。(797図 2)。 正面、側面、底面ともに無文である

が正面中央付近に円形の象」落部分があり、文様がつけられた箇所である可能性もある。

その他の上製品

その他の上製品は26点出土しているが、環状のもの 2点、板状のもの 3点、棒状のもの 6点、

把手状のもの 1点、円盤状のもの 1点、その他のもの 2点 を図示した。

243図 3は、18号土墳出上のもので 5条の平行沈線が施され、872図 11は無文であるが裾部が広が

っている腕輪形土製品と類似するが全体に小型であるので腕輪形土製品と区別し、環状の土製

品としておく。852図 1は 、東区北側谷部遺物包合層出土のもので、条線文が施されている。

872図 13は 、V-19区出上のものでやや反っている。三角形の穿孔及び沈線文、刺突文が施 さ

れている。999図 6は 1号溝出土のもので沈線文及び刺突文が施されている。以上 3点は板状の

ものである。872図 14は M-20区出土のもので弧状を呈し、2個所の円形の貼付け部分に穿子しを

施し、沈線文を施文している。634図 2及び872図 15は 、275号土壊及びK-19区より出土しており、

それぞれ「X」 字状、「Y」 状の沈線文が施 されている。427図 1及び980図 2は、148号土墳、

2号溝層hlo lよ り出土しており、数条ないし1条の沈線文が施文されている。 989図 5は 16号

溝より出土しており、一部幅が変わり、円形の隆線文が施文されている。

872図 5は、J-20区出上のもので、断面長方形の四角柱状を呈し、先端部は丸味をおびてい



る。上面にはLR縄文が施文され、裾部には沈線文が施文されている。土器の把手と考えられる。

798図 5は、東区西側遺物包含層出土のもので中空の円盤形を呈している。上面には円形及び

三角形に 1対づつ穿孔され、弧状の沈線文及び細かな刻目文が施され、側面には3条の平行沈

線が施されている。裏面は半分が塞がっているが、半分が象」落しており、単独の上製品である

か。土器あるいは他の上製品の一部であるかは不明である。

215図 2は、6号土壊出上のもので三角形の突起が三方に突き出ている様な形であり、その一

つに穿孔がみられる。798図 6は、東区西側遺物包含層出上のもので「 く」の字状に曲がってお

り、円形の刺突がみられる。

土製円盤

土製円盤は、1057点 出土している。その内訳は、住居跡出上のもの172点、土墳出土 ものも163

点、東区北側及び西側包含層出土のもの427点、その他の遺構出土のもの66点、各グリット、西

区、表土及び不明のもの229点である。このうち住居跡出上のもの全点と、その他の出土のもの

の中から完形品を中心に889点掲載した。

土製円盤は、土器破片を再利用し、周縁を打ち欠いて、円形、楕円形、不整円形に成形した

ものと、粘土を円盤状に成形して焼いたものがある。このうち後者は、15号住居跡 1層出上の

もの 1点が確認されている。その他は全て前者である。

大きさは直径18mm～68mm幅の中に分布 し、30～39mmに 集中している。重量は、20～ 62.5

g幅の中に分布し、 5～14.5gに 集中している。

素材 となっている土器片は、大部分は体部破片であり、その他は、口縁部破片 2点、底部破

片16点のみである。これらの上器片は、周縁部に敲打調整して、円形あるいは楕円形なに成形

されている。また周縁部に敲打調整の後に研磨調整を加工しているものもみられる。

しかし遺物の保存状況が悪 く周縁部の敲打調整が磨滅してしまっている資料 もみられ研磨さ

れているか不明のものも多い。

土製円盤として利用している土器片には、文様をもつもの、地文のみのもの、無文のものが

あるが地文のみの土器片が多くなっている。また、胎土中に繊維を含んだ土器片利用の上製円

盤も7点確認されている。

第49表 土製円盤完形品重量分布 (631点 )

重 量 0～ 45 5～ 95 10～ 145 15-195 20～ 245 25´マ29 5 30～ 345 35～ 395 40～ 445 45～ 495 50～ 545 55～ 595 60～

数見 27 7 3 1 1 ユ

第50表 土製円盤直 (長)径分布

径 ～19 20～ 24 25´-29 30～ 34 35^-39 40～ 44 45´マ49 50～ 54 55～ 59 60～ 64

数 量 4 109 16 3



出土状況をみてみると、各遺構内及び遺物包含層中から他の上器や石器 とともに出土してお

り、規則的に一定のまとまりをもって出土するという状況はみられない。他の遺物 とともに廃

棄されたものであると考えられる。

これらの上製円盤は、共伴して出土している土器の年代より、住居跡出上のものは中期末葉、

土墳および遺物包含層出上のものは中期後葉から後期前葉 と考えられる。また、その他の出土

状況を示すものにも相違は認められなかった。

また、時期的な製作量については、菅生田遺跡の報文における指摘があり、本遺跡において

も同様のことが考えられる。

土製円盤の用途については、不明な点が多いが、今回の調査の資料中に、周縁部に 1対の快

りが観察されるものが 8点含まれている。これらはひもかけ用の痕跡である可能性があり、土

錘 として用いられたものであると思われる。その他に穿孔されているもの、周縁部にアスファ

ル ト付着の痕跡がみられるもの、等の資料はみられなかった。

石器、石製品

今回の調査で出土した石器、石製品には、石鏃、石匙、石錐、箆状石器、スクレイパー、三

次カロエのある剣片、微細象」離痕ある剣片、ピエス 。エスキーユ、ポイント、石核、磨製石斧、

打製石斧、石製円盤、線刻礫、砥石、石皿、礫石器などである。

石器の分類と特徴

石鏃

石鏃は、250点出土している。そのうち、先端角及び石器の厚みについて他のものより大きく、

全体的に大きめのものをB類として分離した。その他のものはA類とした。A類は225点 出土し

ている。無茎鏃が圧倒的に多く、有茎鏃は所謂アメリカ式石鏃 (1点)を含めて 6点 しかみら

れず、その他に尖基鏃、円基鏃が若干みられる。B類は25点出上している。新器種の可能性が

指摘されている石器に対応するものと考えられる。一部にアスファル トが付着しているものが

ある。

石匙

つまみ部 と広い刃部からなる石器である。62点 出上している。形態的に縦長の剣片を素材 と

しているもの、横長の象1片 を素材 としているもの、円形の剣片を素材としているものがある。

つまみ部をつくり出している挟 り部分にアスファル トが付着しているものがある。

石錐

基部 と錐状の先端部をもつ石器である。79点出上している。基部 と先端部の区別が明確に判

別できるものと、先端部にのみ加工を加えているもの、先端部が 1箇所のみではなく、複数箇
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所にみられるものなどがある。先端部が折れているもの、先端部が磨耗 しているものなどの痕

跡がみられるものがあり、中には先端部のみが残存 しているものがある。また、石鏃の中には

先端部分のみが磨耗しているもの、先端部が くびれて細 く加工されているものがみられ、石鏃

の中にも錐 として機能していたものが含まれていることも考えられる。

箆状石器

箆状石器は、36点出上している。基部から刃部にかけて開き、バチ形に近い形態を示すもの、

隅丸長方形のもの、基部が丸いもの、尖ったもので刃部が平坦で砲弾形に近いもの、楕円形の

ものなどがある。スクレイパーと区別することが困難なものもある。

スクレイパー

連続した二次力日工が施された刃部をもつ石器である。337点 出土している。形態的に、縦長の

祭!片 を素材 とした、長方形のもの、長楕円形あるいは楕円形のものがあり、他に円形に近いも

の、砲弾形に近いもの、方形のもの、不整形なものがある。連続した二次加工が施されている

部分は、片側面、両側面、端部あるいは、周縁の大部分のものもみられ、 2側辺が収束した尖

頭状の端部に「V」 字状に、円形の端部に「U」 字状に刃部をもつものもある。また、片面のみ

に二次力日工が施されるものと、両面に施されるものがある。

二次加工のある剣片・微細剣離痕ある象J片

二次力日工のある剣片は、不規則な二次力日工が部分的に施された刃部をもつ石器である。1,003

点出上している。微細象」離痕ある劉片は、l mm弱の微細な象」離痕が連続、あるいは非連続に

認められる石器である。1,243点 出土している。いずれも、遺構内から出上しているものよりも

遺構外から出土しているものが数量的に圧倒的に多 くなっている。また、これらの石器には、

形態的な規則性はみとめられない。

ピエス・ェスキーュ

両極剣離痕 と、2ケ 1対の潰れ状の刃部をもつ石器である。104点出土している。形態的に方

形のものが多い。

ポイント

鋭角な刃部 (尖頭部)を もつ石器である。 8点出上している。形態的に石鏃と区別すること

が困難なものがある。石鏃と同様に基部には快 リカゞ入っているものと、円形のものがある。

石核

石核は305点 出上している。これらには、母岩のものと象」片素材のものがある。中には、径 1

～ 2 cmの黒曜石の小型のものがみられる。両極力日撃によって分割されたものが多 く、自然面を

多く残したまま二次力日正を施しているものとみられるが、分割したので二次加工を施していな

いものも多い。また、これらの石核 と同じ石を母材 としたと考えられる石器は、今回の調査で



出土した崇」片石器の中にはほとんどみられなかった。

磨製石斧

磨製石斧は40点 出土している。法量によって大形のもの、中形のもの、小形のものに分けら

れる。大形のものは長さが15cmを超すもので 2点あり、蛇紋岩製のものと安山岩製のものであ

り、蛇紋岩製のものは、13号土媛から出土しており、後期前葉のものと考えられる。中形のも

のは一般的なものであり、撥形のもの、短冊形のものなどがある。横噺面は橋円形に近いもの

や隅丸長方形に近いもの、長方形に近い扁平なものもある。刃部は両刃のものが多いが、片刃

と思われるものもみられる。また、刃部の片側面側のみが磨 り減っているものもみられる。基

部付近が剣落 しているもの、基吉呂の端部に敲打痕がみられるものがある。また、火熱を受けて

いるもの、擦痕が一部あるいは、ほぼ全面にみられるもの、極一部にのみ磨面が残存し、ほぼ

全面に敲打痕がみられるものもある。小形のものは 3点出上している。撥形のもので断面形は

楕円形に近い。擦痕がみられる。

打製石斧

打製石斧は 5点出土している。形態的には、撥形に近いもの、楕円形に近いものなどがある

が、側面に挟 りをもつ分銅形のものなどはみとめられない。基部に擦痕のあるものや刃部が丸

くなっているもの、擦れているものなどがある。側縁部や象!離面の稜線に敲打痕がみられるも

のがあり、打製石斧の未成品である可能性もある。

石製円盤

石製円盤は11点出土している。扁平礫の周囲を打ち欠いたもの、磨石を転用したものなどが

ある。直径 5 cm前緒 重量35g前後のものが多 くなっている。中央部に穿孔されたものや、側

縁に対をなす挟 りをもつものなどはみられない。

石皿

石皿は50点 出上している。定形的なもので上面が受皿状のものと、扁平礫を用いて、上部の

平坦面が受皿状になるものがある。前者のものは、16点出土している。平面形は楕円形、ある

いは円形のものがある。中央の皿状の部分をとり囲むように周縁部が高 くなっている。また、

大形のものと河ヽ形のものがあり、河ヽ形のものの中には、下面に脚が付けられているものがある。

後者のものについては、平扁な礫の上面を用いており、広範囲の磨面がみられるものである。

中には両面に磨面のみがみられるものがあり、いずれも周縁部が高くなっているものはなく、

平坦部のみである。火熱を受けた痕跡のみられるものが多い。

礫石器

礫石器は、礫の表面に凹痕、敲打痕、磨痕が観察されるものであるcそれぞれの痕跡が単独

で観察されるものもあるが、 1個の石器で複数の痕跡が観察されるものが多い。四痕のみが観



察されるものは210点 出土しており、凹みの他に敲打痕がみられるものは42点、磨痕がみられる

ものは74点、敲打痕と磨痕がみられるものは23点 である。形態的には、円形と楕円形のものが

多いが、棒状のものもみられる。断面形は、精円形のものが多いが、円形のものや馬平のもの

もみられる。凹痕の位置は、片面にみられるもの、両面にみられるものがあり、後者の方が多

くなっている。凹痕については、平面形が円形あるいは楕円形のもの、不整形のものがあり、

断面形は「U」 字状あるいは「V」 字状の深い凹みとなっているものもあるが、浅い皿状の凹

みのものが最も多い。また、これらの凹みは、石器に一個だけてはなく、複数イ回みられるもの

が多い。敲打痕がみられるものは、片端部及び両端部、片側面及び両側面にみられ、磨痕は片

面あるいは両面にみられ、それぞれ組み合っている。磨痕のみが観察されるものは、161点出土

している。磨痕の他に敲打痕がみられるものは17点である。磨痕は、石器面の金面にみられる

もの、片面あるいは両面、端部、側面にみられるものがある。形態的には球形に近いものもみ

られる。敲打痕のみが観察されるものは38点出上している。ほぼ全面に敲打痕がみられるもの、

片面あるいは両面、端面、側面にみられるものがある。敲打痕についても一様ではなく浅いも

のや深いものなどがある。礫石器については、形態的には共通するものが多いが、敲打痕のあ

るものについては棒状あるいは長楕円形のものが多 く、磨痕のあるものは球形に近い形態のも

のがやや多 くなっている他、2000gを超すものがあり、石皿様の機能を持ったものがあることも

考えられる。

その他の石器・石製品

その他の石器 として、剣片石器では、15号住居跡の堆積土中より所謂 トランシェ様石器に類

似したもの (第 147図 1)が出土している。

石製品としては、有濤砥石と考えられるものが出上している。その他に、祭祀的なものと考

えられる石棒、石剣、珪化木製の石刀が出上している。石剣、石刀については、中期末葉に位

置付けられる遺構から出上している。また、攻状耳飾 り、線刻礫が出上している。

(2)縄文時代の遺構

縄文時代の遺構は、竪穴住宅、土墳、竪穴遺構、埋設土器がある。ここでは東区の遺構につ

いてまとめる。

竪穴住居跡

今回の調査で検出された縄文時代の住居跡は30軒である。このうち掘 り込み精査を行ったの

は22軒である。ここではその22軒について取 り上げ、住居跡の規模・平面形・周濤・柱穴・炉 。

埋設土器についてまとめてみたい。しかしながら、遺構の現状保存のため、住居跡の床面下の



第51表 東区検出竪穴住居跡一覧表

半 面 形 規    模 用  溝 柱   穴 炉 傭  考

円 形 基 調 (径 42) 1 条 不 明 不    明

円 形 595× 582 2 条 4個及び 6個 1号 複式炉 (土 器埋設石田部、敷石石組部、掘 り込み部 )265× 16
2号 上面確認のみで未精査015?X125)

3 不 明 不    明 不  明 不  明 複式炉 (土 器埋設石囲部、敷石石組部、掘 り込み部 )212× ?

4 円 形 基 調 385× 36 I ラ耳ミ 4 個 複式炉 し 器埋設石圏部、敷石石組部 ?掘 り込み部 ?)197× 094
5 円 形 基 調 475×442 2 条 3個及び 4個 複式炉 (上 器理設石囲部、敷石石組部 ?掘 り込み部 ?)223× 115
6 降え海形基調 41 X395 2 条 4個及び 5個 複式炉 (土 器理設石囲都、敷石石組部 ?石組部 ?)18× 095
7 峰丸

海M基 調 52×49 2 条 5個 2組 複式炉 (上 器埋設石田部、敷石石組部、掘 り込み部 )223× 118
8 円 形 基 調 (径 4～ 44) 2 条 不  明 複式炉 (土 器埋設部、敷石石組部、掘 り込み部 )183× 13

円 形 345×335 1 条 複式炉 (土 器埋設石囲部、致石石組部、石組部 )145× 085
10 円 形 475×47 1条 複式炉 (土 器埋設石田部 ?敷石石組部、掘 り込み部 )22× 17
1] 円 形 基 調 (径 52-55) 1 条 不  明 複式炉 (上 器埋設石田部、敷石石組部、掘 り込み部 )22× 12

不 明 不    明 不  明 不  明 複式炉 (上 器埋設石田部、敷石石組部、掘 り込み部 )155× 125
13 円 形 基 調 (径 48～ 55) 1 条 複式 IIH(■ 器埋設石囲部、敷石石組部、掘 り込み部 )21× 10
14 円 形 4 2 ×38 1 条 4+日 or 5+日 複式炉 (■ 器埋設石田部、敷石石組部、掘 り込み部 )175× 10
15 円 形 57× 525 不  明 不 明 上面確認のみで未精査 (125× 07) 床面敷石

円 形 基 調 (径 4) 1 条 複式炉 (上 器埋設石囲部、敷石石組部、掘 り込み部 )185× 08
17 不 明 不    明 不  明 不  明 複式炉 (上 器埋設部 ?敷石石組部 ?)108X083

峰え萬彰基 調 (径 35～ 38) ユ 条 不 明 複式炉 (上 器埋設部 ?石組部 )075× 058
橋  円  形 5 5 ×50 1 条 『万 複式炉 (敷石石組部、掘 り込み部 )15× 10 床面敷石

2号 榎式 t・・7(土器埋設石幽旨5,12
０万 上面確認のみで未精査 (11× 085)

4号 上面確認のみで未精査 (155× 10)

5号 上面確認のみで未精査 (ユ 2X08)
円 形 基 調 (径 38) 1条 不 明 複式炉 (土 器埋設部、敷石石組部、掘 り込み部 )18× 095
円 形 基 調 (径 45) 2 条 不  明 複 式 /11(土 器埋 設 石 囲部 、敷 石 石組 部 、掘 り込 み郡 )28× 07

円 形 基 調 (径 50) 1条 不 明 不    明

掘 り込み精査を極力行なわずに埋め戻すという処置をとったため、掘 り方や貼床の有無、柱穴

の掘 り方の検出、炉の構築方法等明らかにし得なかった点 もあ り、そのために、集落内におい

て同時期に存在する単位数を把握するまでには至 らなかった。

〔平面形〕

ここで円形・楕円形としているものは、便宜的に長軸 と短軸の差が 1割未満のものを円形、

1割以上のものを楕円形とした。

平面形が判別できる住居跡は、周濤の残存部から推定できるまでを含めて19軒である。その

うちの16軒は、円形を基調としたものであると考えられる。円形を基調としたものには、円形

のもの 5軒、精円形のもの 1軒、周濤の残存部から円形基調 と推定されたもの10軒がある。ま

た、平面形の一部が直線的に見え、円形基調のものか、隅丸の方形を基調としたものか判別し

かねるものが 3軒認められる。

〔規模〕

住居跡の一部が削平や攪乱等で残存しないものでも、直交する 2本の軸が判明するものは取

り上げる対象とした。面積によって大型・中型・小型に分けられる。

大型のもの (面積が20m2を超えるもの)… …・2号、 7号、15号、19号住居跡

中型のもの (面積が15m2を超えるもの)……5号、10号住居跡

小型のもの (面積が15m2以下のもの)………・4号、 6号、 9号、14号住居跡



〔周溝〕

炉のみしか検出されない 3号、12号、17号住居跡 と床面精査を行なっていない15号住居跡を

除いて、他の18軒の住居跡では、全て周濤が検出されている。このうち拡張された住居跡が 4

軒あり、それらを加えると22軒 となる。周濤には、住居跡を全周するものと炉の部分で途切れ

るもの、全周するか途切れるか不明なものがある。

全周するもの…… 9号、18号住居跡

炉の部分で途切れるもの…… 2号 (拡張前、後)、 4号、10号、14号、16号、19号、20号、21

号住居跡

その他の住居跡は削平等により、周濤が全周するか途切れるか不明のものである。

また、周濤の機能を明確に示していると思われる痕跡はほとんど認められなかったが、堆積

土最下層に砂粒が含まれたりすることから、水がはいっていたり、水が流れた りした痕跡であ

る可能性があり、床面の冠水を防ぐ排水のための施設であったことが考えられる。

〔柱穴〕

柱穴と考えられるピットが検出された住居跡は11軒である。このうち拡張された痕跡が認め

られた住居跡が 4軒あり、それらを加えると15軒 となる。柱穴の組み合わせから、 3本柱、 4

本柱、 5本柱、 6本柱の 4種類の住居跡が考えられる。

3本柱 と考えられる住居跡……・5号拡張以前 。9号・16号 。19号の各住居跡。

4本柱 と考えられる住居跡・……2号拡張以前・ 4号・ 5号拡張以後・ 6号拡張以前・ 7号拡

張以前・10号 の各住居跡。

5本柱 と考えられる住居跡・……6号拡張以後 。7号拡張以後 。13号の各住居跡。

6本柱 と考えられる住居跡・……2号拡張以後の住居跡。

また、 4本柱あるいは5本柱の可能性のある住居跡 (14号住居跡)も ある。全て炉を基準と

した配置が考えられるものである。

前述しているように、床面下の精査を行なっていないため、柱穴が検出されていない住居跡

あるいは、柱穴の数・配置・組み合わせが明らかでない住居跡が存在する可含Z性 もあり、上記

4種類の住居跡についても、必ずしも明確なものではない可能性がある。

〔炉〕

20軒の住居跡で炉が検出されており、炉が検出されていない住居跡は、 1号、26号住居跡の

2軒のみである。炉の総数は25基 あり、住居跡内で重複関係が認められるものは、 2号住居跡

(2基 )と 19号住居跡 (5基)である。

方向

炉の方向は、N-16° 一E(9号住居跡炉)か らN-60° 一W(10号住居跡炉)の鮪囲内におさ
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まるものが多 く、この範囲から外れるものは、13号住居跡炉、19号住居跡 2号 。4号・ 5号炉

及び21号住居跡炉の 5基のみである。また、N-30° 一Wか ら N-60°一Wの 範囲内には13基 と

特に集中している。また、N-16° 一Eか ら N-22° 一Wの 範囲内には 7基集中している。このこ

とから、炉の方向は北西方向を指すものが最 も多 く、北方を指す ものが次に多いということに

なる。 これは、炉の付設される位置が住居跡内部の南東部及び南部 に偏 していることに強い対

応関係があるものと思われる。

構造

今回の調査で検出された炉、25基のうち掘 り込み精査を行なった ものは20基であり、全て複

式炉である。それぞれの炉を構造的に分類すると次の 4タ イプに分 けられる。

第 1類 :土器埋設石囲部・敷石石組部・掘 り込み部からなるもの (2号 。3号・ 7号 。8号・

第 2類

第 3類

第 4類

10号・ 11号 。12号 。13号 。14号・16号・21号住居跡)

土器埋設石囲部・敷石石組部・石組部からなるもの (9号住居跡)

土器埋設部・敷石石組部・掘り込み部からなるもの (20号住居跡)

敷石石組部・掘 り込み部からなるもの (19号住居跡 1号炉 )

なお、 4号・ 5号・ 6号住居跡の炉は、土器埋設石組部のみが残存しており、敷石石組部と

掘り込み部あるいは石組部から構成されていると考えられ、第 1類あるいは第 2類に属するも

のであると思われる。17号住居跡炉は土器埋設部、掘 り込み部が残存 しているが、掘 り込み部

の底面に礫が散在するという状況であり、埋設土器の周 りの石組部 と敷石石組部が削平を受け

たものであるとも考えられ、また、18号住居跡炉も土器埋設部、石組部が残存するが、埋設土

器の周 りの石囲部 と石組部内の敷石が存在した可能性 もあり、17号住居跡炉、18号住居跡炉と

も掘 り込み部が削平されていることも考えられ、どのタイプに属するか不明である。19号住居

跡 2号炉については、土器埋設石囲部は残存するが他の部分は同住居跡 1号炉に削平され、不

明であるため、どのタイプに属するかは不明である。

〔床面敷石〕

床面に扁平な石が敷かれていた住居跡は、15号住居跡と19号住居跡の 2軒検出されている。

2軒の住居跡の敷石にはそのあり方において違いが認められる。15号住居跡においては、炉の

周囲についてのみ敷石がみられ、19号住居跡では床面の周辺部分にのみ敷石がみられる。19号

住居跡では、本来は床面の中央部分に円形ないしは方形に馬平な石が敷かれていたが、中央部

分の敷石が残存せず、周辺部分の敷石のみが残存していたという可能性もある。

〔住居跡の分布と変遷について〕

今回の調査で検出された竪穴住居跡は東区及び西区で合計38軒である。これらの分布状況を

みると、舌状に張り出した段丘上の東端部から南辺部分に集中して分布している状況は前述の



とおりであるが、調査区の、東区と西区の中間部分付近には竪穴住居跡の分布がみられず、東

寄りと西寄 りの二箇所に分かれて分布している状況が看取できる。これは東区の南西部分に竪

穴住居跡以外の遺構が非常に数多 く分布しており、竪穴住居跡が建てられる場所 と、機能的に

分かれており、調査区中央付近南寄 りに竪穴住居跡の構築を規制するものがあったとも考えら

れるが、一方で同時期の存在ではなく、時期的な相異によることも考えられる。特に 1時期の

竪穴住居跡の単位数について、今回の調査では、竪穴住居跡の構築時期について各々明らかに

することができなかった。 1型式内の時期の集落についても、数軒単位の住居跡が何度か建て

替えをくり返 しながら集落内を移動することも明らかにされつつある。このことについて、今

回の調査においては、集落内での遺構 ― 特に竪穴住居跡についての時期的な小単位のグルーピ

ングや変遷について明らかにすることができなかった。今後の調査によって、以上の不明な事

項や詳細について解明されることを期待したい。

上墳

今回の調査で検出された、縄文時代以外であることが明らかな土嫉を除いた328基の土墳は、

第 1～第 4類に分類された。ここでは分類された各類について、形態、分布状況、考えられる

機能等についてまとめたい。

第 1類

第 1類の土墳は、いわゆる「フラスコ状」土墳である。底面のピットの有無によって a、 b

の 2類に分けられる。それぞれ41基、19基である。分布状況をみると、調査区北東部にla類が

7基分布している他は、調査区中央部から南半部に多 く分布している。竪穴住居跡の分布域と

の関係が強 く、竪穴住居跡の付近に多 く分布するという傾向が認められている。特に調査区南

東部の南側に緩やかに傾斜している部分に集中しているが、同類の上墳同士が重複関係にある

ものは少ない。

形態については、上端の平面形及び下端の平面形は、円形、楕円形あるいは、それらを基調

としたものであり、中には極端な楕円形のものもみられる。ほとんどが、上端の平面形と下端

の平面形が相似形をなしている。断面形は、底面から上端部に向かって狭 くなるフラスコ状を

呈している。壁がオーバーハングしているものと、オーバーハングが認められず円筒状を呈す

るものがあり、壁の崩落等により、上端部が崩れ、フラスコ状のものが円筒状になってしまい

遺構の原形を留どめているものは少ないと思われる。また、土墳底面にピットをもつもの (lb

類)が19基認められ、2個のピットを有する土墳は 1基のみ (291号土墳)である。他には底面

に濤状の凹みをもつものが若干みられるのみであり、その他に付属の施設をもつものはみられ

ない。

規模については、底面径で65～237cmの 範囲内に入 り、130～ 180cmの 範囲の入るものが多く



なっている。また、平面形が楕円形のものは、長径が120～ 330cm、 短径が75～ 192cmである。

深さは、15～108cmの 範囲内に入 り、40～70cmの範囲に入るものが多 くなっている。また、b

類における底面のピットの規模については、径10～80cm、 深さ 8～55cmと まちまちであり、

土壊の規模 との相関関係はみられない。

堆積土については、自然堆積のものが一般的であり、人為的に埋め戻されたような状況を呈

するものはごく少数である。また、堆積土中に焼土や炭化物が混入しているものは多 くみられ

るが、底面に土器が置かれた状態で出土したものや、植物の種子等がまとまって出土したもの

はみられなかった。

全体的に出土遺物は多 くないが、出土遺物、他の縄文時代の遺構 との切 り合い関係、位置関

係等から所属時期を推定できるものがある。

中期初頭に位置付けられるものとして、 1号、 3号、 4号土墳の 3基がある。

中期末葉に位置付けられるものとして、16号、49号、56号、61号、72号、80号、100号、101

号、105号、110号 、111号、114号、140号、154号、186号、189号、190号、231号、241号、244

号、258号、261号、281号、300号、315号、319号の28基の上壊がある。

後期初頭に位置付けられるものとして、166号、170号、282号、305号の 4基の上墳がある。

その他のものは、出土遺物から所属時期を特定できないものである。それらについては、形

態について、大きな差異は認められず、また、分布域については、中期初頭のものは、調査区

の北西隅に認められるのみであり、中期末葉から後期初頭にかけてのものは、調査区の北東部

分を除 くほぼ全域に分布しているということから、中期末葉から後期初頭に位置付けられるも

のが多いと思われる。

上墳第 1類の機能については、今回の調査では、それを十分に裏付けられるだけり資料はみ

られず、明らかではない。しかし、これまでの研究成果により、植物性食料の貯蔵施設、埋葬

施設等の見解が出されている。今回検出されたものには、底面あるいは堆積上下部から種子等

の自然遺物は検出されていないが、炭化物が検出されているものがある。また、底面にピット

が付設されているものについては、柱穴 と考えられ、上屋構造をもつと考えられているものが

ある。これらの土壊の分布域には、竪穴住居跡の分布域と密接な係わ りがみられ、特に調査区

南東部では、竪穴住居跡にとり囲まれるように分布している。これらのことから、植物性食物

の貯蔵施設である可能性は高いものと考えられる。その他に、墓墳 と考えられる土墳は、堆積

上の状況、遺物の出土状況、珪化木製の石刀が出土している点、他の上墳の分布域からはずれ

たところに位置している点などから、調査区中央部やや北寄 りに位置する23号土墳が取り上げ

られる程度であるが、それについても確証はない。また、調査区中央部の北東寄 りに位置する

27号土墳では、堆積土中に粘上が詰め込まれたような状況が観察された。これについては、土

665



器製作等に用いるための粘上の貯蔵施設である可能性が指摘されている。

誰 :佐藤 洋氏の御指摘であり、同氏の御教示によると、千葉県内に粘土貯蔵施設である土壊の検出例があ

る、とのことである。

第 2類 :第 3類

第 2類、 3類 の上墳は、いわゆる「Tピ ット」「落と穴」「濤状土墳」等と呼称されるもので

ある。第 2類の上墳は 2基のみの検出であるが、第 3類 とした土墳 と、規模、形態において、

深さ以外に差異はみられず、第 3類土墳については、本来第 2類に含まれるべきものが、後世

の削平により、深さが浅 くなってしまったものが多 く含まれているものと考えられる。そこで、

ここでは第 2類、 3類土墳 と併せて考えたい。第 3類の上墳については、底面のピットの有無

によって a、 bの 2類に分けられる。3a類は3基、3b類は14基検出されている。

調査区内での分布状況は、第 2類は 2基だけであり、散在の状況を呈しているが、第 3類に

ついては、調査区中央部の東西方向に延びる、標高が最も高くなっている、緩やかな尾根状を

呈する部分の南辺側に多 く分布 しており、南側、北側の斜面、あるいは尾根状の部分をはずれ

た部分の分布は少ない。

形態については、平面形は、長方形、長楕円形あるいはそれらを基調 としたものである。断

面形は、壁が底面から垂直に近い急角度で立ち上がり、壁面の中位から上端にかけて広 くなる

という形態を示している。また、底面にピットをもつ3b類については、ピットの数は全て 1個

であり、複数個のものはみられない。このピットは土墳底面に立てた杭の痕跡と思われる。

規模については、長辺あるいは長径が69～ 164cmの 範囲内に入 り、110～130cm前後 ものもが

多 くなっている。短辺あるいは短径では43～93cmの範囲内に入 り、60～80cm前後のものが多

くなっている。また、深さについては第 2種の 2基がともに166cmと 第 3種の21～88cmの約 2

倍以上の深さを有している。また、底面のピットについては径■～32cm、 深さは11～59cmと

まちまちである。底面からほぼ垂直の角度で穿たれているものと、斜方向に穿たれているもの

がある。ピットの先端部が細 くなっているもの、円筒形のもの、丸 くなっているものがある。

これについては、土墳底面の杭を立てる際に、杭を打ち込んだものと、掘 り方を掘った後に杭

を据えたものの痕跡である可能性がある。

これらの上墳は、第 2類の 2基 と3a類の14号、37号土墳を除いた16基 についての配列の状況

をみると、全て東西方向に延びる尾根線上部から南側に分布しており、特に尾根線先端部の調

査区東端付近から、調査区中央部へ向かって南北あるいは、東西方向に 2基が 1セ ットとなっ

て3m程度離れて並び、それらが10～12mの 間隔で、6セ ットまでの配置が観察される。これ



らの上墳の方向については、長軸方向が南― 北方向のものが多 く、したがって、調査区東端近

くの尾根線先端部では、土境長軸方向が等高線に沿ったような配置になっているが、調査区中

央部付近では、等高線に直交するような配置になっている。

この形態の土墳の機能については、これまで、墓壊、貯蔵穴、狩猟における「落し穴」など

の説が出されているが、現在のところ、堆積土中から獣骨が検出された例、底面に付されたピッ

トから杭の基底部が検出された例などが報告されており、狩猟における「落し穴」と考えるこ

とが妥当であると考えられる。

所属年代については、遺構の性格上、遺物の出上が少ないため明確にならないものが多いよ

うであるが、今回の調査で検出されたものについては、 2類の13号土墳で、底面に近い堆積土

下部から上部にかけて、中期末葉から後期初頭にかけての遺物が多数出上 している。構築され

た位置が、東区遺物包含層の西側にあり、遺物包含層の上器が流れ込んだような状況を呈して

おり、遺物包含層が形成された時期に極めて近い時期に構築したものと考えられる。また、他

のものについても、特に酉己列をなして検出されたものは、集落の東端部近 くから中央部にかけ

て検出されており、他の縄文時代の遺構と重複関係にあるものも多い。これらの多 くは、他の

遺構より新しいものが多く、集落の時期 (中期末葉から後期初頭)よ り、やや新しく、集落が

廃棄された後に構築されたものが多い、と考えることができる。このことから、調査区中央部

東西方向に延びる尾根線上が、けもの道となっていたことが想定され、けもの道を横切る方向

に長軸を設定した上墳の配置が考えられる。しかし、中には、重複関係にある縄文時代の遺構

よりも古いもの、他の遺構 と重複関係にないものなどもあり、全てが集落より新しい時期のも

のとは考えられず、単なる狩猟のための「落し穴」であるという点には、検討する余地がある

ように思われる。集落あるいは竪穴住居跡と同時期のものがあると考えた場合、竪穴住居跡に

近接して構築されており、狩猟以外の目的一 獣等から集落あるいは、竪穴住居跡を防御する目

的で構築された施設である可能性も考えられる。

第 4類

第 4類 とした土墳については、最も数が多 く、形態的にも多様である。しかし、形態的には

前述の第 1類から第 3類 と異なってはいるものの、機能的には、第 1類の「貯蔵穴」や狩猟の

ための「落し穴」が含まれていることは十分に考えられる。また、土墳の堆積上の状況や、埋

葬時に副葬されたものと考えられる遺物の出土状況がみられるものは、前述の23号土墳にその

可能性がある他には、明確な根拠がなく、確認することができなかった墓墳についても、第 4

類とした土墳の中に含まれていることも考えられる。

その他に調査区北端部に位置する11号土墳は、土壊中に粘土塊が詰め込まれたような状態で

検出されており、第la類の27号土媛で指摘されたと同様に、粘上の貯蔵施設であると考えられ



る。Jま た、調査区中央部の南西部寄 りに位置する276号土墳については、掘 り方底面に粘を貼 り

付けて、床面を形成している。これを 2枚に亘って構築しており、それぞれが壁面とともに、

かなりの火熱を受けた痕跡がみられ、非常に堅 く焼け締っている。また、 2次床を構築してい

る粘土中には、深鉢形の縄文土器が底部を欠いた状態ではあるが、一個体分つぶれた状態で出

土している。これらのことから、276号土墳については、土器焼成遺構である可能性がある。

竪穴遺構

調査区北東部に 1基のみ検出されている。詳細は前述のとおりであるが、一般の土墳として

は、規模が大きすぎ、また竪穴住居跡と考えるには、付属する施設 一 炉・柱穴・周濤等が検出

されず、遺構そのものについても壁や底面が一定せず、形態的にも整ったものとは言い難い状

態であり、遺構の性格を把えられるような資料はみられない。しかし、遺構の北部、あるいは

南半部に見られる比較的大規模に凹みがあること、底面や堆積土中に粘上がまとまって検出さ

れる部分がみられる。などの特徴 も観察される。これらより、土器製作あるいは、遺構構築の

際に用いられる粘上の採取や貯蔵、ねかせておくための施設であった可能性もある。

時期的には、出土遺物、集落跡との関係から、中期から後期のものであると考えられる。

埋設土器

埋設土器は5基検出されている。調査区の南半部に散在しており、分布状況に規則性や、大

きな特徴はみられない。埋設されている土器は全て深鉢形土器である。埋設状況は、正立位の

ものが 2基、倒立位のものが 1基、不明のものが 2基である。正立位のものは、底部から体部

にかけてのもので、体上半部を欠いている。倒立位のものは、口縁部から体上半部のもので、

体下半部から底部を欠いている。不明のものは、掘り方上部に体部片が設置されているのみで

ある。正立位及び倒立位のものが、土器上半部及び下半部を失っているのは、後世の削平のた

めであり、本来は一個体あるいはそれに近い大きさの上器が埋設されたものと思われる。

埋設土器及びその周辺部に火熱を受けた痕跡や焼け面は観察されなかった。また、埋設土器

の内部からすは、骨片等は検出されなかったが、この種の遺構については、内部から胎児骨や、

幼児骨などが検出される例が多 く、埋葬施設の一種であると考えられている。

本遺跡の場合については、 1、 2号埋設土器については埋設の状況が異なるため判断できな

いが、その他の 3号から5号埋設土器については、埋葬施設である可能性は高いものと考えら

れる。時期的には、土器に施文される文様が、 2号埋設土器を除いて地文のみしか施文されて

おらず、明確には判断できないが、 2号埋設土器は、中期末葉のものであり、同時に機能した

と考えられる 1号埋設土器についても同時期のものであると考えられる。その他のものについ

ても、他の遺構 と同様に中期末葉から後期初頭頃に位置付けられると思われる。



Ⅷ.古代の遺構 と出土遺物

古代の遺構は、東区及び東側道路部から検出されている。検出された遺構は、竪穴住居跡 4

軒、土墳 4基、濤跡 5条、掘立柱建物跡 1棟がある。遺構の分布状況は、住居跡は 3軒が調査

区東側に位置し、調査区中央の南寄 りに 1軒離れているという状況を示す。上壊は、 2基が調

査区東側に位置し、他の 2基は調査区の北及び南と散在している。濤跡は、調査区の西側に 1

条、南西部に 1条、東側に 3条であり、そのうち 2条は並列して方形に巡っている。出土遺物

は、土師器、須恵器が出上しているが、縄文時代の遺構と重複関係にあるものが多く堆積土中

から縄文時代の遺物を多量に出土する遺構 もみられる。

1.古代の住居跡

22号住居跡 (C-1住居跡 )

遺構の確認 :東側道路部の傾斜上端部付近近 くのCト レンチに位置し、第 5層上面で確認され

た。 トレンチ西側の調査区外に広がっており、東側は傾斜により削平を受けている。調査区内

で、カマドは検出されず不明である。

重複・改築 :南壁を本住居跡より新しいピットに切られている。増改築は確認されなかった。

規模 。平面形 :遺構の北側は調査区外へ延びており、また東側は削平され、全体の規模・平面

形は不明であるが、残存部は、東西315m、 南北4.00m以 上、隅丸方形を基調 とした平面形で

あると推定される。

竪穴層位 :3層 に大別される。竪穴 1層 は灰白色火山灰層である。

壁 :第 5層 を壁 としている。西壁と南壁の一部のみ、20～35cm残存している。床面から急な角

度で立ち上がっている。

床面 :ほ ぼ平坦で堅い。全体に東側に傾斜している。第 5層 を直接床面 としており、貼 り床は

ないようである。一部礫層が露出している部分 もみられる。

周濤 :検出されなかった。

柱穴 :住居跡と考えられる範囲内から5個のピットが検出された。いずれも掘 り方のみで柱痕

跡は認められなかった。本住居跡に伴う柱穴は不明である。

22号住居跡ピット

NO 1 2 4 4 5

形  状 円 円 F〕 円

深  さ 8 12 16

その他の施設 :住居跡南西コーナー部分に、長さ130cm、 幅65cm床面からの深さ10cmの ピッ

トが検出されている。

遺物の出上状況 :住居跡堆積土及び床面から土師器・須恵器が出土している。
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23号住居bII(T-32住 居跡 )

遺構の確認 :T-32に位置 し、第 4層上面で確認された。

重複・ 改築 :他の遺構 との重複は認められない。住居跡北側にピット及び濤状に張 り出した部

分が認められ、カマ ドを作 り替 えている可能性がある。

規模 。平面形 :長軸3.50m、 短軸3.27m、 不整な隅丸方形である。

竪穴層位 :2層 に大別される。竪穴 1層 には、灰自色火山灰が含まれている。

壁 :第 4層、第 5層 を壁 としている。10～30cm残存 している。床面から緩やかな角度で立ち上

がる。

床面 :ほ ぼ平坦で堅い。第 5層 を直接床面 としているか、掘 り方埋土上面を床面 としているか

は断ち割 り等の精査をしていないため不明である。

周濤 :住居跡内より11個のピットが検出されている。深 さ等から柱穴 と考 えられ るものはな

かった。

23号住居跡ピッ ト

No l 2 3 5 6 7 8 11

形  状 惰  円 楕  円 円 円 楕 円 円 円 円 円 円 楕  円

深  さ 7 8 7 9 4 5

NO

形  状 楕 円

深  さ
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23号住居 旧煙道土層註記表

23号住居跡 (T-32住 )上層註記表
色 土    性

褐    10YR4/6 10YR3/3 浅 黄 笹 ン ル ト (火 山 灰 ?)を 粒 状 に 含 む

彪属竺 暗  鶴  10YR3/4

粘 上 質 ン ル ト 住 居 跡 束 壁 際 で 多 厳 の 燐 上 、 来 化 物 含 む

療 を 多 く含 む

傷  10YR3/4

褐    iOYR4/6 粘 土 質 シ ル

明 驚 褐  iOYR6/6

色

炭化物 、斎色小粒子 を含 む (プ ロ ッ ク状 )

石 英 質 粒 子 含 む

褐     loYR4/4 粘土 質 ンル 黄 色 ロ ー ム 粒 を 若 千 含 む

媒 化物 、黄色 ロー ム小 粒 を多 く含 む

暗  褐  iOYR3/4 ロ ー ム 粒 を 多 く含 む (ま じ り合 つ て い る )
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カマ ド:住居跡東壁の南側に付設されている。燃焼部のみ確認され、煙道部、煙出し部は削平

されており、確認されなかった。燃焼部は奥行70cm、 最大幅80cm、 残存高20cmで ある。袖部

は20～30cmの礫を「ハ」の字状に配した石組で構築されている。石組下面には黒色上がみら

れ、石組のおさえと考えられる。石組内には、天丼部が崩落したと思われる焼けた粘上がみら

れる。燃焼部底面は、全体的に赤褐色を呈しており、火熱を受けた痕跡であると考えられる。

また、北壁東側に、より古いと考えられるカマドの燃焼部の一部 と煙道が検出されている。

燃焼部は、奥行50cm、 幅32cm、 深さ16cmの 掘 り方のみが検出された。煙道部は長さ146cm、

幅42cm、 深さ12cmである。底面はほぼ平坦であるが、先端部に煙出しピットが検出された。

μ 5150m
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23号住居 カマド 土層註記表

上  性 考

褐  10YR3/3 天 丼 の 崩 落 し た も の を 含 む 、 嬢 上 を 若 千 台 む

Fine Sand焼 上 、 炭 化 物 含 む

嗜 赤 鶴  5YR3/3

暗 赤 褐  5YR3/6 焼 上 、 炭 化 物 を 多 景 に 含 む

極 暗 赤 褐  5YR2/3 少 量 の 焼 上 、 療 化 物 を 含 む

23号住居貯蔵穴状ビット 土層註記表
色 上  性

暗  褐  10YR3/4 炭 化 物 若 干 台 む

第955図 23号住居跡カマド
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0             5            10Cm

分  類 備 考

回 転 糸 切 り

層 磨 キ 、 黒 色 処 理

ロ ク ロ 副司筆 磨 キ 、 黒 色 処 理

ロ ク ロ調 整

瘤 gク ロ調 整 ロ ク ロ 副司整

上 自雨器 ・ 褻 回 霧 ヘ ラ ナ デ

ロ ク ロ 副司整

第956図 23号住居跡出土土器 (1)
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口調 整 、 ヘ ラ ケ ズ リ

第957図 23号住居跡出土土器 (2)

貯蔵穴 :1個検出された。カマドの南側に位置している。長軸62cm、 短軸50cm、 床面からの深

さ15cmで ある。平面形は不整形である。

その他の施設 :北壁中央部に奥行60cm、 幅75cm、 深さ20cmの ピットが検出されている。

遺物の出上状況 :住居跡堆積土、床面、カマ ド、貯蔵穴より上師器が出上している。

整理の際に貯蔵穴より出土した土師器不を全て確認することはできなかった。

24号住居跡 (N-31a住居跡)

遺構の確認 :調査区東側のM・ N・ 0-30。 31に 位置し、第 4層上面で確認された。遺構が東

側の調査区外へ延びており、正確な規模、平面形は不明である。

重複・改築 :324号土墳、 4号濤、22号濤に切 られており、本住居跡の方が古い。また、 1号住

居跡を切っており、本住居跡の方が新しい。増改築は確認されなかった。

規模 。平面形 :遺構の東側は調査区外へ延びており、全体の規模 。平面形は不明であるが、調

査区内で検出された部分では、東西4.50m以上、南北7.40mの 隅丸方形を基調とした平面形で

ある。

竪穴層位 :2層 に大別される。

壁 :第 4層、第 5層 を壁としている。10～23cm残存している。床面から急な角度で立ち上がる。

床面 :やや凸凹がみられるが堅い。 1号住居跡と重複する部分は、直接 1号住居跡堆積土を床

面 とし、貼 り床はみられないことから、他の部分は直接第 5層 を床面としていると考えられる。

また、住居跡北側で床面が一段高 くなっている。その比高差は 2～1lcmである。

24号住居跡ピット

NO 1 2 3 4 5 6 7

形  状 隅丸方 不  整 円 楕  円 惰  円 円 惰  円 惰  円 不  整 惰  円

深  さ 17 17 7

Nlo 14 15

形  】犬 円 惰  円 楕  円 楕  円 楕  円 指  円 円

深  さ 12 14
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24号住居跡 (N-31a住居)土眉註記表

5320m⊇引

二 5360m

ロームプロック

蜘 mマ 鋤 m杉 洋

2m

膚 位 腰 No
備 考

鵜  7 5YR3/4 決 化 物 を 含 む

極 暗 4Ne 炭 化 物 を 多 く含 L・

褐 挨 化 物 ギ ョ ウ カ ィ 岩 粒 を ま だ ら に 含 む

暗  褐  7 5YR3/3 火 山 灰 (バ ンパ ン )を 含 む

第958図 24号住居跡



Pit l 土層註記表

考

相母   10YR4/6 擁 上 粒 、 ロ ー ム 粒 、 炭 化 物 含 む

i箕 〕天∵,I、 イを 1位 命 L

Pit 2 土層註記表

褐 ロ ー ム 、 暁 上 の 混 合 層

擁 上 、 療 化 物 を 多 霊 に 含 む

廃 上 、 炭 化 物 含 む

褐    7 5YR3/3

皓 上 質 ン ル

粘 上 質 ン ル

Pit 3 土層註記表

層 No 色 考

暗  褐  10YR3/4 IIL土質 シル ロ ー ム 粒 含 む

ロ ー ム 粒 、 着 手 の 炭 化 物 含 む

粘 上 蜜 シ ル ト 多 盆 の ロ ー ム 粒 、 廃 土 粒 含 む

Pit 4 土層註記表

焼 上 粒 多 量 に 含 む

焼 土 粒 、 砂 粒 、 炭 化 物 粒 合 む

P■ 5 土層註記表

焼 上 、 炭 化 物 を 多 量 に 含 む

廃 上 、 炭 化 物 を 若 千 含 む

P■ 6 土層註記表

砂 粒 、 多 量 の 焼 上 粒 含 む

砂 粒 、 多 量 の 焼 上 粒 台 む

暗 赤 褐  5YR3/6 多量 の 焼 土 粒 、 炭 化 物 含 む

ロ ー ム 粒 少 墨 含 む

炭 化 物 少 盈 含 む

粘 土 質 ン ル

P■ 7 土層註記表
考

焼 上 粒 、 炭 化 物 含 む

に ぶ い 赤 禍  5YR4 ロ ー ム 粒 、 焼 上 粒 、 炭 化 物 含 む

ロー ム粒 、炭 化 物 、 多量 の燐 土 台 む

Pit 9 土層註言E表

色 傭

粘 上 質 シ ル 焼 上 、 炭 化 物 台 む

偶     iOYR4/

褐    10YR4/6 炭 化 物 、 砂 粒 含 む

炭 化 物 含 む

糖 上 質 シ ル



周滞 :検出されなかった。床面の南西コーナー付近に長さ68cm、 幅1lcm、 深さ 8 cmの濤状の

落ち込みがみられる。

柱穴 :住居跡内より17個のピットが検出されている。ピット1、 2は貯蔵穴であると考えられ

る。いずれも掘 り方のみで柱痕跡は認められない。本住居跡に伴う柱穴は不明である。

カマ ド :調査区内では検出されなかった。

貯蔵穴 :規模等から貯蔵穴 と考えられるピットは 2個検出されている。貯蔵穴状ピット1は長

軸115cm、 短軸110cmの ほぼ円形である。床面からの深さは90cmで ある。貯蔵穴ピット2は、

4号濤に切 られており、正確な規模は不明であるが、長軸 120cm、 短軸90cm以上の円形を基調

とした平面形であると推定される。床面からの深さは33cmである。

0             5            1ocn

底    きF 備 者

整墾世望
~甜

転碁 ρ・ ダト回

堆 標 土

堆 被 土 ロ ク ロヨ司羹

堆 被 土 上 自市器 ・ 褻 ロクロヨ司簗

ロ クロ調整 、ヘ ラクズ リ
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その他の施設 :ピ ット3、 4、 5、 6、 7、 9の 6個 のピットは、内部に焼上、炭化物が多量

に含まれてお り、底面や壁面が焼けているものもあり、特殊な施設である可能性がある。

遺物の出土状況 :確認面、堆積土、ピットから土師器、須恵器の他に、縄文土器、石器が出土

している。

第54表 24号住居跡出土土器破片集計表

25号住居謝 (K-22住居跡 )

遺構の確認 :K-22、 23に 位置 し、第 4層上面で確認された。

重複・ 改築 :土墳 と切 り合っているが、全ての土墳を切ってお り、本遺構が最 も新しい。

規模 。平面形 :長軸4.35m、 短軸3.53m、 隅丸方形である。

竪穴層位 :1層に大別される。

壁 :第 4層 を壁 としている。5～15cm残存 している。床面から緩やかな角度で立ち上がってい

るが、急角度の部分 もみられる。

床面 :や や凸凹があり堅い。第 5層を直接床面 としているか貼床かは不明である。カマ ドの北側

の部分の床面が一段低 くなっている。比高差は 5～10cmである。床面の中央より西側、北西側

に、それぞれ、長さ60cm、 幅45cm、 長さ90cm、 幅60cmの不整形な節囲に厚さ 3～ 6 cmの焼

土塊が認められる。

周濤 :検出されなかった。

柱穴 :床面の精査をしておらず不明である。

カマ ド:住居跡南東コーナー付近の南壁に付設されている。削平を受けてお り、燃焼部のみし

か残存 しない。袖部はわずかに痕跡を残すのみである。残存部の規模は奥行85cm、 最大幅60cm

である。床面はほぼ平坦である。このカマ ド残存部に重なって奥行120cm、 最大幅100cmの 範

囲に焼上の詰まっている落ち込みがみられる。カマ ドの掘 り方部分であると考えられる。

遺物の出上状況 :確認面、堆積土、床面から土師器、須恵器、縄文土器、石器が出土している。
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25号住居 (K-22)上層註記表

25号住居 カマ ド

5550m島 崖

層 No 土  性

炭 化 物 、 ス コ リア を 少 ゑ 含 L・

偶 7 5YR3/2 ス コ リア を 少 登 含 む

上   性 備

粘 上 質 ン ル ト 焼 土 粒 、 療 化 物 含 む

暗  褐  iOYR3/4 焼 土 粒 、 療 化 物 、 粘 土 粒

燒 土 粒 、 粘 土 粒 含 む

褐    7 5YR4/6
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層  位 内 底    音F

堆Frt上 上 自市器 ・ イ ロ ク ロ 調 整 、 回 転 ヘ ラ 肖」り 内 面 暴 色 処 理 の 有 蕪 不 明

床  面 須 憩 器 ・ 雰 ロ ク ロ調 整 回 転 糸 切 り 底 部 に 墨 書 有 り

確 認 面 静 止 糸 切 り・ 磨 キ

磨 キ・ 黒 色 trL理 回 転 糸 切 り

ロ ク ロ 調 整

土 自市器 ・ 製

床  面 須 忠 器 ・ 型

第961図 25号住居跡出土土器 (1)
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第962図 25号住居跡出土土器 (2)
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25号住居跡出土石器 (2)

種      別 庸    位

堆 BH上

層    位 兵 X tt x 厚 (mm) 石 材 使   用   痕

四 ― 片 面 、 敲 ― 面 端 両 側 面

第964図

第55表 25号住居跡出土土器破片集計表
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第965図  323号土境

A 農 農 ぅlЯ )m

323号土壌 (W-22a)土層註記表

炭 イヒ物 を 含 む

壁  高

第 4層 上 面

≦               2

磨 キ 、 黒 色 処 理

堆 穣 土

第966図  323号土境出土土器
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第967図 324号土境
A

5350m引

0       1       2m

… …

確   認   面 規  篠

第 4層上 面 4溝 に 切 られ 、 ユ住 居 跡 を切 る 。

tミ
キ゛

層 位

堆 微 土 須 恵 器・ 褻 タタキロ、ロクロ副町整

第968図  324号土III出 土土器

第969図 325土境 Al
5500m望当 農

325号土壊

BT +L
25-lm

(L-25a)土 層註記表
色 考

ス コ リ ア を極 め て 多 筵 に 合 む 、 擁 上 、 炭 化 物 含 む

種 暗 褐  7 5YR2/3 少 量 の 廃 土 含 む

種 暗 褐  7 5YR2/3 極 め て多量 の焼 上 を含 む、少量 の炭化物 を含 む

粘 上 質 シ ル 着 千 の 焼 上 、 炭 化 物 、 ス コ リア 含 む

lL上 質 ンル ト

親  擦 備

第 4脚上 面 二砦
に

色訟,翠寺染患 B雪 あア念冒と
~~~'~~ヤ
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層  位

ロ クロ調整 、 ヘ ラ ケズ リ

堆 械 上 ロ ク ロ調 整

堆 被 上

堆 被 土 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

ロ クロ調整 、ヘ ラケズ リ

隆 線 来

堆rFFi 降 線 文 、 沈 線 文 、 RL縄 文

堆 積 上 深  鉢

L燃 糸 文

堆 秋 土

RL縄 文

深  鉢 ナ デ (被 ‐斜 )、 磨 キ (横・ 縦 )

磨 キ (様 )

堆 積 土 深  鉢 沈 線 文 、 LR縄 文

磨 キ (僚 )

第970図 325号土境出土土器
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層    位 兵 X tt X ,事 (mm) 百  材

唯 IHl上

第972図 325号土壊出土石器

326号占残 (O-30a)上層誰記表

層 位

炭 化 物 を若 干 台 む

褐    iOYR4/6

に が い 黄 褐  10YR4/3

粘 度 質 シ ル ト

地   区 確  認  面 平  面  形 親  篠 肇 高

第 4層上 面 不 整 円 形 基 調 4・ 5灘、ピ ッ トに 切 られ 、42土 蠣 を 切 る 。 底 面 南 寄 りに 70× 65× 16の 凹 み 有 。



層    位 外   面

堆 被 ■

磨 キ 、 黒 色 処 理

第975図
第974図 326号土塘出土土器

〕      5      1o m

O O

3.溝跡

2号濤

本遺構は、調査区の西寄 りH-18か らY-21

まで、直線距離にして約85mの長さで検出され

た。幅は約0.5～ 1.Omである。

確認面は地区により異なり第 2層～第 4層上

面である。 1号、17号濤に切られており、本遺

構の方が古い。251号、252号土墳、16号、20号

濤、 4号掘立柱建物跡を切っており、本遺構の

方が新しい。また、H-18か らM-18に かけて、

多数のピット、柱穴 と重複関係にあるが、ほと

んどは本遺構より新しい。南側の調査区外へ延

びており、今回検出されたのはその一部である

と考えられる。

堆積土は 2層 に大別されるが自然堆積であ

る。 S・ T-20付近に堆積土上部に余大から人

頭大の河原石が多量に混入していた。

壁は 5～40cm程残存しており、底面から急角

4    農55 Юn

l漸  
第976図  2号溝上層断面図
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担尋    loYR4/4 炭 化 粒 少 量 、 ス コ リ ア 微 量 、 ロ ー ム 粒 多 最 、 風 化 礫 微 量 に 合 む
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第977図  2号溝出土土器 (1)
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2号清出土土器 (2)
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第979図  2号溝出土土器 (3)
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度で立ち上がっている。底

面はほぼ平坦である。底面

レベルは地形に対応 して緩

やかに変化 している。

遺物は土器 、石器 、土製

品が出上 している。

第54表  2号溝出土土器破片集計表

4号濤

本遺構は、調査区の東側

に位置し、N-31か らQ―

32ま で約25mの 長さで検o+
出された。幅は約05～ 1,1

mである。

確認面は第 4層上面であ

る。方形を呈 してお り西辺

開50m坐当

4号 。H号溝

④

も
Q  ③

p

３０
＋Ｏ

④
86呈

◎惚∂

十 P
32

＋
３２

4号溝 土層註記表 
第985図  4号 。11号溝土層断面図
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種  別 土  師  器 角齢

器  種 1不 甕

部  位 ほ 体

内 面

ク

キ

ロ

ク

ロ

ナ

一Ｔ

ケ

リ

タト 面

ミ

ガ

キ

⌒
里
こ

キ

（
里
¨

キ

⌒
里
こ

堆 慣 士 2 4 212 3 l 1 I

合 計 2 4 212 3 1 1 1

色
考

暗  褐  7 5YR3/ ス コ リア 含 有

偶  7 5YR3/3 粘 度 質 シ ル ス コ リア 、 炭 化 物 、 焼 土 粒 を 多 景 に 含 有

嗜 ル ト質 粘 上 Fii茫 Sand台有



H号溝 土層誰記表

上   佳

ス コ リア 多 量 に 合 有

砂 質 ン ル

偶  iOYR5/6 粘 土 質 シ ル 砂 粒 多 錘 に 合 有

が全長約14mで ある。南西コーナー付近から南へ約3.2mの長さで濤が検出されている。切合い

関係は認められず、 4号濤に付属したものである可能性がある。南辺、北辺は東側の調査区外

へ 延 びて お り、今 回検 出 され た の は その一 部 で あ る と考 え られ る。 第55表 4号清出土土器破片集計表

41号、42号、324号、 326号土墳、 1号、24号住居跡を切っており、

本遺構が最 も新 しい。西辺では上端部分にピットがみられるが、堆

積上の区別がつかず切合い関係は不明である。

堆積土は 6層 に大別 されるが自然堆積である。

壁は15～ 50cm程残存 している。底面から急角度で立 ち上がってい

る。底面はほぼ平坦である。底面 レベルは地形に対応 して緩やかに

変化 している。

遺物は土器、石器が出土 している。

0           5           1ocln

第986図  4号,青 出土土器

11号濤

本遺構は、調査区東側に位置 し、O-30か らP-31ま で約10mの長さで 4号濤の内側に検出

された。幅は約0.6～ 10mで ある。

確認面は第 4層上面である。 1号住居跡、22号濤を切っており本遺構の方が新 しい。方形を

呈してお り西辺が全長約6.8mである。南辺、北辺は東側の調査区外へ延びてお り、今回検出さ

れたのはその一部であると思われる。

堆積土は 3層 に大別される。壁は底面から急角度で立ち上がる。底面レベルはほぼ一定であ

る。西辺南半部の東側上端付近に手の平大から人頭の河原石が並べられた状態で検出された。
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濤に伴 う施設の一部である可能性がある。 また、南西コーナー部分

に土墳状の凹みがみられる。

遺物は土器、石器が出上 している。

第56表

11号溝出土土器破片集計表

種 別 土 師 器

器 種 甕

声ヽ 位 体

内 面 リ

ナ

ナ

ケ
ズ
リ

外 面

ナ ナ
デ

キ

2層 1 I 1 1 1

堆槙土 1 1 2

合 計 2 1 7 1 1 〕 ]

鮎 D5

5

備    考

土 含市器 ・ 甑

土 師 器・ 褻 接 ナ デ 、 ヘ ラ ナ デ

確 認 面 ロクロヨヨ整

堆ryt土
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16号濤

本遺構は、調査区南西部に位置し、H-18か らL-17ま で L字形に約30m検出されている。

幅は0.9～ 2.35mである。

確認面は第 4層上面である。251号 、252号 、289号 、290号 、291号、294号土墳、20号濤、 4

号掘立柱建物跡を切ってお り本遺構の方が新 しい。 2号濤に切 られており本遺構の方が古い。

また、南側及び西側の調査区外へ延びてお り、今回検出されたのはその一部であると考えられ

る。

5550m 1        2m

16号溝

|十 1-

16号清土層断面図
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２
牌 砒 凰

４
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第989図  16号溝出土土器・土製品
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暗  偶  10YR3/3 炭 化 粒 少 量 、 礫 微 琵 、 ス コ リア 少 錘 含 有

ロ ー ム 粒 少 途 台 有

縛

層    位 内     面

lL穣土

束」突 文 、 R熔糸 文

ltrlI土 沈 線 女 、 R撚糸 文

堆 IPF土 不 明 土 製 品

堆 被 上

備

第990図  16号溝出土石製品



堆積土は 3層 に大別される。いずれも自然堆積である。

壁は 8～38cmで ある。底面から急角度で立ち上がる部分 と、緩や

かに立ち上がる部分がある。底面はほぼ平坦であるが、底面レベル

は本遺構の折曲部分で浅 くなっている。南及び西側へ向かって地形

に対応して緩やかに変化している。また、 I～ K-17ラ インでは東

側に段が形成され、一段高くなっている部分がある。

遺物は土器、石器が出上している。

22号滞

本遺構は、調査区東側のO-31に 位置し、0.5mの長さで検出され

た。幅は約1.4mである。

確認面は第 4層上面である。11号濤に切 られており、本遺構の方が古い。北側の調査区外へ

延びており、今回検出されたのはその一部であると考えられるが、検出された部分が短いため、

濤以外の遺構の一部であることも考えられる。

堆積土は4層 に大別される。自然堆積である。

壁は約60cm残存している。底面からやや急角度で立ち上がっており、段階状になっている。

底面は概ね平坦であり、北側の調査区壁際では、■号濤に切られている部分より広 くなってい

る。

遺物は出上しなかった。

皇
| 阜53 mm

22号溝土層註記表

第 991図 22号溝 土層断面図
0        1m

―4.掘立柱建物跡

4号掘立柱建物跡

層  位 層 hlo 土 色 土   性 備 考

1 1 黒褐 10Y R 影 シル ト 岩子の炭化物合む

2

2 鶴  10Y R % 粘土質シル ト スコリア多量 に含む

3 時褐 7 5YR % シル ト

4 Hを褐 75YR % 粘土質シルト

3 5 褐  10Y R % シル ト

4 6 費掲 10Y R % 粘土質シル ト スコリア多量 に含む

本遺構は調査区の南西部、 I～ L-17、 18に位置し、第 4層上面で確認された。桁行 4間、

梁行 2間の南北棟の総柱建物跡である。東側柱列では13.45m (柱間寸法は北より2.5m+3

3m+37m+395m)、 中央柱列では14.Om(柱間寸法は北より255m+3.35m+3.9m+4.2m)、 西

側柱列では13.7m(柱 間寸法は北より26m+3.3m+37m+4.lm)、 北側柱列では5.8m(柱間寸

法は東より2.65m+3.15m)、 北側より2列 目では 1間分しか柱穴は検出されていないが、5.5m

第57表

16号 溝出土土器破片集計表

種  別 ０
心

器  種 甕 甕

部 位 体 体

内 面

ミケ
ガズ
キリ

タト 面

ロ

ク

ロ

ナ

デ

堆積土 1 2 1 4

合 計 1 2 1 4
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(柱間寸法は東より2.45m

+3.05m)と 考えられ、 3

列目では 5。 2m(柱 間寸法

は東より2.75m+2.45m)、

4列 目では 5.2m(柱間寸

法は東より2.5m+2.7m)、

5列 目では5,75m(柱間寸

法は東より29m+2.85m)

である。建物方向は桁東側

でN-0° 一 Eである。2号

16号濤に切 られており本遺

構の方が古い。252号、253

号土墳を切ってお り本遺構

の方が新 しい。また、西側

柱列の状況か ら249号 土墳

の切 り合 い も考 えられ る

が、柱穴が検出されず不明

である。

柱穴IFHり 方は円形のもの

と楕円形を基調 としたもの

がある。規模は最大のもの

で100cm× 70cm、 最河ヽのも

ので68cm× 63cmで あ る。

柱痕跡は 7個確認され、径

18～22cmの 円形である。

深さは遺存状態の良好なも

ので57cmで ある。

明確に本遺構に伴 う遺物

は出上 しなかった。

第992図  4号掘立柱建物跡
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5.遺構外の出土遺物

古代の遺物は、東区、東側道路部、西区の表土及び堆積土から出土 している。遺物には土師

器、須恵器、須恵器の甕の体部破片を利用した転用硯 と円盤がある。

12

0            5           1ocm

底     著F 分  類 考

磨 キ 、 黒 色 処 理 回 転 糸 切 り

手持 ちヘ ラク ズ リ

回 転 肖」り

上 節 器 ・ 郭 ロ ク ロ 副司整 磨 キ 、 黒 色 処 塑

Cト レ・ 2'霞 土 師 器 ・ イ ロ ク ロ 副司聖

磨 キ 、 黒 色 処 理

上 師 器 ・ 雰 磨 キ 、 黒 色 処 寝

Dト レ・ 2層

回 転 糸 切 り

W-23・ 24・ ユ層 ロクロヨ司整 ロクロヨ司整

V・ W-25・ 26・ ユ層 土 師 器・ イ ロ ク ロ副司整

第993図 遺構外出土土器 (1)
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10cm

地 区・ 庸 位 部 分  類

つドレ・ 2鱚 上 師 器 ・ 高 台 付 郭 磨 キ 、 黒 色 処 理 回 転 糸 切 り

ロクロコ司整 磨 キ 、 黒 色 処 理 回 転 ヘ ラ 削 り

磨 キ、沈線 磨

土 師 器・ 褻 ロ ク t7調整

Cト レ・ 表 土 上 RB器・ 襲 or鉢 ロ クロ調 整 、 箆 ナ デ

Cト レ 。2層 上 師 器・ 輿 ロ ク ロ調 整

ロ ク ロ調 整

Cト レ 。2層 土 師 器・ 羹 ロ タ ロ調 整

第994図 遺構外出土土器 (2)
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地 区・ 層 位 底 考

Cト レ・ 2層 上 自市器・ 襲 ロ ク ロ 割町整 ロ ク ロ 調 整

上 師 器・ 薬 ロ ク ロ 調 整

ロ ク ロ調 整

Cト レ・ 1鷹

Cト レ・ 2層 上 師 器 ・ 理 ロ ク ロ 調 整 ロ ク ロ到露整

土 自市器・ 襲

上 師 器 ・ 型 木 葉 痕

Cト レ・ 2層

第995図 遺構外出土土器 (3)
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ロ ク ロ 調 整 ロ タロ調整

I層

V・ Vヽ-11・ I層 須 恵 器・ 型

遭 路 部・ I層 須 恵 器・ 転 用 萌

第996図 遺構外出土土器 (4)。 土製品



6.古代の遺構と遺物について

古代の遺構 とその出土遺物については概要は前述のとおりである。ここでは、それらについ

ての若子の検討を行ないたい。

(1)古代の遺物

古代の遺物には土師器、須恵器がある。

土師器

土師器には器種として、不、甕、甑、鉢、高台付不、蓋がある。製作に関してロクロを使用

していないもの (A類)と ロクロを使用しているもの (B類 )ん あゞる。以下に取り上げるもの

は比較的遺存状況の良好な図示遺物を対象とする。

〔A類〕

出土量が少なく大部分が破片資料であり、図示遺物は8点のみである。器種には不、甕、甑

がある。以下器種ごとに特徴を述べる。

不

器形の特徴により下記に分けられる。

a 底部は欠けている。体下部から口縁部にかけて丸味をもって立ちあがり、口縁端部が外

反する。器面調整は内外面共にヘラミガキが施され、内面は黒色処理されている。ヘラミガキ

の方向は横位方向である。

b 底部は平底を呈し、日縁部はやや内弯気味に外傾し立ち上がる。器面調整は外面口縁部

にヨコナデが、体部から底部にかけてはヘラミガキが施される。内面はヘラミガキ、黒色処理

されている。ヘラミガキの方向は、体部は横位方向、底部は一定方向である。

甕

口縁部の形態により下記に分けられる。

a 体部下半が欠損している。体部は内弯気味に立ち上がり、口縁部は強 く外弯しながら立

ち上がる。体部 と口縁部の境には段や稜はみられない。器面調整は外面は口縁部にヨヨナデ、

体部にケズリが施され、内面は国縁部にヨヨナデ、体部にヘラナデが施されている。

b 体部下半が欠損している。体部は膨らみが弱くほぼ直線的に外傾しながら立ち上がり、

短い口縁部がほぼ直線的に外傾する。体部と口縁部の境は明瞭ではない。器面調整は外面、内

面ともにaと 同様のものである。
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C 口縁部のみが残存する。口縁部が直線的に外傾 し、口唇部が若千肥厚 し内面が軽 く立ち

上がる。体部 と口縁部 との境に沈線がめぐっている。器面調整は内外面 ともにミガキが施され

ている。

駈

1点のみの出上である①無底の甑である。体部は底部から頸部にかけて緩やかな丸味をもっ

て外傾 し、口縁部は強 く外弯 しながら立ち上がる。器面調整は内外面 ともにヨコナデ、体部外

面はケズリ、内面はヘラナデが施 されている。

以上が土師器A類の各器種 ごとの特徴である。これらの多 くは土墳、濤跡から出上のものであ

り、一つのまとまりとして把えられるものである。これらの上師器の年代について検討してみる。

郷 a、 b、 甕 bは 326号土墳 より出上 している。全て堆積土中出上のものであるが、一括資料

でもあり、共伴関係にあるものとして把えられるものと考えられる。tt bや 甕 bは糖塚、大境

山、清水遺跡に類例がみられ「国分寺下層式」の範疇に属するものと把えられてお り、特に不

bに 関しては、国分寺下層式の終末期 とされている。その他の上器は、■号濤堆積土出上のも

のの他に単体で出土 してお り共伴関係はみられないが、甕については上述の遺跡や山口遺跡等

に類例がみられ国分寺下層式の ものと考えられる。また観についてもA類が国分寺下層式に属

するものであり、他の型式に類例がみられないことなどから同様の時期であると考えられる。

〔B類〕

古代の遺物の中で最も出土量が多い。器種には不、高台付不、甕、鉢、蓋がある。以下器種

ごとに特徴を述べる。

不

底部の切離しの違いによって下記に分けられる。

al 底部の切離しが回転糸切 りによるもので再調整の加えられているものである。再調整は

手持ちヘラケズリである。底部から口縁部に向かって丸味をもって外傾する器形である。器面

調整は外面がロクロ調整、内面はヘラミガキ、黒色処理が施されている。しかし、中にはヘラ

ミガキ、黒色処理が確認されず、ロクロ調整のみしか確認されないものがある。ヘラミガキの

方向は体部下端から底部では放射状であり、体上部では横方向である。

a2 底部の切離しが回転糸切 りによるもので再調整の加えられていないものである。底部か

ら口縁部に向かって丸味をもって外傾する器形で、日縁端部がかるく外反するものもある。器

面調整は外面はロクロ調整、内面はヘラミガキ、黒色処理が施されている。ヘラミガキの方向は



体部下端から底部では放射状であり、体上部では横方向ものもが多い。

b 底部の切離 し技法が再調整のために不明のものである。再調整は全て回転ヘラケズリで

底面から体部下端にまで施 されるものと底面にのみ施されるものの二種がある。底部からほぼ

直線的に外傾 して立ち上がる器形のものと、底部から口縁部に向かって丸味をもって外傾する

器形のものがある。器面調整は外面がロクロ調整、内面はヘラミガキ、黒色処理が施される。

再酸化のためか内面の黒色処理の確認されないものもある。内面のヘラミガキの方向は体部下

部から底部では放射状、体上部で横方向あるいは放射状のものがある。

高台付郭

2例のみの出土である①外面にはロクロ痕が観察され、内面にヘラミガキ、黒色処理が施さ

れている。郷部の判明するものは高台部から口縁部にかけてやや内弯気味に外傾 し立ち上がる。

高台はほとんど直立 している。いずれ も高台部は付高台である。不底部の切離 しが判明するも

のは回転糸切 りであり、他は高台接合の際のロクロ調整のため不明である。

甕

口縁部の形態から下記に分けられる。

a 口縁部が体部から「 く」字状に外傾 または外反するものである。数量的には最 も多いも

のである。大形のものと河ヽ形のものがあり、長胴形を呈するものは少ないようである。

器面調整は外面にヘラナデ、ケズ リが施 されるものもあるがロクロ調整のみの ものが多い。

内面はロクロ調整のみのものが多いがヘラナデ、ヘラミガキの施されるものもある。

ヘラミガキの施された ものは黒色処理が施されている。底部の確認できるものは平底で、切

離 しは磨滅のため不明である。 また、体部 と口縁部の境が明瞭でないものがみられ、それらは

鉢に分類されるものである可能性 もあるが、体部下半以下が欠損のため不明である。

b 口縁部が体部から「く」字状に外傾 し回唇部が直立気味に立つものである。

体部上半しか残存 しないが長胴形を呈するものと思われる。

器面調整は外面の体部下半には縦位方向のケズリがみられ、体部外面に叩き圧痕が観察され

るものがある。内面はロクロを用いた回転ヘラナデ調整のものとヘラナデが施 されたものが見

ら才化る。

C 口縁部の下半部が体部から「 く」字状に強 く外傾 し口縁部の上半部が直立気味 またはゆ

るやかに外傾 して立ち上がるものである。器面調整は内外面 ともにロクロ調整のみである。



鉢

口縁部径から大形と小形に分けられる。小形のものは底部から体部上半にかけて丸味をもっ

て外傾しながら立ち上がり、口縁部は直線的に外傾して立ち上がる。器面調整は外面はヘラミ

ガキされているものとロクロ調整のみのものがあり、内面はヘラミガキ、黒色処理が施される。

底部の切り離しは静止糸切 りのものと回転糸切 りのものとがあり、静止糸切 りのものはヘラミ

ガキによる再調整が施されている。大形のものは底部が欠損している。体部はやや内弯気味に

外傾して立ち上がり、口縁部はゆるい「C」 字状に外傾する。外面の口縁部直下に隆帯を貼 り付

けロクロを用いて沈線が施されている。器面調整は外面の体部下半に縦位方向のズリがみられ、

内面はロクロ調整のみである。他の器種に比べてやや器厚が厚い。

蓋

1点のみの出土である。つまみ部は欠損している。器面調整は内外面共にヘラミガキ、黒色

処理が施されている。

以上が土師器B類の各器種ごとの特徴である。製作に際してロクロを使用しているものであ

り、東北地方南部の上師器編年において「表杉ノ入式」に相当するものであり、平安時代に位

置付けられるものである。

近年、表杉ノ入式の上師器はイ類を中心に、製作技法、形態から細分しようとする試みがな

されている。製作技法からは、再調整が施されるものから無調整の、回転糸切 り痕を残すもの

へと変化して行 くものと把えられている。また、形態的な面からは、口径に対する底径の占め

る割合が大きなものから、口径に対する底径の占める割合が小さく、口縁部が大きく開き気味

のものへと変化するとされているものである。

以上のことから、今回の調査で出土した土師器B類の不について考えてみると、再調整の施

される al、 b類は口径に対する底部の比が 1:0.40～ 1:050に おさまり、再調整の加えられ

ない a2類は口径に対する底部の比が 1点 を除き1:0,38～ 110.39と なっている。これらか

ら、土師器郷B類はal、 b類からa2類へ変化したものと考えることができ、これらから、表杉ノ

入式内での新段階、古段階の資料の存在が明らかになった。しかし、これらは不類 としては遺

構内での単独出上であり、数量的な裏付けが乏しいものであり、詳細な検討には至っていない。

したがって実年代については、より後出と考えられる a2類が出土する22号、23号住居跡堆積土

の最上層に宮城県内でよくみられる灰白火山灰が含まれている。この灰自色火山灰は、各論考に

よつて10世紀前半以前の年代が求められており、22号、23号住居跡の年代は10世紀前半以前の

ものと考えられる。
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これらから、土師器B類の年代は、10世紀前半以前を下らないものと考えられる。

須恵器

器種には、不、甕、筑、円面硯、甕体部を利用した硯と円盤がある。

杯

底部の切 り離し、再調整の種類によって下記に分けられる。

a―底部の切 り離しが回転糸切 りによる再調整の加えられていないものである。器形は底部

から口縁部にかけてやや丸味をもって外傾するものである。

bl―再調整のため切 り離 しが不明であり、再調整が回転ヘラケズリによるものである。再調

整が底面から体部下端にまで施されるものと、底面にのみ施されるものとの二種があるc器形は

底部から口縁部に向かって緩やかな丸味をもって外傾するもので、口縁部が緩やかに外反する

ものもみられる。全体形に対して底径が比較的大きく、低平である。

b2-再調整のため切 り離しが不明であり、再調整が手持ちヘラケズリによるものである。再

調整は底面から体部下端にまで施されている。器形は底部から口縁部に向かって緩やかに丸味

をもって外傾するものである。

甕

図示遺物は 3点のみである。

口縁部資料は頸部が「く」字形に屈曲し、口縁部が外反気味に外傾して口縁端部に至ってい

る。端部は上下に延びて幅広 くやや丸味をおびた縁帯状をなしている。内外面 ともにロクロ調

整のみが観察される。

体部資料は、体部中央から上半部に張 りを持つ胴張 り形の器形のものであると思われる。器

面調整は、外面は体部上半にロクロ調整で下部下半にはヘラケズリが施される。内面は体部中

央部に回転ヘラナデ、体部下半にヘラナデが施される。回縁部・底部とも欠損 しており、甕の

中に含めたが、この資料については、器形の特徴から甑の可能性も考えられる。

底部から体部下部にかけての資料は、器形を推定することはできないものであるが、器面調

整は、外面の体部に平行タタキロ、底部から体部下端にかけてヘラケズリが施されている。内

面にはアテロの痕跡がみられる。

婉

1点のみの出上である。体部上半部のみが残存する。内弯する器形である。器面調整は内外



面 ともにロクロ調整のみが観察される。

硯

円面硯及び須恵器甕体部破片を利用 した転用硯がある。

円面硯

脚部下半の破片である。内弯 しなが ら立ち上がる器形 と思われる。下端部に隆帯が付 けられ、

円形の透し孔が穿たれている。内外面 ともロクロ調整のみが観察される。

須恵器甕体部破片利用の硯

2点出土している。外面にはいずれも平行タタキロが観察され、内面には青海波文がみられ

るものと磨滅のために不明のものがある。内面に研磨痕が認められることから硯 として転用し

たものであると判断された。また、323号土墳出上のものはその形態より猿面硯 と呼称 される硯

に類似 している。しかし、本資料の場合は周縁部の研磨痕がほとんど認められず、単 に周縁部

を打ち欠いているのみの部分が多いことから猿面硯に含 まれるかどうかは不明である。

上製円盤

須恵器甕の体部破片を利用 し、周縁部を打ち欠いて整形 している。

以上の須恵器は、資料の個体数が少なく、詳細は検討はできなかったが、325号土墳出上の不

類を除いて共伴する土師器の年代より平安時代に位置付けられると考えられる。特に325号土墳

出上の邪類については、全て bl類であり、共伴する土師器がないため詳細は不明であるが、形

態的な特徴から平安時代以前のものであると考えられる。その他遺構外出上のものについては

詳細は不明である。

(2)古代の遺構

古代の遺構は、竪穴住居跡、土墳、濤跡、掘立柱建物跡がある。

住居跡

今回の調査で 4軒の住居跡が検出された。それらは調査区東寄りに散在しているが特に台地

東側の縁辺部では 3軒検出されている。調査中、遺構保存を計るため、遺構の断ち割 り精査等床

面下の精査は行なっていない。このため不明な点を明らかに出来なかった部分もあるがここで

は主に住居跡の形態的特徴についてまとめてみたい。



形態・規模

住居跡の平面形が明らかなものは23号、25号住居跡でいずれも隅丸の長方形であり、他の 2

軒 も方形を基調 としたものである。規模は長軸が3.5～ 4.2mと 比較的まとまっているが、7m

を超える大形のものもみられる。方向は長短いずれかの軸が北より10°東～ 15°西に偏れている。

柱穴

柱穴が検出されている住居跡 は22号住居跡のみであ り、他の住居跡では柱穴 と考 え られる

ピットは確認されなかった。 しかし、22号住居跡の場合遺構の全体が不明であり、柱穴の数、

配置関係についても明らかではない。また遺構保存のために床面下の断ち割 り精査を行 なって

いないため、確認された以外のピットの存在 も考えられ、柱穴については不明な点が多い。

周清

周濤は全ての住居跡で確認されていない。

カマ ド

23号、25号住居跡で検出されている。他の住居跡では削平や調査区外へ延びているため検出

されなかった。カマ ドの付設場所は23号住居跡では東壁南寄 り、25号住居跡では南壁の東端部

に寄っている。23号住居のカマ ドの構造は袖部に河原石を芯 として粘土を貼 り付けた ものであ

る。煙道及び煙出しについては削平のため検出されていない。

25号住居のカマ ドは削平のため上部は残存せず、焼け面 と粘上を貼 り付けた袖部の痕跡が検

出されたのみである。いずれも掘 り方は断ち割 り調査をしていないため不明である。

また、23号住居跡では、北壁東寄 りに煙道及び燃焼部の掘 り方の残存部が検出されている。

貯蔵穴状ピッ ト

23号、24号住居跡で検出されている。23号住居跡ではカマ ドの右脇に付設されてお り、24号

住居跡では住居跡の北東部に付設されている。ピット内の堆積土からは土師器邪等の上器が出

土 している。

以上のことから今回の調査で検出された住居跡に関しては、 1軒の住居跡を除いて台地上の

平坦面を避けて縁辺部に立地する傾向が認められ、また、方向についても共通性がみ られる。

2軒の住居跡が削平及び調査区外に延びることか ら全体が不明なため同等の比較 はで きない

が、平面形の隅丸の方形を基調 としている点、全ての住居跡が周濤が検出されていない点のみ

に共通点が認められる他には共通する特徴は認められず、他の要素についてはそれぞれの住居



跡で相違しており、規則性はみられない。

土壊

土媛は平面形が隅丸方形や円形、精円形を基調としたもので、浅い皿状のものと断面が舟底

状の比較的深いものがある。年代は土墳内から出土した遺物から古代に属するものであると考

えられ、出土した須恵器、土師器の年代から、235号、236号土墳は奈良時代に、233号土境につ

いては平安時代と考えられ、234号土墳は出土した須恵器及び 1号住居跡、4号濤との切 り合い

関係から平安時代 と考えられる。

溝跡

古代に属すると考えられる濤跡は 5条検出された。 2号濤は東区西側遺物包含層を切ってお

り縄文時代の遺物が多量に出土しているが、出土している土師器より表杉ノ入式期のものと考

えられ、 2号濤に切られている16号濤についても図示資料はないかずロクロ使用の上師器が出

土しており、表杉ノ入式期のものと考えられる。また、11号濤は国分寺下層式および表杉ノ入

式の上師器が出土しているが、堆積土中よりの出上であり、それ以降の新しい遺物は出土して

いないことから、表杉ノ入式期のものであると考えられる。 4号濤は須恵器の甕の底部のみが

出土しており、ほぼ同時代のものと考えてもよいものと思われる。

2号濤は調査区内を南北方向にほぼ一直線に延び、他の濤は全て調査区内でほぼ直角に近い

角度で屈曲している。屈曲しているものは各辺がほば東西方向、南北方向をさしており、何ら

かの区画施設ではないかと思われる。また、 4号、11号濤は調査区東辺に位置しており全体は

明らかではないが二重に巡っており、■号濤の内側の上端には人頭大～傘大の河原石が並べら

れている。濤に囲まれた内部の状況は不明であるが何らかの区画施設の一部であると考えられ

る。



Ⅸ。その他の遺構 と出土遺物

中世～近世以降の遺構は、濤跡17条、墓墳 3基、掘立柱建物跡 4棟、小濤状遺構群が検出さ

れている。出土遺物は土器、石器、陶磁器、人骨、寛永通宝、鏡、第、煙管等が出上している。

1号濤

本遺構は、調査区の北寄 り、V-17か らQ・ R-32ま で直線距離に

して約75mの長さで検出された。幅は約1.7～3.8mで ある。

確認面は地区によって異なり第 2層～第 4層上面である。 2号濤、

8号、 9号、26号土墳 と切合い関係にある。全ての遺構を切っており

本遺構が最も新しい。T-22か ら東側では北側が一段下がっており、

その段に沿って延びている。東側及び西側では調査区外に延びており、

今回検出されたのは、その一部であると考えられる。

堆積土は 2層 に大別されるが自然堆積である。U-19～ T-22に か

けて攀大から人頭大の河原石が多量に混入していた。

壁は20～ 50 cm程度存 している。底面から緩やかな角度で立ち上

第58表

1号溝出土土器破片集計表

第997図 調査区東部溝跡配置図

10m

5200m為

第998図  1号 溝土層断面図
~~‐ …  …… …

0        1        2m

l号溝 上層註記表
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層 位 層 No ■   1■ 備

褐  7 5YR3/2 風化礫 少量 、 ロー ム粒 少 最 、炭 化物 少量 含 む

暗  偶  7 5YR3/3 ロ ー ム 粒 多 盈 に 合 む

暗褐7 5YR3/3ン ル トをプロック状 に含む
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第999図 1号溝出土土器・土製品
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第1000図  1号溝出土石器 (1)
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第1002図  1号溝出土石器 (3)

がっている。底面は皿状を呈 し、ほとんど凸凹はない。底面レベルは地形に沿って緩やかに変

化している。

遺物は土器 、石器、陶磁器が出上している。

種       房」 腰    位 備 考

磨 製 石 斧 唯 穣 上

盾   位 備    考 層    位

雑 機 上
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3号滞

本遺構は、調査区の北西隅、W一

17か らZ-18ま で約15mの 長 さで

検出された。幅は約0.5～0,8mで あ

る。

確認面は第 3層上面である。 6号

土壊、 8号濤を切っており、本遺構

が新 しい。南側及び北側で調査区外

へ延びており、今回検出されたのは

その一部であると思われる。

第59表 3;岳
F旱」甘言年ヨ甘

器

兵 X tt X 駆 (mm) 石  材 使  用  痕 考

礫 石 需 堆積 土 凹 ―両 面 国 の 内 面 に磨 藤 が見 られ る、暁 け て い る

礫 石 器 堆 薇 土

第1003図  1号溝出土石器 (4)
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第1004図 調査区北東隅溝跡配置図
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第1005図 調査区中央部溝跡配置図

名      岸Ъ400m の際に確認されたもので、切合い関係は不明である。

裂 盤 鼈 断面図 堆積土は2層 に大別されるが自然堆積である。

m 
壁は10～30cm程残存している。底面から

緩やかな角度で立ち上がっ

ている。底面は槻ね平坦で

あるがM-29以南では凸凹がみ られ

る。底面のレベルは地形に対応して緩

やかに変化 している。

遺物は土器、石器が出土している。

0             5            10cm

5号溝 土層註記表

考

暗 褐  7 5YR3/4

遺 構・ 層 位 底   部 備     考

5濤・ 堆 rrk土

第1007図  5号溝出土土器



6号濤

本遺構は、調査区の北東隅付近に位置し、S-30か らW-32ま で直線距離にして約25mの長

さで検出された。幅は約05～2.8mで ある。

確認面は第 4層上面である。35号土墳を切っ

ており本遺構が新 しい。また10号、18号、19号

濤 と交差するが、堆積上の区別がつかず切合い

関係は不明である。北側の調査区外へ延びてお

り、今回検出されたのはその一部であると考え

られる。

堆積土 は 3層 に大別 されるが 自然堆積であ

る。

壁は15～45cm残存 している。底面か ら緩や

かに立ち上がっている。底面はU-20以南は平

坦であるが、以北は凸凹がみられる。底面のレ

ベルは地形に対応 して緩やかに変化 している。

遺物は出土しなかった。

卜壁5200m

0 l

第1009図 6号溝土層断面図

6号溝 土層註記表

腰 仕 色 ■   性

褐  7 5YR3/2 円 E4・ 多 量 、 炭 化 物 粒 微 霊 、 火 山 灰 粒 少 ゑ 含 む

聞 ILA微 量 、 炭 化 物 粒 少 盈 、 火 山 灰 粒 含 む

7号滞

本遺構は、調査区北西寄 りに位置し、V-17か らU-23ま で約30cmの 長さで検出されてい

る。幅は約0.4～ 1.2mで ある。

確認面は地区により異なるが、第 2層～第 3層上面である。10号土墳、 2号濤を切っており

本遺構の方が新しい。また、U-20付近で 8号土壊と接しているが、堆積上の区別がつかず切

合い関係は不明である。 1号濤 とU-23区で風倒木痕に切られており本遺構の方が古い。西側

は調査区外へ延びており、今回出土されたのはその一部であると考えら液́る。

堆積土は単層 (暗褐7.5YR 3/3 砂質シル ト)である。

ム

第1008図 調査区北東隅清跡配置図
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第60表 7号清出土土器
破片集計表

に変化 してい ろ。

熱′2 ~税
激 催・ 膚 位 考

隆 線 文 、 RL縄 文

第1010図  7号溝出土土器

8号濤

本遺構は、調査区北西隅近 くに位置し、X-17か らX-18ま で約 8mの長さで検出されてい

る。幅は約0.6～0,9mである。

確認面は第 3層上面である。 3号濤に切られており本遺構の方が古い。 5号土墳を切ってお

り本遺構の方が新しい。西側は調査区外へ延びており、今回検出されたのはその一部であると

考えられる。

堆積土は2層 に大別される。自然堆積である。

壁は14～32cm残存しているc底面から急角度で立ち上がっている。底面には大きな凸凹はな

聰縁:こ釜箕岳三]1覆:争

硼聯 ° 嘲町 ∫

8号溝 土層註記表
第1011図  8号溝土層断面図

願 位 色 上   1圭 傭

砂 質 ン ル ロ ー ム 粒 多 量 、 風 化 IEE少 量 含 む

偶    7 5YR4/4
ロ ー ム プ ロ ッ ク少 最 含 む

9号濤

本遺構は、調査区東寄 りに位置しS-30か らS-32ま で約10mの長さで検出された。遺存状

態が悪 く、S-31の約3.3mを 除いて濤の痕跡が確認されたのみである。

確認面は第 4層上面である。 6号濤、風倒木痕によって切られており、本遺構の方が古い。

堆積土は単層 (褐 10YR 4/4 シル ト)である。

壁は 2～ 9 cm残存している。底面から緩やかに立ち上がる。底面レベルは地形に対応して緩

やかに変化している。

遺物は出上しなかった。

と師器

,不

内

面
デ

外

面

ク ク

荘帝
土

I 2 5

1 2 5



10号濤

本遺構は、調査区北東隅に位置し、U-32か らU-33ま で約 8mの長さで検出された。幅は

約1.2～2.Omである。

確認面は第 4層上面である。37号 。38号土媛を切っており、本遺構の方が新 しい。19号濤に

切られていることより本遺構の方が古い。 6号濤と交差しているが、堆積上の区別がつかず切

合い関係は不明である。U-33区で北側へ広がっているが、東側が調査区外へ延びているため

広がっているか曲がっているのかは不明である。また、底面が一段高 くなって北側へ延びてい

るようにもみえるが確認できなかった。

堆積土は 3層 に分けられる。自然堆積である。

壁は 8～25cm残存している。底面から比較的緩やかに立ち上がる。底面レベルは地形に対応

して東側へ傾斜している。

遺物は出上しなかった。

A                        ユ 5250m

―
トー
「
¬一コ

=ェ=ξ

m

l             
剃

l冒 。19号溝土層断面図

10号溝 土層註記表

層 位

褐  7 5YR3/2 田 礫 多 量 、 炭 化 物 少 量 、 火 山 灰 粒 少 量 台 む

暗  鶴 B礫 多 量 、 炭 化 修 少 量 、 火 山 灰 粒 多 数 に 含 む

嗣 際 微 ゑ 、 炭 化 物 粒 少 量 、 火 山 灰 粒 少 量 含 む

12号濤

本遺構は、調査区中央の東寄 りに位置し、K-28か らQ-24ま でL字形に約40mの長さで検

出された。幅は約07～22mである。      ム   12号濤   農 5400m

確認面は地区によって異なるが第 4層～第 5層上

駆 縫 i斡 坊霰許速 』祈啓fれ 、

皇

甘寸:尋尋芸崇発〒毛
乾営控1層断面図

本遺構が最も新しい。Q-25で幅約 lm程の濤が交                  m

差 しているが、切合い関係は不明である。 12号溝 土層註記表
層 位

褐  7 5YR3/4

暗  褐  10YR3/4

褐     10YR4/4

である。堆積土は2層 に分けられる。自「暮毎豊型壁孝聖藍塁奎

また、位置的に 3号、 8号住居跡 との切

合い関係 も考えられるが削平のため不明

722

然堆欄である。



壁は 4～16cm残存している。底面よりの立ち上がりは所によって角度は一定ではない。底面

はほぼ平坦であり、底面レベルは地形に対応して緩やかに変化している。

遺物は出土しなかった。

13号滞

本遺構は、調査区中央区の南束寄 りに位置し、M-24か らK-28ま で約23mの長さで検出さ

れた。幅は0.75～ 2.4mである。

確認面は地区によって異なるが第 4層～第 5層上面である。 6号住居跡を切っており本遺構

の方が新しい。

堆積土は単層 (暗褐 10YR 3/4 暗褐色・ シアレト)である。

壁は 3～ 5 cm残存している。底面から緩やかに立ち上がっている。底面はほぼ平坦であり、

底面レベルは地形に対応して東南方向に傾斜している。

プ

0           5          10cm

K十

15号濤

第1014図

14号濤

本遺構は、調査区南東隅に位置し、G―

24か らK-29ま で直線距離 にして約30m

検出されている。幅は約0.75～1.Omで あ

調査区南東隅溝跡配置図  る。

確認面は第 5層上面である。 6号住居跡、86号土墳、17号濤を切っており本遺構の方が新し

い。15号濤とH・ I-25で交差しているが切合い関係は不明である。また、位置関係より17号

住居跡との切合い関係も考えられるが削平のために不明である。南側の調査区外へ延びており、

今回検出されたのはその一部 と考えられる。

農 5400m  
堆積土は 3層 に分けられる。自然堆積である。

壁は 4～20cm残存している。底面から緩やかな角度

で立ち上がっている。底面はほば平坦であり、底面レベ

ルは地形に対応して緩やかに変化している。

遺物は土器、石器が出土している。

為

―

|―
第1015図 14号溝土層断面図

14号溝 土層註記表
層 No 色 考

暗  褐  10YR3/3 Fine Sand多 量 に 合 む

723



層    僅 兵 X tt x,享 (mm) 使  用  痕

准 積 土

堆 機 上 東  岩

第1016図  14号溝出土石器

15号濤

本遺構は、調査区東南寄 りに位置し、 I-23か らH-26ま で直線距離にして約15m検出され

ている。幅は約0,6～ 1,95mである。

確認面は地区により異なるが第 4層～第 5層上面である。101号、331号土墳、17号濤を切っ

ており本遺構の方が新しい。また14号濤とH・ I-25で交差しているが、切合い関係は不明で

ある。

堆積土は2層 に大別される。自然堆積である。

壁は4～10cm残存している。底面より緩やかに立ち上がっている。底面はほぼ平坦である。

底面レベルは地形に対して東南方向に傾斜している。

遺物は土器、石器が出上している。

名           農 5400m

.   
第1指扇蔀

〒
言彗色土層踊 図

15号溝 土層註記表

層 位 層 亜 色 上   14 考

鶴    7 5YR4/4

鶴    10YR4/Й

細 砂 含 む

17号濤

本遺構は、調査区の南東隅に位置し、I-24で3.5mの長さで検出された。幅は0.5～1.5mで

ある。

確認面は第 5層上面である。14号、15号濤に切られており本遺構が最も古い。

724



壁は 5～ 10cm残存している。底面から緩や

かな角度で立ち上がる。底面は皿状を呈してい

る。底面レベルは地形と対応して変化している。

遺物は出上しなかった。

需」錘層断硼昨
―

キコ_稗
17号溝 土層註記表

層 位 色 土   ↑生

褐    iOYR4/3
黄  rL ioYR5/8 粘 度 質 ン ル

18号濤

本遺構は、調査区北東隅に位置し、X-32か らX-33ま で約5.5mの長さで検出された。幅は

北側の調査区外へ広がっており不明である。また、東側の調査区外へ延びており、今回検出さ

れたのはその一部であると考えられる。

確認面は第 4層上面である。 6号濤と交差しているが、堆積上の区別がつかず切合い関係は

不明である。

堆積土は 1層 に大別される。自然堆積である。土層注記は整理時に確認できなかった。

壁は 7～30cm残存している。底面から緩やかに立ち上がっている。底面に小さな凸凹がみら

れる。底面レベルは地形に対応して変化している。

遺物は出上しなかった。

名 農 5400m

5400m為 農
0        1m

-第1019図  18号溝土層断面図

19号濤

本遺構は、北東隅付近に位置し、U・ V-32か らU-33ま で約65mの長さで検出された。幅

は約0.55～ 1.2mである。

確認面は第 4層上面である。10号濤を切っており本遺構の方が新しい。また、 6号濤 と交差

しているが、堆積土の区別がつかず切合い関係は不明である。

堆積土は単層 (黒褐 7 5YR 2/2 砂質シル ト)である。

壁は 4～15cm残存している。底面から緩やかな角度で立ち上がっている。底面はほぼ平坦で

ある。底面のレベルは地形に対応している。

遺物は出土しなかった。



20号濤

本遺構は、調査区南西隅に位置 し、H-17か らH-19ま で約10mの長さで検出された。幅は

南の調査区外へ広がってお り不明である。 また、本遺構の東・西端 も途切れて南側の調査区外

へ延びているものと考えられ、今回検出されたのはその一部であると考えられる。

確認面は第 4層上面である。 2号、16号濤に切 られており本遺構の方が古い。

堆積土は単層 (暗褐 10YR3/3 シル ト)である。

壁の残存、底面よりの傾斜については、底面が検出されず不明である。

遺物は出上 しなかった。

21号濤

本遺構は、中央部東寄 りに位置 し、P-28か らK-29ま で約1lmの長さで検出された。削平

のため約4.3mの長さで途切れている。幅は約0.75～1.8mである。

確認面は第 4層上面である。12号濤で切 られてお り本遺構の方が新 しい。また、位置的に 1

号掘立柱建物跡 との切合い関係 も考えられるが、削平のため不明である。

堆積土は 2層 に大別される。

壁は 6～10cm残存 している。底面より緩やかな角度で立ち上がっている。底面はほぼ平坦で

あり、底面のレベルは地形に対応 して変化 している。

遺物は出上 しなかった。

鰤 た1螂 2魅´
21号溝 土層註記表
層 位

禅討 loYR3/4 炭 化 物 若 干 含 む

に ぶ い 黄 褐  10YR4/3 ス コ リア 少 量 含 む

偶    iOYR4/6

1号掘立柱建物跡

本遺構は、調査区中央部東寄 り、O・ P-28に 位置し、第 4層上面で確認された。東西 2間、

南北 2間の建物跡である。北側柱列では4.15m(柱間寸法は東より2.4m+1.75m)、 南側柱列で

は4.30m(柱間寸法は東より2.65m+1.65m)、 東側柱列では3.78m(柱間寸法は北より1.9m十

3.88m)、 西側柱列では3.95m(柱 間寸法は北より1.9m+2.05m)である。建物方向は東側柱列

でN-5°一Eである。12号濤に切 られており本遺構の方が古い。位置的に50号土墳、21号濤 と

の切合い関係が考えられるが削平のため不明である。



第1021図  1号掘立柱建物跡

柱穴掘 り方は円形あるいは、精円形を基調としたもの

である。規模は最大のもので80cm× 78cm、 最小のもので

42cm× 42cmで ある。柱痕跡は 1個確認され径22cmの

円形である。また、ピットが 2個の柱穴が 2個あるが明

確な建て替えの痕跡はみられなかった。柱穴の深さは遺

存状態の良好なもので29cmで ある。

本遺構に伴う遺物は出土しなかった。

不 整 楠 円

備   考
rT痕 有

2号掘立柱建物跡

本遺構は調査区のほぼ中央、M・ N-24・ 25に位置し、第 4層上面で確認された。桁行は 3

間、梁行 2間 の東西棟の建物跡である。北側柱列では5.15m (柱 間寸法は東より1.75m+1.

75m+1.65m)、 南側柱列では5.15m(柱 間寸法は東より1.7m+1.7m+1.75m)、 東側柱列では

4.15m(柱間寸法は北より2.05m+2.lm)、 西側柱列では4.3m(柱間寸法は北より2.Om+2.3m)

である。建物方向は桁南側でE-16° 一Nである。小濤状遺構に切られており本遺構の方が古い。

75号、76号、77号、79号土墳を切っており本遺構の方が新しい。

第1022図  2号掘立柱建物跡 。牟
柱穴掘 り方は円形あるいは、楕円形を基調

としたものである。規模は最大のもので120

cm× 108cm、 最小のもので38cm× 32cmであ

る。柱痕跡は3個確認され径18cm～32cmの

円形のものである。柱穴の深さは保存状態の

良好なもので38cmで ある。

本遺構に伴う遺物は出上しなかった。

2号掘立柱建物跡柱穴

不 整 円

柱 痕 有
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第1023図  3号掘立桂建物跡

I~lmさ
O

3号掘立柱建物跡

本遺構は調査区の南西隅付近、H-19・ 20に位置 し、第 4層上面で確認された。東西 2間、

南北 1間以上の建物跡である。調査区外の南側に延びてお り、今回検出されたのはその一部で

3号掘立桂建物跡柱穴

あると考えられ、全体の規模は不明である。北側柱列

では40m(柱間寸法は東より2.lm+1,9m)、 東側柱列

では3.Om以 上 (柱間寸法 は北 よ り185m+1.15m以

上 )、 西側柱列 で は2.55m以上 (柱間寸法 は北 よ り

215m+0,4m以 上)で あ る。建 物 方 向 は N-5°

～ 10°一Eの範囲内と考えられる。

柱穴掘 り方は円形を基調 としたものである。規模は

最大の もので60cm× 58cm、 最小 の もので24cm× 22cmである。柱痕跡は 1個確認され、

18cm× 1lcmの橋円形である。柱穴の深さは保存状態の良好なもので 36cmで ある。

本遺構に伴う遺物は出土しなかった。

5号掘立桂建物跡

本遺構は調査区の中央 0・ P-25に位置し、第 4層～第 5層上面で確認された。北東部を中

心に削平を受けており西側南北列で 3間、南側東西列で 2間を確認したのみで全体の規模は不

明であるc西側柱列では4.85m(柱間寸法は北より1.65m+1.65m+1.55m)、 南側柱列では2.8

m(柱間寸法は東より1.25m+1.55m)である。建物方向は西側柱列でN-15°一Wである。位置

第lq24図 5号掘立柱建物跡 Q+ 的に 8号住居あと、12号濤との切 り合い関係が

考えられるが削平のため不明である。

柱穴掘 り方は方形あるいは円形・楕円形のも

のがある。規模は最大のもので54cm× 30cm、 最

小のもので30cm× 30cmである。柱痕跡は 3個

確認され、径15cmの円形である。柱穴の深さ

は、遺存状態の良好なもので40cmである。

本遺構に伴う遺物は出上していない。
4m

形  状

備  考
桂 痕 有

5号掘立桂建物跡柱穴

構  円

柱 痕 有 柱 痕 有



墓 境

東側道路部斜面の中位、傾斜が緩やかに変わる部分に 3基の墓墳が検出された。

1号墓 (F-1墓墳 )

東側道路部 F・ Gト レンチに位置し表土下で墓石及びその台石、台石の根石と思われる河原

石が検出された。墓墳は、墓石の下面より10～25cm下がった第 5層上面で確認された。規模は、

長軸108cm、 短軸98cm、 深さは最も深い部分で掘 り方上面から92cmである。平面形は、隅丸の

方形である。埋土は4層 に大別されるが、いずれもロームブロックや小礫を含むなど類似 した

様相を示している。底面はほぼ平坦であり、やや東へ傾斜している。壁は底面から急角度で立

ち上がっている。

出土遺物は、埋土中より多数の鉄釘が出土している。底面付近では、木製の箱に入った柄鏡

及び煙管、第、古銭とともに人骨片、歯が出上 している。古銭は布に包まれた状態のものがあ

り、布袋に納められていたものであると考えられる。この布には多量の概殻がついていた。

墓石は高さ52.5cm、 幅32.5cm、 厚さ20.Ocmである。扁平な自然石を利用している。中央上

部に「日輪」がある。中央の文字は、「道雲禅定門」と戒名が記され、その右側に「貞享三 (丙

寅)年」(1687年 )、 左側に「六月十七日」、「丹野…右―(F]力 )」 と刻まれている。倒れている

方向から、東方に面して立てられていたものと考えられる。

また、墓石の北側に石碑が検出されている。高さ40.Ocm、 幅33.Ocm、 厚さ13.3cmの 偏平な

自然石を削り、落ち着きをよくしている。中央には線描きの蓮座の上に舟形光背を彫 り込み「地

蔵菩薩像」を浮き出している。右側には「寛延三天」 (1750年 )、 左側には「六月十一日」 と刻

まれている。年代的に 1号墓の墓石の年号と64年の隔たりがあり、直接関連するものではなく、

付近に立てられたものが墓壊上部に倒れ込んだものと思われる。

44 mmAl

F

1号墓城 (F-1墓噴)土層註記表

く

1号墓壌

墓壊上面の状況

國 Ne

鶴  7 5YR3/2

褐  7 5YR5/6 暗 褐 色 7 5YR3/4ン ル トを プ ロ ッ ク状 に 含 む

砂 質 ン ル 風 化 礫 多 盟 に 含 む

褐    7 5YR4/3

褐  7 5YR5/6

砂 質 ン ル

第1025図  1 号 墓
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検 出 面

柄 鏡 哩 上 最 下 部

銃

柄 に紙 を巻 き付 けて い る。 木箱 の一部 存 在 。長 さ X幅 (cm) 長 さ X幅 (cm)

弁 埋 上 最 下 部 べ っ こ う製 。

腫  管 埋 上 最 下 部

雁  首

銅製 、棒細 工 の ケ ー ス ?付着長 さ ×幅 (cm) 長 さ X幅 (cm)

第1026図  1号墓境出土墓石、遺物
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１

層

木 片 付 着 、 頭 有 り

木 片・ 踏 付 着

木 片 ・ 館 付 着 、 頭 有 り、 中 空 の 釘

鎗 付 着

木 片 ・ 錆 付 着 、 頭 有 り

本 片 付 着 、 中 空 の 釘

木 片 付 着 、 頭 有 り、 中 空 の 節

本 片 ・ 錯 付 着

木 片 何 着 、 頭 有 り、 中 空 の 釘

頭 有 り、 中 空 の 釘

木 片 付 着

本 片 付 着

木 片 何 着 、 中 空 の 釘

木 片 付 着 、 中 空 の 釘

木 片 付 着 、 頭 有 り、 中 空 の 釘

木 片・ 錆 付 着 、 頭 有 り

木 片 付 着 、 頭 有 り

木 片 付 着 、 頭 有 り、 中 空 の 釘

木 片 付 着

第1027図  1号墓壊出土鉄釘



悦 に ∞

第1028図  1号墓媛出土古銭

|

第1029図  1号墓娠上面出土石碑 9Cm

2号墓 (G-1墓墳)

東側道路部 Gト レンチに位置し、第 5層上面で確認された。墓石や配石などの施設は検出さ

れなかった。規模は長軸148cm、 短軸145cm、 深さは最も深い部分で107cmである。平面形は不

整な円形である。埋土は 4層 に大別されるが、ロームブロックを含むなど類似した様相を示し

ている。底面はほぼ平坦である。壁は底面から急な角度で立ち上がっている。

出土遺物は、底面付近より歯が出上している。また、東壁際から鉄片及び煙管の雁首が出土

している。

銭   名 魅   位

寛 永 通 宝 寛 永 通 宝

覧 永 ,重索

狂 永 迪 上 寛 永 通 業

克 永 通 セ

夫

闘
刺
†

中
９
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第1030図

2号墓媛 lB
農4390m

4360nム

ノ

マ

ず

―
ん

2号墓墳 (G-1墓娠)上層註記表

層 No 考

砂 質 ン ル 嗜 禍 7 5YR3/3シ ル トを プ ロ ッ ク状 に 含 む

明 策 鶴  10YR6/6 層 N93よ り堅 くしまってい る

暗  偶  7 5VR3/4 炭 化 物 少 量 台 む

偶  7 5YR3/4

炭 化 物 少 景 台 む

砂 質 シ ル 明 黄 褐 iOYR6/6ン ル トを 硝 ふ り状 に 含 む

種 暗 偶  75Y良 2/3 風 化 礫 、 炭 化 物 含 む

偶  7 5YR6/2 粘 度 質 砂

A

層    位 銭   名

克 永 通 セ

第1031図  2号墓境出土古銭

3号墓 (G-2墓損 )

東側道路部 G・ Hト レンチに位置し、表上下で配石が検出された。その規模は長軸115cm、 短

軸100cmの長方形である。墓墳は第 5層上面で確認された。その規模は、長軸145cm、 短軸115

cm、 深さは最も深い部分で73cmで ある。平面形は隅丸の長方形である。埋土は 6層 に分けら

れるが、ロームブロックや礫を含むなど類似した様相を示している。底面はほぼ平坦である。

壁は底面から急な角度で立ち上がっている。

出土遺物は、底面付近から人骨及び煙管、鉄釘が出上している。

ノ

景

だ

3号基猿
墓壌上面の状況

3号墓城 (G-2)土 層誰記表

王B
墓 壊

F

早¬_巾¬_卜i l口雪
m

色

砂 質 シ ル

粘  上

福色 (7 5YR4/6)シ フレトカS混 つている。

第1032図 墓
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第1033図  3号墓境出土遺物

小滞状遺構群

調査区中央部のやや東寄 り、M-25か らS-26に かけて、小濤状遺構が11条検出されている。

規模・方向が近似しているため一つの群として取 り扱った。確認面は地区によって異なり、第

4層～第 5層上面である。これは表土を剣離した際に検出された層であり、この地区は2～ 3

層が確認されなかった地区である。規模は、幅12～ 47cm、 深さは 3～13cmで ある。長さは

0,68～ 5,72mで あるが、 1条のものが削平を受けたために途切れていると考えられるものも

ある。方向はN-17°～22° 一Eの範囲であるが、N-20°一Eの ものが最 も多い。これらは、8号

住居跡、75号、76号土損、 2号掘立柱建物跡との切 り合い関係も考えられるが削平のため不明

である。

堆積土は表土と同質のものであり、しまりがなく、ボサボサしている。

遺物は出上しなかった。

これらの小濤状遺構群は、出土遺物 もなく、遺構の切 り合い関係からも古代まで遡るとは考

え難いが、遺構の規模、方向性にある程度の規則性も認められる。性格については不明である。

遺構外の出土遺物

中世～近世以降の遺物は、東区、東側道路部の表土及び堆積土から出上している。ここでは

遺構外から出上した遺物を取 り上げる。遺物には陶磁器、煙管、土錘、古銭等がある。古銭に

ついては遺存状況が悪 く、図示できるものはない。
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鯵
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地 区・ 胸位 種   '1 特 徴 産  地 備 著

適略部・ ェ層 内・ 外 面 ロ クロ調整 、医釉 漆 戸 五 戸初 期 ?

E=22・ 1庸 内・ 外 蘭 ●ク ロ調整 、鎌触 、底蔀 回転 糸切 り 瀬  声 江 戸 ?

螂 ・ 1'ロ 内・ 外 画 ロ ク ロ調整 、 青 綴 階、蛇 ノロ釉 ハ ギ 唐 津 磨 都台 付 17CFr4半～ 19C前半

内 ‐外 面 ロ クロ調整 患 部 台付 I夕C初

Hト レ ●2層 鉢  ? 内・ 外 繭施 袖 の た め調 整 和 明 堤   , 泄

Hト レ・ ユ磨 燈 明 Щ 内・ 外 面 ロク ロ調 睦 、iath、 底 部 IE転糸 切 り 不 明 見込 にな受 け あ ,近世

Cト レ・ ″磨 遵  管 雁 首  長 さ X幅 (cm) s16文 1_35 銅 製

Cト レ ●表採 手  鐘

第1034図 その他の出土遺物

735



X.遺跡の構成

今回の山田上ノ台遺跡跡の発掘調査の結果、旧石器時代、縄文時代、古代及び中世以降の遺

構と遺物が発見されている。弥生時代 と古墳時代のものは発見されなかった。

旧石器時代

旧石器時代では、約 3万数千年前に降下したとされている川崎スコリア層 (俗称バンバン)

より下位の前期旧石器時代に属すると考えられる文化層が 4枚、上位の後期旧石器時代に属す

ると考えられる文化層が 4枚及び約 3万年前後に属すると考えられる文化層が 1枚確認されて

おり、各々の文化層に属する石器が出土している。昭和59年度の発掘調査によって、後期旧石

器時代の第 1文化層と第 2文化層については、石器の接合関係などから2枚の独立した文化層

ではなく、同一の文化層としてとらえられるべきものであるという指摘がなされており、ここ

ではそれを受けて後期旧石器時代に属すると考えられる文化層は 3枚であるとしておきたい。

また、前期旧石器時代に属する石器群は、Vew-18区及びU・ V-19区、U-20区には広が

りを持たないことが確認されている。

縄文時代

縄文時代では、早期の上器が出上しているが、明確に遺構に伴うものではな く、該期の遺構

は不明である。前期中棄から末葉にかけて若干の土器が出土しているが早期 と同様遺構は検出

されてはない。しかし、早期末葉の住居跡及び前期末葉大木 6式の土墳群が本遺跡の北方約200

mの北前遺跡で検出されており、本遺跡の調査区周辺特に北前遺跡に近い北方には遺構が存在

する可能性がある。中期前葉の大木 7a式期には北側の浅い谷部に遺物包含層が形成され (東

区北側谷部遺物包含層)、 その周囲、特に東区北西部では、遺構 (土墳)が検出されているが、

竪穴住居跡等は検出されていない。中期中葉、大木 8式及び後棄、大木 9式期 には若干の土器

がみられ、大木 9式期の遺構 (土墳)も検出されている。大木 9式期には、前出の北前遺跡で

遺構 (竪穴住居跡)が検出され、集落 としては、北前遺跡の方に中心があった ものと考えられ

る。それが、大木10式期になると大規模な集落 となり、竪穴住居跡が38軒検出され、土墳群、

遺物包含層 (東区西側遺物包含層)が形成されるc竪穴住居跡は東区の22軒について精査を行

い、構築時期まで明らかにしえたは、炉の断ち割 り精査まで行った 3軒 (2号、 5号、14号住

居跡)のみであり、 3軒 とも大木10式第 I段階のものである。他の竪穴住居跡については、第

Ⅱ段階以降と考えられるのは15号住居跡のみであるが、埋設土器の時期が不明のため確実では

ない。しかし、調査区全体で見た場合、調査区の東区南東部と西区南部 と大きく2つ の竪穴住

居跡のブロックが形成されているように看取される。西区南部の住居跡は確認面ではあるが出

土する土器は、大木10式上器の第 I。 第H段階のものであり、東区と大きく変わることはない



と思われる。この点で集落内で同時期に存在した単位数については明らかではない。竪穴住居

跡相互の重複関係、埋設土器の検討など今後の調査を待たなければ解決されない点である。土

墳群は、貯蔵穴、落し穴などが確認されている。墓墳については不明な点が多い。その他に、

土器焼成のための施設であると考えられる土墳 (276号 土墳)も 検出されている。遺物包含層は、

大木10式第 I段階、第H段階が主体で、第Ⅲ段階、第Ⅳ段階のものも混入しており、竪穴住居

跡と同時期のものであると考えられる。大木10式第Ⅲ段階、第Ⅳ段階に確実に位置付けられる

遺構は不明である。

後期前葉になると、竪穴住居跡は検出されず、少数の上墳と遺物包含層 (西区遺物包含層)

が形成される。土器の出土量も大木10式 よりかなり少量となる。しかし、遺物包含層について

は、昭和54年度の試掘調査で確認した際、遺存状況はかなり良好で包含される遺物量も多いと

いう指摘がされているが、それだけの遺物包含層を形成した当該時期の集落の存在については

不明である。東区の 2箇所の遺物包含層にも少量の上器が混入しており、西区の北側に存在す

る可能性がある。しかし、西区北側の境界付近から浅い谷状の窪みになっており、その可能性

については不明である。

後期中棄から後葉には若子の上器が出上しているが、遺構は確認されていない。

晩期以降の遺構と遺物については、所謂アメリカ式石鏃が 1点出上しているのみで、奈良時

代に至るまでの間のものは全 く検出されていない。

古代

古代では、奈良時代の上墳、濤跡があり、土師器 (国分寺下層式)、 須恵器が出上している。

平安時代では竪穴住居跡 4軒、土墳、濤跡、掘立柱建物跡が検出され、土師器 (表杉ノ入式)、

須恵器が出上しており、墨書土器 もある。その他に円面硯や須恵器甕の体部の破片を利用した

転用硯も出上している。竪穴住居跡は堆積土中に灰白色火山灰が検出され、10世紀前半以前の

ものと考えられる。これらの遺構はほとんどが台地の縁辺部に位置しており、平坦部は大きな

空間となり、その空間を区画するように濤跡が走っているという状況が看取される。

中世以降のものとして、時期不明の濤跡、掘立柱建物跡、小濤状遺構群があり、中世陶器、

近世陶磁器などが出上している。また、江戸時代の墓損が東側道路部の斜面で 3基検出され、

貞享三 (1687)年 の年号が記された墓石が残るものもあった。墓墳からは、古銭、銅鏡、煙管

などが出土している。
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�。まとめ

1.山田上ノ台遺跡は名取川の形成した段丘上に位置している。

2.前期旧石器時代、後期旧石器時代、縄文時代早期、前期、中期、後期、奈良時代、平安時

代、近世に亘って各時代の遺物・遺構が検出された。

3. a。 前期旧石器時代の文化層が 4枚確認された。

b。 後期旧石器時代の文化層が 3枚確認され、約 3万年前前後に属する文化層が 1枚確認

された。

4.a.縄 文時代の遺物としては、早期、前期、中期、後期の上器、石器が出土しており、特

に中期末葉のものが大部分を占める。

b。 中期末葉の上器は大木10式第 I。 第Ⅱ段階のものが主体となっている。

C.縄文時代の遺構としては、竪穴住居跡、土墳、竪穴遺構、埋設土器、遺物包含層があ

る。

d.竪穴住居跡は、中期末葉の大木10式期のものであり、複式炉をもつものが大部分であ

る。

e.土墳は、中期前葉大木 7a式期、中期後葉大木 9式期、中期末葉大木10式期、後期初

頭南境式期のものがある。

f.遺物包含層は、中期前葉大木 7a式期、中期末大木10式期のものがある。

g。 集落の規模は大木10式期に最大になり、後期前葉南境以降はほとんど廃棄され。晩期

から奈良時代までは遺物、遺構 とも存在しない。

5, a.古代では、奈良時代の上墳、濤跡が検出されている。

b.平安時代の竪穴住居跡、土墳、濤跡、掘立柱建物跡が検出されている。

6. a。 中世以降では江戸時代の墓墳が検出されている。

b.時期不明のものとして掘立柱建物跡、濤跡が検出されている。

7.旧石器時代の各文化層の性格を把握するための情報を得るために、今後、より広範囲の発

掘調査が必要である。

8。 今後、火山灰の標式火山灰との対比、段丘の形成時期の解明、旧石器時代の自然環境の復

原などが必要である。

9.縄文時代の集落跡についても、竪穴住居跡の時期、構造の解明、縄文時代の自然環境の復

原にも取 り組んでいく必要がある。

10.仙台市が公有化した土地の利用を促進するためにも、遺跡地の保存、活用の他、継続した

学術調査を進める体制を整えていくことが急務であると考えられる。
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